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本書は、大規模店舗の建設に先立ち、受託事業として都城市教育委員会が発掘調査を実施し

た高田遺跡の調査報告書です。

この高田遺跡では、平成13年度から平成14年度にかけて発掘調査を行いました。その結果、

凹凸痕の明瞭な中世の水田跡や、弥生時代の集落が確認されました。出土遺物においても、弥

生時代の土器や木製品 (農耕具など)、 中世の陶磁器などが多数見つかり、貴重な歴史情報を

提供してくれました。

本書の刊行が都城市の文化財に対する理解と認識を高めるとともに、今後の学術研究の発展

にわずかでも寄与できれば幸いと存じます。

本遺跡の発掘調査に従事していただいた市民の皆様や周辺住民の皆様をはじめ、関係各機関

等の方々には多大なご理解・ご協力をいただきました。ここに記して感謝の意を表します。

平成17年 (2005)年 3月

宮崎県都城市教育委員会

教育長 北 村 秀 秋



例 口

1 本書は大規模店舗建設に先立つ埋蔵文化財 (高田遺跡)発掘調査報告書である。

2 調査は都城市教育委員会が主体となり、同市文化課文化財担当主査松下述之、同主事米澤英昭が担当

した。

3 現場における調査は平成14年 1月 10日 から平成14年 8月 5国 にかけて実施した。

遺構実測図・土層断面図の作成は松下・米澤が中心になって行い、黒木昌子 0有馬昌子 0抜追清美 0

藤田和子・続山映子 0続山美須子 0中原忠良・立山君子・藤井修子・津曲節子 e立野良子・馬籠恵

子 0庄屋幸子 らの協力を得た。中世水田遺構図作成は、九州航空株式会社へ委託した。弥生遺構図作

成については、その大部分を宮崎県文化財調査・サポー ト協同組合へ委託した。遺構分布図の作成、

出土遺物の取上げにはヨンピュータ 0システム株式会社の遺跡調査システム “SITE"を 使用した。

遺構の製図については、米澤で行った。

本書に関する遺物の実測は米澤・水光弘子・奥登根子・谷口和代・伊鹿倉康子が、製図は米澤が行っ

た。

本書に関する遺構 。遺物の写真撮影は松下 0米澤が行った。又、遺構の空中写真撮影は九州航空株式

会社へ委託した。

第Ⅳ章の自然科学分析については、株式会社古環境研究所に委託した。第V章樹種同定については、

株式会社吉田生物研究所に委託した。第Ⅶ章付編については加覧淳一氏 (都城市立図書館)よ り玉稿

を賜った。

使用した基準方位は磁北であり、レベルは海抜絶対高である。

本書の執筆 0編集は米澤が行った。

調査 0本書の執筆にあたり、矢部喜多夫氏 0桑畑光博氏 0横 山哲英氏・下田代清海氏・天野玄普氏

(以上、都城市教育委員会)、 大盛祐子氏、加覧淳一氏 (都城市立図書館)よ りご教示をいただいた。

本書に関する遺物 0記録類 (写真・図面等)は都城市教育委員会文化財課が収蔵・保管している。

本書では、下記の略号を用いている。

SA=竪 穴住居

SB=掘 立柱建物

SC=土 坑

SD=溝 状遺構
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調査の経緯

平成13年 11月 5日 付けで、九州ジャスコ株式会社 (現イオン九州株式会社。以下、イオン九州と略す。)

より都城市教育委員会文化課 (現都城市教育委員会文化財課。以下、市文化財課と略す。)へ都城市早鈴

町1950番地外における埋蔵文化財の有無の照会がなされた。そこで、市文化財課では、遺跡の状態をよ

り具体的に把握するために、諸手続きを経た後、平成13年 11月 27日 から同年12月 12日 にかけて試掘調査

を行つた。調査は1対象地61,736ボ のうち発掘調査の承諾を得た44,867ゴ において、 2m× 2mの トレ

ンチを85ヶ 所設けて行つた (調査面積約340ぷ。対称面積の約0。7%。 )。

当該地は、昭和40年代に耕地整理が行われていたが、調査の結果、地表面から約10～30cmの深度に遺

構が確認された。検出した遺跡は、中世の火山灰に覆われた水田跡と弥生中期から古墳初頭にかかると思

われる集落跡であつた。また、上壌分析結果から、弥生前期に相当する水田が存在する可能性が導出され

た。 これにもとづき、イオン九州と都城市の間で協議した結果、破壊を受ける店舗建設部分8,280ゴ にお

いて記録保存のための発掘調査を実施することとなり、平成13年度から14年度にまたがつて行うことで

合意に至った。 これにより、発掘調査を行う都城市とイオン九州との間において、平成14年 1月 8日 、

高田遺跡埋蔵文化財に関する協定、高田遺跡発掘調査業務委託契約が締結された。

途中、店舗面積の増加に伴い、両者間での協議の結果、調査面積を8,280だ から8,507ピ に変更するこ

とになり、平成14年 3月 25日 付けで変更協定・変更契約を締結した。また、その後、さらに面積が増え

た (8,801ボ)ため、平成14年 6月 26日 付けで、再び変更協定・変更契約を取 り交わした。そしてまた、

天候不順等により調査期間を8月 15日 までとして、再々度変更協定・変更契約を行つた。

現場における発掘調査は平成14年 1月 10日 か ら開始し、 8月 5日 で終了した。その後、引き続き遺物

の整理作業を行つた。

当初の協定により、報告書作成は平成16年度に行うことになっていた。平成16年 6月 10日 付けで協

定 0契約を締結した。

調査体制

調査は都城市教育委員会が実施し、経費運用は同市教育委員会文化課 (現文化財課)が行つた。調査組

織は以下のとおりである。

【発掘調査体制】

〔調査責任者〕都城市教育長   長 友 久 男

都城市教育部長  轟 木 保

 箕 (平成
1`年

3月 まで)都城市文化課長  内 村 一 夫

井 尻 賢 治 (平成17年 4月 より)

〔調査員〕  ::』
酢蜃聾

佐

  [ : [ :1曇 婚 lζ勇鼻贔翼理 成17年 4月 より同課文化財係長)

同主事      横 山 哲 英 (試掘担当)

同主事      久 松   亮 (試掘担当)

同主事      米 澤 英 昭 (発掘担当)

〔発掘作業員〕浅生幸一 有馬昌子 荒ヶ田安夫 猪ヶ倉重光 猪ヶ倉正子 池田智美 池田由美子

岩切数秋 岩切ユキ子 岩満敏男 岩満洋子 岩本 泉 上野和貝J 上原 勇
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上原京子 植村准子 内田ハチ子 内村好子 榎木ツネ 榎木ハナ 海老原 実

海老原洋子 大山ミツ子 奥スズ子 奥 利治 落合輝雄 小野田融 小山田利丸

小山田ハツ子 小山田福子 蒲生サダ 蒲生ミツ子 川野春信 木村七郎

久寿米木吉作 久寿米木マキ子 久米村美知子 黒木昌子 児玉春男 小山久子

椎屋松子 下池麻里 庄屋幸子 新沢津清秀 新官ゆみ子 新宮良二 曽原主吉

高野直昭 高野ムツ子 財部重男 竹中美代子 田代美穂子 立野良子 立山君子

田中育子 谷回和子 谷ロミツ子 続山映子 続山美須子 津曲節子 鴇 松雄

鴇 芳子 徳丸ヒサ子 年神真理乃 永田澄利 中原貞良 中原忠診 那須幸三郎

抜迫清美 野上 トシ子 野田ツミ子 東 春雄 肥後洋文 平川千枝子 平山甲子郎

広畑雄二 広村ミキ 樋渡久美子 福岡悦雄 福島 厚 福留博志 福永律子

福丸貞行 福丸テル 福丸秀則 福丸フミ子 福丸正徳 福丸ミサ子 藤井修子

藤田和子 藤田フヂ子 工見義彦 坊珀 トミ 塘之内敬子 馬籠恵子 三浦光司

南スミ子 宮島すみ子 宮原民子 宮元孝子 富元忠郎 森美佐子 来住サチ子

山ロー夫 山下美佐子 山元 勝 横山照良 吉村 勉 渡辺一男 渡辺華江

〔整理作業員〕雁野あつ子 水光弘子 奥登根子 谷口和代 伊鹿倉康子

【報告書作成体制】

〔調査責任者〕都城市教育長       北 村 秀 秋

〔調査事務局〕都城市教育部長      七牟礼 純 一

都城市文化財課長     稲 丸 満 文

同文化財課長補佐     坂 元 昭 夫

同課埋蔵文化財担当副主幹 矢 部 喜多夫

〔担当〕   同課埋蔵文化財担当主事  米 澤 英 昭

-2-



1臓餞 づ 競

歴史的環境

都城市内北東部の十三束遺跡では縄文早期にあたる連穴土坑が検出され、中央部にあたる白山原遺跡で

は早期の集石・配石遺構が確認されている。また縄文中後期には、肱穴遺跡の成果によって定住を始めて

いた痕跡がうかがえ、さらには坂元A遺跡の成果から、水田耕作を行い、穀物資源を得ていたこともわか

ってきた。

弥生時代においては定住率がいつそう高まり、土器類の在地性もますます強くなる。市内では現在まで

中期以降の集落跡が多数見つかつており (向原遺跡 0加治屋遺跡・高田遺跡等)、 中後期になると「曰向

型」といわれる間仕切住居跡がみられる (向原遺跡 。前畑遺跡)。 土器類は大llTJ特有の山之口式系統と宮

崎平野特有の中溝式系統をかけあわせたものがみられるが、これは当地が両者を結ぶ連結点にあり、その

独自性を高めていることを示している。

古墳期には志和池村古墳の所在が示すように、文化の核が市北東部の志和池地域方面にあったと考えら

れる。特に築池地区では、宮崎県南部を中心に分布が確認される埋葬施設形態である地下式横穴墓が群的

な広がりをみせている。その一方では、鶴喰遺跡の成果が示すように、市西部に集落の形成が見られるよ

うになる。なお、鶴喰遺跡の後期住居には竃が敷設されるものが現れている。

古代 0平安期には弥生期に成長した首長層が大和政権に臣従し、いわゆる地方豪族としてさらに勢力を

伸張していくが、こうした層の居宅跡も確認されている。それが上ノ園第 2遺跡・馬渡遺跡 。大島畠田遺

跡とみられる。そしてまた、この頃より文献資料にも当地方が掲載されるようになり、当時日向国でも郡

制がしかれ、都城は諸県郡に属していたことがわかつている。「延喜式」諸国駅伝馬条に 「日向国駅馬

(中 略)嶋津各五疋」とあり、当地域が 「島津」と呼ばれていたことや、公的施設である 「島津駅」が存

在したことがわかる。11世紀代には、大宰府の官僚であつた平季基の開発によって、のちに巨大荘園と

なる 「島津荘」の基礎が築かれる。

鎌倉初期には惟宗忠久が島津荘の惣地頭職を任され、当初、都城に入つたと伝えられる。これにより忠

久は姓を 「島津」と改め、「島津家発祥の地」といわれる由縁をもたらした。

室町初期に至 り、島津本宗家忠宗の子資忠が 「北郷三百町」を与えられ、地名から北郷と名を改める。

資忠の子義久は、中世城郭・都城を居城としたとされ、この名称が当市名の出来になったとされる。 4代

知久は1410年、本宗家の島津元久の上洛に同行して1子軍に謁見し、礼物を進上している。

8代忠相は、周囲の脅威であつた北原氏や伊東氏らと合戦を繰り返し、都城盆地一帯を統一した。また

長子忠親が豊州家(飲肥)を継承し、忠親の子 0時久が北郷家を継いで、南九州東部をおさえるその勢力は

強大なものとなった。

豊臣政権による九州侵略によって島津家はその軍門に降る。北郷家は秀吉から直接朱印状を下付され

「御朱印衆」となり、都城盆地の支配権を安堵されるが、太閤検地後の所替によって祁答院へ移された。文

禄 。慶長年間には秀吉の朝鮮侵略に召集された島津家に従い、北郷家に替わつて都城領主となった伊集院

忠棟、北郷忠虎 らが出兵する。忠虎は戦地において病死し、忠能が家督を継承する。慶長 4年 (1599)

には島津本宗家と家老伊集院家の戦いである「庄内の乱」が起こつた。翌年までにわたる大激戦ののち伊

集院家は降伏し、北郷家はその戦功によって都城へ復帰することとなった。

近世においては、鹿児島藩の私領として、引き続き北郷 (都城島津)家による統治が行われた。都城島

津家は藩主に継ぐ禄高や本藩同様の職制機構を有し、「五日六外城」制に基づき、各所に地頭を置いて支

配した。支配機構は、藩とは別個な組織を形成しており、その行政は都城家老の合議によるもので、藩か

らは一定の自律性をも有していた。

戊辰の役に際しては本藩に従い、北郷資常率いる都城隊182名 が参戦した。西南の役においては西郷軍
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の一員として1,550名が参加しており、招魂塚が今も残っている。

明治 4年の廃藩置県に伴つて、大隅半島・宮崎県南部域を県域とする都城県が設置された。同県は明治

6年 には廃止され、鹿児島県 0宮崎県に統合されていくが、都城県の中心としての精神は現在も受け継が

れている。明治22年 には都城町が発足し、大正13年には市制が施行され、昭和11年の沖水・五十市をは

じめとして、庄内・志和池・中郷の各村町を合併し、現在に至っている。

2 遺跡の位置と環境

高田遺跡は、都城市早鈴町字高田に所在する。当地は都城盆地のやや南側に位置し、大淀川の支流であ

る姫城川がほぼ東接して、北東から南西方向へ貫流している。元来は、この姫城川が本遺跡の北側を西流

しており、地形的には、この姫城川と、南側を西流する萩原川、それに附随する犯濫原に挟まれた開析扇

状地上に立地している。当遺跡の現状は水田域である。一帯は以前より水田帯と化していたが、現状では

付近に木工団地や宅地などが構築されている。周辺にも文化財が点在しており、北東側には弁済使薬師堂

跡や古代官衛遺跡の可能性が大きい上ノ園第 2遺跡、近世の街道である梶山街道 。寺柱街道などがある。

【参考文献】

宮崎県 1980『土地分類基本調査 都城』

都城歴史資料館 1999賭Б城と島津氏』平成11年度都城歴史資料館特別企画展図録

都城市 1997賭Б城市史』通史編 原始古代

都城市教育委員会 2000曝F元地区遺跡』都城市文化財調査報告書 第51集

都城市教育委員会 2001『天神遺跡 (2次 )』 都城市文化財調査報告書 第54集

宮崎県埋蔵文化財センター 2001『梅北佐土原遺跡 0中尾遺跡・蓑原遺跡』

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書 第42集

都城市教育委員会 2002『 自由原遺跡』都城市文化財調査報告書 第57集

都城市教育委員会 2004『鶴喰遺跡 (古墳時代編)』 都城市文化財調査報告書第61集

都城市教育委員会 2004『馬渡遺跡』都城市文化財調査報告書 第62集

都城市教育委員会 2004『築池遺跡 (1～4)・ 十二東第 2遺跡 (第 2次 )』

都城市文化財調査報告書 第67集

都城市教育委員会 2004賭Б城島津家領の唐人町周辺の遺跡

―柳川原 (405次 )・ 中町 (4次)0天神 (1030405次 )』

都城市文化財調査報告書 第65集

都城市教育委員会 2004『木ノ前遺跡』都城市文化財調査報告書 第63集

新名一仁 2004「北郷氏の由緒に関する基礎的考察

一島津庄日向方北郷の拝領・都城築城の時期をめく
゛
って一」

(『宮崎県地域史研究』 17)

山下真- 2004「中近世移行期の島津氏権力編成と北郷氏」 (『立正史学』95)

鹿児島県『鹿児島県史料 (旧記雑録)』
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1 高田遺跡

3 向原遺跡

5 池ノ友遺跡

7 白山原遺跡

9 視吉第2遺跡

11都城跡

13黒土遺跡

15横尾原遺跡

17都城島津家領主館跡

19正坂原遺跡

21久玉遺跡

2 上ノ園第2遺跡

4 年見川遺跡

6 牟田ノ上遺跡

8 祝吉第1遺跡

10本 ノ前遺跡

12大岩田村ノ前遺跡

14大岩圏上村遺跡

16天ヶ渕遺跡

18中央東部地区遺跡群

20松原地区遺跡

範 舞 桑
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第 1図 遺跡位置図
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第 3図 調査区域図及び試掘 トレンチ配置図
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数字はトレンチ番号
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1

(9ト レンチ 南壁)

一

(5ト レンチ 西壁〉

(20ト レンチ 北壁)

(30ト レンチ 西壁 )

(35ト レンチ 西壁〉

(6ト レンチ 東壁)

(28ト レンチ 西壁 )
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(7ト レンチ 西壁 )

(33ト レンチ 西壁〉

(41ト レンチ 西壁〉

「

1灰オリープ色砂質シル ト層 2白 色軽石をまんべんなく含む明褐灰色砂質シル ト層 2′ 鉄分が沈着して赤 fヒ した2

3白 色軽石・黄白色軽石を多量に含む暗灰褐色シル ト層 4文 明降下軽石層 (桜島起源 .15世 紀後半頃噴出)

4′ 赤みがかった文明軽石層 5文 明降下軽石層に伴う粗粒火山灰プロック 6赤 色沈着物が所々にみとめられる
黒褐色弱粘質シル ト層 7暗 黄灰色砂質シル ト層 8黄 白色軽石をまば らに含む明黄灰色砂質シル ト層
9明 灰色砂質シル ト層 10明灰黒色砂質シル ト層 11暗灰色砂質シル ト層 12明灰白色砂質シル ト層
13暗灰色砂質土層 14小 礫をわずかに含む黄色砂質土層 15軽 石をわずかに含む青灰色砂質土層
16明 青灰色砂質土層 17灰 色砂質シル トをまんべんなく含む黒褐色弱粘質シル ト層 18黄灰色砂質土層
19暗黄灰色粘質シル ト層 20き めの細かい暗黄灰色砂質シル ト層 21暗 黄灰色砂質シル トプロックを多量に含む
黒褐色弱粘質シル ト層 22暗黄灰色砂質シル トをまば らに含む黒褐色弱粘質シル ト層 23黄 白色軽石・礫を多量に
含む橙色シル ト層 24暗 黒灰色シル ト層 25暗 黒灰色粘質シル ト層 26緑灰色粘質シル ト層 27暗緑灰色粘質シ
ル ト層 28暗 青灰色砂質シル ト層 29緑 灰色砂質シル ト層 30粒子の粗い軽石を含む明褐灰色砂質シル ト層
31黒灰色シル ト層 32礫 ・粒子の粗い軽石を多量に含む褐色砂質シル ト層 33明 黒褐色砂質シル ト層
34黒灰色砂質シル ト層 35黒 灰色粘質シル ト層 36白 色・黄白色軽石を多量に、黒褐色弱粘質土・暗灰色シル ト
ブロックをまんべんなく含む暗灰褐色シル ト層 37明 黄灰色砂質シル ト層 38暗 黄灰色砂質シル トプロック・白色
軽石をまんべんなく含む明褐灰色砂質シル ト層 39黄 白色軽石を含む明灰色砂質シル ト層 40黄 白色軽石を多量
に含む明灰色砂質シル ト層 41黄 白色軽石を含む暗緑灰色砂質シル ト層 42黄 白色軽石を多量に含む暗緑灰色砂質
シル ト層 43暗 灰褐色シル トを多量に含む文明軽石プロック 44植 物遺体を多量に含む明黒褐色弱粘質シル ト層
45文明軽石を多量に含む黒褐色iS粘質シル ト層 46赤 色沈着物を多量に含む暗黄灰色砂質シル ト層

(3ト レンチ 西壁 ) (4ト レンチ 西壁〉

(8ト レンチ Jヒ壁)

(10ト レンチ 西壁 ) (12ト レンチ 西壁〉

(13ト レンチ 西壁〉 (15ト レンチ 東壁〉 (16ト レンチ 東壁) (17ト レンチ 東壁〉

(14ト レンチ 北壁) (18ト レンチ 東壁)

(19ト レンチ 南壁) (21ト レンチ 東壁〉 (22ト レンチ 西壁〉

(25ト レンチ 北壁〉

(27ト レンチ 西壁 ) (29ト レンチ 東壁〉

(34ト レンチ 南壁〉

(36ト レンチ 西壁 ) (37ト レンチ 西壁〉

(44ト レンチ 南壁)

47明灰黒色弱粘質シル ト層 48暗 灰黒色弱粘質シル ト層

第 4図 試掘 トレンチ断面図 (1)

(45ト レンチ 西壁 )

一

(46ト レンチ 西壁〉

(38ト レンチ 面壁)

(39ト レンチ 西壁 ) (42ト レンチ Jヒ壁〉 (43ト レンチ 西壁 )

(47ト レンチ 西壁 )

(48ト レンチ 西壁 )
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(49ト レンチ 西壁 )
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(50ト レンチ 南壁) (51ト レンチ 西壁〉 (52ト レンチ 西壁 )

(64ト レンチ 西壁 )
(65ト レンチ 西壁 )

鬱 屏
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(66ト レンチ 北壁〉

(60ト レンチ 南壁)

旺 ―――
l

(85ト レンチ 東壁〉~「

墓裏手墓弩琵「墓要
=「

53赤色沈着物をまんべんなく含む

青灰色砂質シル ト層
54赤色沈着物をまんべんなく含む

青灰色弱粘質シル ト層
54′ 赤色沈着物をまんべんなく含む

暗青灰色弱粘質シル ト層
55赤色沈着物をまば らに含む青白色弱粘質シル ト層

２３

Ｊ

に

(82ト レンチ 北壁)

(83ト レンチ 西壁)

49黒色弱粘質シル ト層
50黒 褐色弱粘質シル トプロックをまば らに含む

暗灰黒色弱粘質シル ト層
51砂粒プロック・炭化粒をまば らに含む

灰黒色砂質シル ト層
52暗黄灰色砂質土層

56黄白色軽石粒をわずかに含む明黄褐色砂質土層
56′ 青白色弱粘質シル トプロックを含む56
57黄自色軽石粒を多量に含む黄褐色弱粘質土プロック

58小礫を多量に含む暗黄橙色砂質土層
59暗黄褐色砂質土層
60小礫をまば らに含む暗黄橙色砂質土層
61暗褐色砂質土層
62黄白色軽石粒を多量に含む暗褐色砂質土層
63暗黄灰色弱粘質シル ト層

::書鯰 織 チ/《 争曾躁
j緞

晟 鶉 土層
663・ 4・ 6の混土層
67砂粒プロックを所々に含む 6
68暗灰白色弱粘質シル ト層
69明灰黄色35粘質シル ト層
70自 色砂質シル ト (二次シラス)を含む69
71黄白色軽石粒をわずかに含む暗灰色砂質土層
72暗灰黒色砂質シル トプロックをまば らに含む47
736プ ロックをわずかに含む明黄灰色砂質シル ト層

74ラ ミナ状の砂粒ブロックを含む73
7573プロックを含む 7

76砂粒プロックを含む 10
77白 色軽石をまば らに含む明灰褐色砂質シル ト層

78黄白色軽石をわずかに含む暗灰黒色砂質シル ト層

::稀鮮難y禁鶏驚鍬釉影D
81砂礫層
82赤色沈着物をまばらに含む暗褐色砂質土層

:見 喜自言鍾薯窪菫憾え垢象営曇想晨翼増昼あ瞥上層
85小礫をわずかに含む青灰色砂質土層
86上部牛 ノ掲∬火山灰層
87下部牛ノ腫火山灰層
88白 色砂質シル ト層

(二次堆積の始良丹沢火山灰層=シ ラス層)

第 5図 試掘 トレンチ断面図 (2)
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Ⅲ 調査の記録

1 試掘調査の概要

対象地61,736」のうち発掘の承諾を得た44,867ゴ に対して、2m× 2mの トレンチを85ヶ 所設定して調

査を実施した。期間は平成13年 11月 27日 から同年12月 12日 である。

その結果、対象地ほぼ全てに桜島より文明年間に噴出したとされる軽石層 (通称白ボラ)にパックされ

た水田跡を確認したほか、古代 (平安か ?)や弥生中期から古墳前期頃の集落跡 (一部の時期には水田を

伴う可能性あり)、 弥生前期に遡及する可能性が高い水田跡が検出された。

文明年間 (15世紀代)噴出軽石層でパックされた水田跡からは、人間や牛馬の足跡が確認されている。

各 トレンチからは、さほど磨耗していない古代と考えられる遺物片が散見され、当該地に隣接する上ノ園

第 2遺跡 (平成5年度調査)で確認されている平安期集落跡との関連性が窺える。地表面からの深度は約

30～35cmで ある。また、試掘調査で最も多く確認したのが弥生中期～古墳前期頃の集落跡である。特に

店舗予定地付近には密集しており、溝や住居跡、柱穴と推定される遺構も見つかつたことから、かなりの

高密度で遺跡が残存していると予想された。また、対象地南側では発見事例の少ない木製品も出土が認め

られ、集落と水田が同時に見つかる可能性も想定された。地表面からの深度は約40～60cmで ある。以上

のデータをもとに発掘調査を行つた。

2 発掘調査の概要

発掘調査は店舗建設部分の8,801ゴ について実施した。南北に水路が敷設されていたことから、便宜上

調査区を3つに分け (第 2図)AOB・ C区 とした。

試掘調査において確認された遺物包含層は、調査区内に断片的に堆積をみせる文明年間噴出とされる桜

島起源軽石層 (通称白ボラ :Ⅲ層)以下にあるため、調査は、まずⅢ層直上まで重機による表土剥ぎを行

い、以下を手作業で掘り下げていき、Ⅲ層 :文明軽石層直下で中世水田跡を、Ⅵ・Ⅶ層直上で弥生の集落

跡を検出した。

3 遺跡の層序

昭和40年代とされる該地耕地整理のため若干の撹乱がみえたが、遺跡の所在するⅢ層以下の状況は比

較的良好であつたといえる。Ⅲ層は15世紀後半頃に噴火した桜島より降下したとみられる灰白色軽石層

(通称白ボラ)である。Ⅳ層黒褐色系土で、V層はそれに炭が混在する層であり、この両層 (主にV)が

遺物包含層である。以下、市内遺跡においては、通常霧島山系御池より噴出した火山灰 (通称黄ボラ)、

鬼界カルデラより噴出した火山灰 (通称アカ

ホヤ)の堆積が確認されるが、本遺跡では明

確に確認されていない。よって検出面はⅥ

層・Ⅶ層の灰褐色系土層となった。遺構は、

Ⅱ層直下で水田跡、Ⅵ・Ⅶ層直上で弥生期集

落を検出した。

I層 :表土 Ⅱ層 :灰褐色砂質土層

Ⅲ層 :白色軽石層 (文明期桜島噴出 :白 ボラ)

Ⅳ層 :黒褐色弱粘質土層

V層 :炭混暗褐色弱粘質土層

Ⅵ層 :灰褐色弱粘質土層

Ⅶ層 :灰褐色粘質土層

Ⅷ層 :灰褐色砂質土層

０

　
　
　
　
　

　
　
　
　

‐ｍ

Ｆ

□

日

Ц

Ｌ
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第 6図 基本土層写真及び土層柱状図
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4 調査の成果

《調査の経緯》

調査は上から、中世水田跡、弥生集落跡と重複していたこともあって、中世水田を検出し、遺構図作成

ののち、弥生集落跡の調査に着手した。包含層掘り下げは重機 0人力にて行い、以下、遺構検出、遺構の

調査については、全て手作業で行った。地表面からの土層観察のために畦を設けたことから、調査区が大

きく 3つ に分かれたため、便宜上、A・ Bec区 としている。また、遺構の走行確認としてA区の東西に

トレンチを設定したため、これも便宜上 トレンチNo.を付している。

まず、中世水田跡確認のため、Ⅲ層直上までを重機にて剥ぎ、 F「
II層 が堆積している状態で水田の形状確

認を行った。そしてC地区のみⅢ層を除去して水田面を確認した。その後、空中写真撮影と空中図化作業

を行い、水田調査を終了した。水田面は全部で36面検出した。水田面の凹凸は激しく、横市地区遺跡群

で調査されている中世水田と同様の状態にあるといってよい。

続いてⅣ層以下を人力にて掘 り下げ、弥生遺構検出を行った。ここでは溝状遺構 13条、掘立柱建物 2

棟、竪穴住居跡17軒、上坑70基余 り、柱穴群多数を確認している。溝や住居跡からは比較的大破片の弥

生土器や鋤 0鍬などの木製品が出土した。

《遺構》

【竪穴住居】

1号竪穴住居跡 (SA01:第 12・ 13図 )

SA01は 調査区 B、 グリッドB― I一 deB_Ⅱ ― c・ B― V― bOB― Ⅵ一aにかけて確認した。

方形に近いプランだが、南側は若干間仕切 り気味である。N― S5。 lm、 E― W6.5mを測る。検出面からの

最深度は約20cm。 柱穴は4穴かと思われるが、各々が浅い。

住居内から出土した遣物を第 13図 に掲げた。 1は石製品である。青色でビーズ製と思われる。 2は甕

の口縁部である。 3は 口唇部。 4は胴部。 5は底部。 607は擦石か。

2号竪穴住居跡 (SA02:第 14・ 15図 )

SA02は 調査区 B、 グリッドB―Ⅵ― c～ d区で検出した。方形状を塁 している。N― S4.7m、

E― W4.7mを測る。柱穴は4穴確認できた。検出面からの深度は50cmほ どである。

第 15図 に遺物を示した。 8は甕口縁部である。日径22.4cm。 9は胴部。突帯を付す。胎土にキンウン

モを含む。10は甕の底部か。底径6.8cmを測る。

3号竪穴住居跡 (SA03:第 16～ 18図 )

A一Ⅷ―a～c区に位置する。西側が区画整理時の造成によってか破壊を受けていた。N―S6.6mを 測る

不定形の住居跡である。検出面からの深度は約30cm。 主柱穴は4穴確認できる。中央に上坑がある。床

面では甕を倒れたような形で確認した。

第 17・ 18図 が出土遺物である。11は甕の回縁部。胎土キンウンモを含む。12は庭径6.6cmを 測る底部

である。やはり胎上にはキンウンモがみられる。13は甕底部で、胎土にはやはリキンウンモを含む。底

径は7.4cm。 外器面にはハケロがみられる。14も キンウンモを含む甕の底部。底径は6.9cm。 15は胴部

である。胎上にキンウンモを含む。 16は甕の口縁部である。日唇部に2条の刻目をもつ。17は 中央土坑

か ら出上 している。甕の口縁部で、 国唇部に 2条 の刻目がある。 18は甕の回縁～胴部である。日径は

26。 7～ 27.9cmで、歪みがある。胎土にキンウンモを含む。外器面にはわずかにミガキがみられる。19は

甕口縁部。日径24.6cmを測る。胎土にキンウンモあり。20は甕の口縁部である。胎土にキンウンモを含

み、国径29。4cmを測る。21は 口径3 1cmを 測る、甕の回縁部である。日唇部に2条の刻目がある。22
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も回径3 1cmを 測る、甕の回縁部で、日唇部に 2条の刻目がある。23は甕の口縁部で、日唇部に刻目があ

る。日径は27cmを測る。24は口縁部で、亥J圏 突帯をもつ。口径は20.9cm。 25は甕の国縁部で、日径は

28cm。 外器面は磨耗が甚だしい。26は 日径23.6cmの 甕回縁部である。27は甕の口縁～胴部である。日

径は29.5cm。 突帯をもち、外器面にはススが付着している。 SC05出 土遺物が接合している。28は甕

の口縁部。外器面にススあり。日径は25,4cmを測る。29は甕の口縁部で、日径23.8cm。 30は甕自縁部。

口径 25。 4cm。 31は甕の口縁部。 国径 25。 2cmを測る。32は甕の口縁部。33は甕の口縁部で、日径が

21.2cm。 34は甕。日径26cm、 底径 5。8cm、 器高30.5cmを測る。35は甕の底部。底径は7.3cm。 36も甕

底部。7.7cmの 底径である。37は底径6.4cmを 測る甕の底部である。38も甕底部で、底径は 7cm。 39も

甕底部で6.4cmの底径。40も 甕底部。底径6.2cmを測る。41は壺の口縁部である。口径は28.6cm。 胎土

は自っぽい。42は壺の肩部に相当するか。43は壺の底部か。底径は7.9cm。 44は壺の底部か。底径 9cm。

45は底径7.6cmの 壷底部。

4号竪穴住居跡 (SA04:第 19～ 21図 )

A― Ⅸ―d区 に位置する。南側半分は調査区外であった。 E― W4.2mを 測る。検出面からの深度は約

20cmo S D 0 4と 切 りあっているが、 SA04→ SD04の 時期差がある。

出土遺物は第20・ 21図のとお りである。46は甕の口縁部。日径25cmで、キンウンモを胎土に含む。

47は甕の口縁部で、突帯をもつ。日径は25cmで、胎上にキンウンモあり。48は 回径28.6cmを測る甕の

日縁部。突帯がある。49も 突帯をもつ甕の日縁部である。日径は20。 3cmを測る。50051は甕の口縁部。

52・ 53・ 55は胎土にキンウンモを含む甕底部。日径は52が 7.2cm、 53が 7.8cm、 55が 7.8cmで ある。

54は口径7.4cmを測る甕底部。57～ 68は甕の口縁部。57・ 58は刻目突帯を伴い、58の 口径は17.4cmを

測る。59は内外ともに磨耗しており、25cmの 口径。60は 口径が25.8cm。 61は亥J目 突帯をもち、外器面

は磨耗している。日径は41.2cm。 62の 口径は22.3cm。 63は23.6cmの 日径がある。64は大甕の口縁部。

＼
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突帯をもつ。67は胎上にキンウンモを含む。69は把手状のもの。70は 口径24.2cmを 測る壺の口縁部。

71は蓋か。口径21cmを測る。外器面にはミガキがみられる。72は甕の底部。底径8cm。 73は壷の底部

か。底径8.6cmで、内器面は磨耗している。74は甕の底部か。底径7.2cmで、外器面にはハケメもみられ

る。75は底径 8cmの壺底部か。76の底部は径7.2cmで 、胎土にキンウンモを含む。77の底部は径 8cm。

78は磨製石鏃。

5号竪穴住居跡 (SA05:第 22・ 23図 )

SA05は B一 畑 一c～ d区、調査区壁際にあり、南側半分は確認できていない。 E― W6.2mを測 り、

検出面からの深度は約20cm。 形状は不定で、花弁状のようにもみえる。主柱穴は明確ではない。

79は甕の口縁部。日径11.4cmを測る。80は瀬戸内系凹線文壺の口縁部。口径は10.3cm。 81は甕底部

で、 5。3cmの底径。

6号堅穴住居跡 (SA06:第 24・ 25図 )

SA06は B一 Ⅸ―a区にある。N― S3.7m、 E― W2.8mの 小型住居である。方形状を呈し、検出面

からの深度は20cm弱である。中央を現代の排水溝によって破壊されている。

82～86は甕の口縁部である。全ての胎土にキンウンモが含まれる。87は甕の底部か。底径 6cmを投1

り、胎土にはキンウンモが含まれる。88は胴部片である。胎上にキンウンモを含み、突帯を有する。89

は甕の口縁～胴部。外器面にはハケメがみられ、日径は26.8cmを測る。胎土にキンウンモあり。90～94

は甕口縁部。90092は胎土にキンウンモを含む。日径は90が 20。 8cm、 93が19.2cmである。95は壺の回

縁部である。日径は18.2cmを測る。96は壺肩部。97は壺頸部。98は甕底部。底径7.2cm。 99は壺底部

か。底径7.2cm。

7号竪穴住居跡 (SA07:第 26～ 28図 )

SA07は B一 V― c区で検出した。N一 S4.36m、 E― W3.12mを測る、方形の住居で、 S A06と lH‐l

様にやや小型のものである。中央部分を排水路によって破壊を受けているが、残存状態は良好といつてよ

い。

第27028図 に出土遺物を掲載した。100～ 105、 1070108は 甕の回縁部である。1000105は 胎上に

キンウンモを含む。回径は107が 20cm、 108が 24.8cmを測る。106は 口縁部。109は甕の口縁～胴部。日

径は30.2cmを 測る。110は胴部。突帯をもつ。111は壺の頸部。112～ 1140116は甕底部。底径は112が

7.5cm、 113が 5 cm、 114が 8.8cm、 116が 6.2cmを 測る。115は底部で、 8 cmの底径。117の底部は、底径

8。 lcmで、胎土にキンウンモを含む。118は擦石。119は壷の回縁～胴部。日径 18。6cmを沢1り 、突帯をもつ。

120は壺の胴部。突帯を有する。121は壺口縁部。胎土にはキンウンモあり。122は敲石。123は擦石。

8号竪穴住居跡 (SA08:第 29～ 31図 )

SA08は 、 B一 V一aOc区で確認した。N― S3.5m、 E一 W4。9mを測る楕円状の住居である。検出

面からの深度は20cm。 主柱穴は不明瞭である。

出上遺物は第30031図 124～ 155で ある。 124～ 127は胎上にキンウンモを含む甕の口縁部である。

124は 口径35。2cmである。128は胴部。突帯をもち、胎土にはキンウンモが含まれる。129は底部。底径

は6.8cmで、胎土にはキンウンモがみられる。 130は甕の底部。胎土にキンウンモあり。 日径は7.7cm。

131～ 136は甕の口縁部。1320134は胎土にキンウンモを含む。134は大甕か。136はススが付着してい

る。1370138は 壺の回縁部。139は甕口縁部。 140～ 144は甕底部。底径は140が 6.5cm、 141が 8.4cm、

142が 6 cm、 143が 7.5cm、 144が 6 cm。 143は胎土にキンウンモが含まれる。145の底部は8.2cmの 径。

146は敲石か。 147～ 153は甕口縁部。 日径は147が 32.4cm、 148が 28cm、 149が 24cm、 150が

-23-
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22.6cm、 151が 27.8cm、 152が 27.4cm、 153が26.8cmで ある。 148の 胎上にはキンウンモがある。

1520153が ともに突帯をもつ。154は壺。胴部から底部近くにかけての部位である。胴部のもっとも張

り出したあたりかと思われるが、そこに突帯を施し、その下には丸状の突起を貼付している。外器面には

ミガキが施され、内器面にはハケメがみられる。155は石器か。

9号竪穴住居跡 (SA09:第 32333図 )

SA09は 、南側が調査区外。 B一 Ⅸ一d区 にある。検出面から床面までの比高差は20cm弱を沢1る 。

住居の 1辺は6.7m。 主柱穴は確認できていない。方形状を塁すると思われる。中央部分では浅い土坑が

確認された。

第33図 162～ 171が出土遺物である6162・ 163は甕の回縁～胴部。 日径は162が 18.2cm、 163が

21.6cm。 162には外器面にススの付着がみられる。1640165は甕の日縁部。166は 回縁部。167は高杯

の底部か。168は甕の胴部。突帯あり。169の胴部は刻目突帯をもつ。1700171は底部。170は甕。171

は胎土にキンウンモあり。底径は170が 8.2cm、 171が6.5cmを 測る。

10号竪穴住居跡 (S A10:第 34035図 )

S A10は A一 V一 do A一 Ⅷ―b区で検出した。不定の方形状を塁し、N一 S5。 2m、 E― W5,lmを測

る。主柱穴は明確でない。 3穴か。検出面から床面までの比高差は30cmtt。

出土遺物は第35図 172～ 181に示した。172～ 176は甕の回縁部である。日径は172が 35。4cm、 173が

27cm、 174が 18.6cm、 175が 33。 7cmを測る。172に は突帯がある。175は胎土にキンウンモを含み、突

帯がある。日唇部の突帯が剥落 している。1770178は 口縁部。1790180は甕の底部。底径は179が

8。2cm、  180が 7.6cm。  181はだヽ音5。  径は6.4cm。

11号竪穴住居跡 (S All:第 36・ 37図 )

S Allは A一Ⅷ一b～de A― Ⅸ―aOc区で検出した。N一 S約 8.5m、 E一 W9.8mを測る、本調査区

域内最大の住居跡である。検出面から床面までの比高差は50cmほ どとやや深い。主柱穴は4穴か。楕円

状のプラン。中央部分には土坑がある。

0         10cm

第21図  SA04内 出土遺物実測図 (2)
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出土遺物は第37図 182～ 210で ある。182～ 185は胎上にキンウンモを含む甕の日縁部である。185は

突帯をもつ。186は 口縁部。187は甕口縁部。188は高杯の底部か。189は甕口縁部。190は甕の回縁～

胴部。口径29cmを測る。1910193は壷の口縁部。194は壺の回縁部。三叉状の日縁で、径は24.6cmを

測る。刻目突帯をもつ。195は壺頸部か。突帯あり。196は突帯をもつ壺頸部。197は突帯のある壺胴部。

198は高杯脚部か。199は高不底部か。200は胎上にキンウンモを含む底部。201～203は甕底部。201は

外器面にハケメあり。底径は201が 6。8cm、 202が 6.5cm、 203が 4.5cm。 204～ 206は底部。径は2040

205がともに6cm、 206が7.2cmを測る。207～ 210は石製 rirl。 207に は擦痕がみられる。2080209は

石包丁片。

12号竪穴住居跡 (S A12:第 38～40図 )

S A12は S Allの 面隣、A一Ⅷ―aCc区で確認した。N一 S6.2m、 E― W6.3mを測 り、楕円形状を

呈する。主柱穴は4穴 と思われる。検出面から床面までの比高差は約40cmと 比較的深い。中央部分に土

坑があった。

出土遺物は第39040図 の211～243で ある。211～213は壷の口縁部である。回径は211が 29.8cm、

212が 18cm、 213が 18.6cmを測る。214は壺頸部。刻目突帯をもち、外器面にはススが付着する。215

は突帯をもつ壺の胴部。2160217は壺の底部か。双方 ともに胎上にキンウンモを含む。径は216が

4.7cm、 217が 4.2cm。 217～ 226は甕の口縁部である。227・ 230は 口縁部。228は甕の口縁部か。刻圏

突帯がある。229は甕口縁部。突帯あり。231の胴部は刻曰突帯をもち、外器面にススが付着している。

232は ミニチュア土器。233は擦石か。234は甕。口径28.6～ 33cm、 底径 11.7cm、 器高31.8～ 32.2cmを

測る。235は甕の口縁～胴部。胎土にキンウンモを含む。日径は22.9～ 26.7cm。 236の 甕口縁部は回径

26.4cm。  237～ 243は甕底部。 径は237が 6。 7cm、 238が 7.2cm、  239が 6.8cm、  240が 6.lcm、  241が
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SA07内 出土遺物実測図 (2第28図

7.6cm、 242が 6。4cm、 243が 5cmを測る。23802390243は 胎土にキンウンモを含む。

14号竪穴住居跡 (S A14:第 41図 )

S A14は A― V一 ced区、 S Allの北側にある。N一 S2.7m、 E― W4。2mを測る、方形プランの住

居跡である。検出面から床面までの比高差は25cm弱を測る。 S A06007と同様にやや小型の部類か。

15号竪穴住居跡 (S A15:第 41図 )

S A15は、A調査区の東側に、南北に細長く設定した大型 トレンチ (3ト レンチ)の南側で確認した。

西側半分は調査区外。 1辺 3.24m。 検出面から床面までの比高差は25cmほ ど。

16号竪穴住居跡 (S A16:第 41口 42図 )

S A16は、 C一 I― aeb区、北壁際で確認した。大部分は調査区外。 E―W4mか。検出面から床面ま

での比高差は約30cm。

出土遺物を第42図に掲げた。244～ 246は胎土にキンウンモを含む甕回縁部。突帯を有する。244の 口

径は29。 9cm。 2470248は 甕底部。ともに胎土にキンウンモあり。径は247が 6.8cm、 248が 6。7cmであ
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第31図  SA08内 出土遺物実測図 (2)
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第37図 SAll内 出土遺物実測図

る。249は壷口縁部。胎土にはキンウンモがみられ、口唇部には据歯文が施されている。250は甕口縁部。

251は大甕の胴部か。突帯がつく。252は甕の口縁～胴部である。口径46.8cm。 2530254は 底部。径は

253が 7cm、 254が 1lcm。 255は壷の口縁部。日径23cmを測る。256は壷頸部。257は壺胴部。258の

底部は底径 10.4cm。  259は敲石か。

17号竪穴住居跡 (S A17:第 43・ 44図 )

S A17は B区の西端、 B― V一 cef、 B一 Ⅸ一aCe区 に位置する。大部分は調査区外。N一 S9.6mを

測る。主柱穴ははっきりしない。検出面から床面までの比高差は45cmほ どある。

出土遺物を第44図 に示した。260は底部。261は突帯をもつ壺の肩部。262は胴部か。突帯あり。263

は壺の頸部であり、波状文がみられる。264は石鏃。

18号竪穴住居跡 (S A18:第 45口 46図 )

S A18は A― V一 d、 A一Ⅵ一c区、 S Allの 北側にある。N一 S6.5m、 E一 W4.3mの 不定方形 (花

弁か)状を塁し、検 lL■l面から床面までの比高差は20cmを測る。主柱穴は 2か 3かはっきりしない。中央

部分を排水溝が破壊している。

265は蓋である。胎土にはキンウンモが含まれる。日径は19.4cmを 測る。266は底部。底径は5,7cm。
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第40図  SA12内 出土遺物実測図 (2)

【掘立柱建物】

1号掘立柱建物 (SB01:第 47図 )

SB01は A一Ⅷ一aeb区で検出した。 SA03・ S Allの 上に立地している。南北 2間、東西 3間

の総柱状で、柱間隔は2.58m。 柱穴の径は50cmで、検出面からの深さは40cmほ どである。

躙v

2号掘立柱建物 (SB02:第 47図 )

SB02は B一 測 一a区で検出した。柱穴の径20cm、

4間以上 (南側部分は後世の破壊によって明確ではない)

われる柱穴が確認された。

241

0          10cm

深さ30cmと大きくはないが、東西 3間、南北

と思われる。柱FF5は lm。 北側には棟持柱と思

【土坑】

1号土坑 (SC01:第 48・ 49図 )

SC01は B― V― b区で検出した。方向軸はS70° Eで、長径1.73m、 短径1.06mを測る。検出面か

ら床面までの最大深度は 5cmと浅い。楕円状を呈する。埋土は炭をわずかに含む暗褐色系上である。

第49図 267～ 270が 出土遺物である。267は甕の口縁～胴部である。日唇部はL字状を呈し、日唇はや

や先細りする。 3条の突帯をもつ。突帯下にはハケメがみられ、ススが付着している。日径は27.6cmで

ある。268は胴部。 2条の突帯あり。269は壺口縁部。日径28.5cmを測る。270は壺の頸部。外器面には

ハケメがわずかにみられる。屈曲部には 2条の刻目突帯を有する。

2号土坑 (SC02:第 48・ 51図 )

SC02は B一 I一 b区で検出した。方向軸はN10° Wで、長径 1.78m、 短径 1.25mを測る。不定形で

あり、検出面か ら床面までの最大深度は12cmで ある。
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第41図  SA14・ 15・ 16実測図
0           2m

第51図 271～ 283が出土遺物である。271～ 277は甕口縁部。272は 口径28。 9cmを測 り、胎土にキンウ

ンモを含む。275は 3条の突帯がある。日縁部はやや内傾し、日唇部突帯はやや先細 り

する。276の 口径は26.8cm。 これも口縁部がやや内傾する。278は壺の回縁部か。剥落が多い。279は壷

の口縁部。日唇部は垂れ下がる。胎上にはキンウンモを含む。280は甕口縁部。281は刻目突帯部。282

は甕の口縁部で、胎土にキンウンモあり。283は甕底部。底径8.8cmを測 り、胎上にキンウンモを含む。

中実脚台。

3号土坑 (SC03:第 48“ 51図 )

SC03は B― Ⅱ一bOd区で検出した。方向軸はN5° Wで、長径3.36m、 短径1.92mと やや大きめで
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第43図  SA17実 測図
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第44図  SA17内 出土遺物実測図

ある。検出面から床面までの最大深度は55cmと深い。方円状を呈する。西側は段状になっており、テラ

スが形成されている。下部の埋土には灰自色の粘土質の層がみられた。

第51図 284～295が 出土遺物である。2840285は甕口縁部。ともに胎土にキンウンモがみられる。

286は高杯底部か。底径24.8cm。 胎土中にキンウンモあり。287は甕口縁部。288は甕。289は甕口縁部。

2900291は甕底部か。292は甕口縁部。回径32cm。 胎土にキンウンモを含み、 3条の突帯がつく。日

縁部はやや内傾し、日唇端部は肥厚している。293は壷口縁～頸部。日径は21cm。 口唇部はやや垂れ下

がる。外器面にはハケメがみられる。294は底径6.6cmの 底部。295は甕の胴～底部。

4号土坑 (SC04:第 50餞 51図 )

SC04は B― Ⅱ―b区で検出した。方向軸は S70° Wで、長径 1.91m、 短径 ll‐ l■ を測る。検出面から

床面までの最大深度は12cm。 方門状である。

出土遺物は第51図 296～ 299で ある。296～ 298は甕底部か。2960297は 胎土中にキンウンモを含む。

径は296が 7cm、 297が 4.8cm、 298が 6.6cm。 299は甕の回縁部。

5号土坑 (SC05:第 50口 51図 )

SC05は A―Ⅶ一b区で検出した。方向軸はN50° Eで、長径2.07m、 短径1.5mを 測る。楕円状で、

検出面から床面までの最大深度はわずか6cmと 浅いが、遺物の出土状態は良好であつた。

第51図 300～305が 出土遺物である。300は甕口縁部。日唇部直下の突帯には刻目があり、日唇端部に

も同様に刻目がある。日径29。 lcmを測る。胎土中にキンウンモを含む。301は壷口縁部。日唇部に刻目

がある。302は甕底部。径は 8cm。 303は甕である。日径29。 lcm、 底径7.4cm、 器高28.9～ 29。 9cmを測

る。全体的に歪みがある。日唇部の突帯はL字状だが小さく、ややダンゴ状を塁する。304は甕口縁部。

日径24.3cm。 日縁部はわずかに内傾している。日唇部の突帯はやや肥厚する。 3条の突帯あり。305は

甕。日径26.9cm、 底径7.8cm、 33.5～ 34.3cm。 口縁部がやや内傾し、胴部が張り出す。口唇部突帯はや

や小さめである。器壁は比較的薄い。接合のためか、穿孔が 2穴ある。

４
２６ し`3漿4婉2M滞

10cm
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第46図  SA18内 出土遺物実測図

6号土坑 (SC06:第 50・ 52図 )

SC06は B― Ⅱ一d区で検出した。方向軸はN5° Wで、長径2.57m、 短径1.41mを 測る。不定形で

あるが、検出面から床面までの最大深度は31cmと 比較的深めである。

第52図 306～ 317が 出土遺物である。3060307は胎土中にキンウンモを含む甕の口縁部である。308

は壺の口縁部で、胎土にキンウンモあり。3090310は 甕底部。ともに胎土中にキンウンモあり。底径は

309が6.8cm、 310が 7cmを測る。3110313は 底部。312は 口縁部と思われる。31403150317は甕口

縁部。314は 断面M字状を呈する。外器面にはススがみられる。315は突帯をもつ。317は日唇部と口唇

直下の突帯に刻目がある。下城式系か。日径は26.lcm。 316は壺口縁部。日唇部は垂れ下がつている。

7号土坑 (SC07:第 50・ 52図 )

SC07は B一 Ⅱ一c区で検出した。方向軸は S85° Eで、長径1.2m、 短径0。77mを測る。検出面から

床面までの最大深度は15cm。 楕円形状を呈する。

第52図 に出土遺物を示した。3180319は甕の口縁部。ともに胎土中にキンウンモを含む。320は壷口

縁部。日唇部は垂れ下がる。

ｌ
④

◎
/
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8号土坑 (SC08:第 50・ 52図 )

SC08は A一Ⅷ一 c、 B一 Ⅱ一a区で検出した。方向軸はN10° Eで、長径1.64m、 短径1.lmを測る。

検出面から床面までの最大深度は69cmと 、本遺跡では非常に深い。楕円形状である。

第52図 321～ 330が出土遺物である。321は壺。胎土中にキンウンモを含む。3220323は甕口縁部。

322は 3条の突帯をもつ。日唇部は先細る。日径は28.2cm。 323の 口径は30。 9cm。 口唇端部の突帯は肥

厚したままである。日唇上面は指押さえの影響で、やや窪みかかっている。3240325は甕口縁～胴部。

ともに口縁下に刻目突帯があり、突帯下にはススが付着している。下城式系か。326は胎土にキンウンモ

を含む甕口縁部。3270328は甕底部。底径は327が 6。4cm、 328が 9cm。 329は把手部分。330は壺の口

縁～胴部。日径は23cmを測る。日唇部は垂れ下がり、頸部には2条の刻目突帯がある。肩部には2条、胴

部には 3条の突帯もある。

9号土坑 (SC09:第 50図 )

SC09は B― Ⅱ一a区、A区南壁際で検出した。南側半分は調査区外である。検出面から床面までの

最大深度は約30cm。

10号土坑 (S C10:第 50・ 52図 )

S C10は A一Ⅷ一c区で検出した。方向軸は S65° Wで、長径 1.85m、 短径0。91mを沢1り 、方門状を呈

する。検 lTI面から床面までの最大深度は27cmほ どである。埋土は炭をわずかに含む暗灰褐色粘質土。

出土遺物は第52図 331～ 334に 示した。331は口縁下に突帯のある甕回縁部。332は刻目突帯をもつ。

3330334は甕の回縁～胴部。ともに胎土中にキンウンモを含む。国径は333が32cm、 334が 33.3cm。

333は、 3条の突帯をもち、内器面には指頭痕がある。日縁形態はL字状を呈し、自唇の突帯は肥厚して

いる。334は、日縁がわずかに内傾し、胴部はあまり張 り出さない。 3条の突帯があり、日唇の突帯はや

や肥厚している。

11号土坑 (S Cll:第 53図 )

S Cllは B― I一 b区で検出した。 B区北壁際にあり、南側半分は不明である。不定形であり、検出面

から床面までの最大深度は20cmほ どである。

121号土坊i(SC12::第 53・ 54図 )

S C12は B一 V― c区で検出した。 SA07の 南にあり、東西にやや長めの形状を呈する。方向軸はN

70° Eで、長径 1.45m、 短径0.65mを測る。検出面から床面までの最大深度は10cmと 浅めで、方円状を

呈する。

第54図 335～ 337が 出土遺物である。335は石器。336・ 337は甕の日縁部。L字状の口縁形態である。

336は 22cmの 口径である。

13号土坑 (SC13:第 53・ 54図 )

S C13は B一 X― b区で検出した。方向軸は S75° Wで、長径3.5m、 短径0.64mを測 り、東西に細長

い形状である。検出面から床面までの最大深度は10cmと 浅い。

3380339は甕底部。底径は338が 7cm、 339が 9cm。 338には胎土中にキンウンモが含まれている。

16号土坑 (SC16:第 53図 )

SC16は B―Ⅵ一a区で検出した。方向軸は S80° Eで、長径0.87m、 短径0.67mを測る。ほぼ円形

状を呈する。検 lTl面 から床面までの最大深度は20cm。
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17号土坑 (SC17:第 53・ 54図 )

SC17は B一Ⅵ一a区で検出した。方向軸はN65° Eで、長径2.75m、 短径2.lmを 測る。検出面から

床面までの最大深度は23cmほ どである。

lL「l土遺物は第54図 340～ 346で ある。340は甕の口縁部で、胎土中にキンウンモを含む。341は胎土に

キンウンモを含む壼の底部か。径は9.6cm。 342は口縁部。343は底部付近。344・ 345は甕底部。径は

344が 8.2cm、 345が 6cmを沢1る。346は 日径25cmを測る壺圏縁部。日唇部は外方へ垂れ下がる。

19号土坑 (SC19:第 54図 )

SC19は B一 Ⅱ一C区で検出した。方向軸はN60° Wで、長径 0。85m、 短径0.5mを測る。検出面から

床面までの最大深度は18cmで、橋円状である。
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l
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第55図 SC27・ 30・ 31・ 32
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第56Eヨ  SC24・ 26・ 27・ 28・ 29・ 30031 ・33・ 34・ 43・ 44・

第54図 347～ 351が出土遺物である。3470348は甕の口縁部である。

19。3cmを測る。日縁形態はL字状を呈する。351は石器。

45・ 46内 出土遺物実測図

350は甕 口縁部で、 日径は

20号土坑 (SC20 :第 53・ 54図 )

SC20は B一 Ⅱ一d区で検出した。方向軸はN75° Eで、長径 1.48m、 短径 lmを測る。検出面から

床面までの最大深度は25cmと やや深めである。やや細長めの方円状を呈する。

第54図 352～ 357に 出土遺物を示した。3530354は甕の回縁部である。3550356は底部。355は S

C03出土片と接合する。底径は355・ 356と もに6。4cm。 357は蓋か。外器面にはミガキもわずかにみ

られる。
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2彊滉塘琶奎量奮ゴ
＼くヽR

3灰褐色砂質土

:::::::11-

148.4m

1炭をわずかに含む
暗褐色弱粘質土

2炭 を多く含む
黒褐色弱粘質土

3炭をわずかに含む灰褐色弱粘質土
4灰褐色砂質土

4

-52-



覗√
~甲

雨

101

408 縫
409

400

= 410

『FC均 7薦

SC53:401～ 410    SC56:420
SC54:411-418   SC57:421
SC55:419         SC58:422～ 425

57・ 58内出土遺物実測図

ｒ

４． ８

21号土坑 (SC21:第 53図 )

SC21は B一 Ⅱ―c区で検出した。方向軸はN50° Wであり、北西一南東に細長 く、長径2.lm、 短

径0.4mを測る。検出面から床面までの最大深度は17cm。

22号土坑 (SC22:第 53図 )

SC22は B―Ⅵ一b区で検出した。ほぼ円形状を呈する。長径0,93m、 短径0.77mを 測る。検出面か

ら床面までの最大深度は16cm。

23号土坑 (SC23:第 53・ 54図 )

SC23は B一 Ⅲ一b区で検出した。方向軸はN30° Wで、長径 1.53m、 短径1.12mを測る。検出面か

ら床面までの最大深度は13cm。 形状は楕円形である。
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出土遺物を第54図 358～ 361に 示した。358は壺の自縁部か。日径は36.2cmで 、胎土中にキンウンモ

を含んでいる。国唇部に沈線をもつ。359～ 361は壺の国縁部である。日唇部は外方に垂れ下がつている。

359は胎土中にキンウンモを含む。日唇部上辺に4-4-6の沈線が等間隔に施されている。口径は359が

3 1cln、  360が 25。 7cln、  361が23.6clnを 沢Jる。

27号土坑 (SC27:第 55・ 56図 )

SC27は B一Ⅷ―a区で検 ltlし た。方向軸はN45° Eで、長径0,9m、 短径 0。45mを測る。検出面から

床面までの最大深度は24cm。

362は甕の口縁部。日径は16.8cm。 日縁下に刻目突帯がめぐる。下城式系統か。
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28号土坑 (SC28:第 56図 )

SC28は B一Ⅷ―aOb区で検出した。 SC27の 東隣にあたる。配置図等に掲載 していないが、現

場で確認し、土坑としたものである。

第56図 363～ 366が出土遺物である。363～ 365は甕の回縁部である。3630364は胎土中にキンウン

モを含む。日径は363が 28。4cm、 364が24.6cm、 365が 23.lcmを測る。366は胴部か。絡縄の刻圏突帯

がめぐる。

29号土坑 (SC29:第 56図 )

SC29は B一Ⅶ一a区で検出した。 SC30の 南西に位置している。遺構図は掲載していない。

出土遺物は第55図 367～ 371で ある。367・ 369は甕の回縁部。367は胎土中にキンウンモを含む。

368は胎土中にキンウンモを含む口縁部。370は底径7.3cmを 測る甕底部。371は甕口縁～胴部。胎土中

にはキンウンモがみられる。日縁はL字状を呈し、日唇部突帯はわずかに垂れる。口径は28。7cmを洪1り 、

日縁下に 1条の突帯をもつ。

30号土坑 (SC30:第 55・ 56図 )

SC30は B一 Ⅲ一c～ B一Ⅶ一a区で検出した。北側半分は不明である。検出面か ら床面までの最大

深度は40cmと比較的深い。

第56図 に出土遺物を示した。3720373は甕の口縁部である。372は胎土中にキンウンモあり。

31号土坑 (SC31:第 55・ 56図 )

SC31は B一 Ⅲ一a区で検出した。方円状を呈し、方向軸は S85° Eで、長径1.8m、 短径 1。 1lmを測

る。検出面から床面までの最大深度は24cmほ ど。

第56図 374～376が 出土遺物である。3740376は 甕の日縁部。376は 口径39。5cmを測 り、日縁下の突

帯には刻目がある。国唇部の突帯はやや先細る。375は胴部片。三角突帯が 3条確認できる。

32号土坑 (SC32:第 55図 )

SC32は B一 Ⅲ一a区で検出した。SC31の 東側に位置する。N50° Eの方向軸で、長径は2.38m、

短径は1.2mで ある。検出面から床面までの最大深度は14cmとやや浅い。

33号土坑 (SC33:第 55・ 56図 )

SC33は B一 Ⅲ一c区で検出した。方円状で、方向軸はN70° Eである。長径は1.96m、 短径は

1.22mを測る。検出面から床面までの最大深度は32cmと やや深い。

第56図 377～379が出土遺物である。377・ 378は甕口縁部。ともに胎土にキンウンモが含まれている。

379は甕の口縁～胴部。胎土中にキンウンモが混 じり、外器面にはススが付着している。日径は21.5cm

を測る。 SC23出 土片と接合している。

34号土坑 (SC34:第 56図 )

SC34は B―Ⅳ一aOb区で検出した。大きく、浅めの土坑である。

出土遺物は第56図 の380～ 388で ある。380は甕の日縁部か。日縁は内傾している。381～ 387は甕口

縁部。388には突帯がある。

38号土坑 (SC38 :第 55図 )

SC38は B一 XI― d区で検出した。 SD03の 西側に位置する。方向軸はN5° Wで、長径 1.71m、
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短径1.13mの 楕円形状を塁する。検出面から床面までの最大深度は15cm。

39号土坑 (SC39:第 55図 )

SC39は B一 測―a区で検出した。 SB02の 北側にある。方向軸は S80° Wで、長径 1.56m、 短径

0.54mを測る。検出面から床面までの最大深度は14cm。

40号土坑 (SC40:第 55図 )

SC40は SD14の 北側、 C一 V― a区で検出した。方向軸はN85° Eで、長径1.5m、 短径1.44mの

楕円形である。検出面から床面までの最大深度は16cm。

43号土坑 (SC43:第 55・ 56図 )

SC43は C一 V一 c区で検出した。方向軸はN15° Eで、長径0,79m、 短径0.64mを測る。検出面か

ら床面までの最大深度は21cm。

第56図 の389～ 392が出土遺物である。全て甕の回縁部で、胎土にキンウンモを含む。390～ 392は 回

縁下に 1条の突帯がある。

44号土坑 (SC44:第 55・ 56図 )

SC44は C一 Ⅵ一cOd区で検出した。長方円状を呈 し、方向軸はN45° Wで、長径 1.95m、 短径

0。78mを測る。検出面から床面までの最大深度は38cmと 深い。

393は、甕脚部で胎f_に キンウンモあり。

46号土坑 (SC46:第 55・ 56図 )

SC46は C一 Ⅱ一a区で検出した。方向軸はN5° Wで、長径 1.55m、 短径 0。7mを測 り、方円状を塁

する。検出面から床面までの最大深度は 9cmと浅い。

394は甕の口縁部で、胎土中にキンウンモを含む。395は 口縁部で口縁下に刻目突帯をもつ。下城式系

と思われる。

47号土坑 (SC47:第 57図 )

SC47は C一 Ⅱ―a区で検出した。 SC46の 南側に位置する。南側は排水路によって破壊されてい

た。検出面から床面までの最大深度は12cm。

48号土坑 (SC48:第 57図 )

SC48は C― Ⅱ一bed区で検出した。方円状を呈し、方向軸は S85° Eで、長径 1.07m、 短径 0。6m

を測る。検出面から床面までの最大深度は18cm。

49号土坑 (SC49:第 57図 )

SC49は C一 Ⅱ―c区で検出した。形状は不定形で、方向軸はN25° Wを 図る。長径は1.34m、 短径

は0.85で ある。検出面から床面までの最大深度は 6cmと 浅い。

50号血坑 (SC50:第 58図 )

SC50は B一 I― c区で検出した。 SD08と 切 り合っており、 SC50→ SD08と の時期差があ

ると思われる。

396は甕の回縁部で、回径24cmを測る。日唇部の突帯が剥落している。日縁下には 3条の突帯がある。
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51号土坑 (SC51:第 57・ 58図 )

SC51は B一 I― b区で検出した。方向軸はN70° Eで、長径 1.31m、 短径0.52mを測 り、方円状を

呈する。検出面から床面までの最大深度は 8cmと浅い。

397は胎土にキンウンモを含む口縁部。日唇部の突帯は剥落している。398は甕口縁部。

52号土坑 (SC52:第 57・ 58図 )

SC52は A一Ⅸ一d区で検出した。方向軸はN80° Eで、長径 1.61m、 短径 0。 77mを測る。検出面か      ・

ら床面までの最大深度は19cm。

399は底部。胎土中にキンウンモを含む。底径は7cm。 400は甕である。日径23cm、 底径 7cm、 器高

27.lcmを測る。日縁は内傾し、底部は脚状を呈する。脚部は中実。口唇部の突帯は肥厚ぎみである。

53号土坑 (SC53:第 57・ 58図 )

SC53は A―Ⅸ一b区で検出した。方向軸はN80° Eで、長径2.4m、 短径1.23mを測る。方円状を

呈する。検出面から床面までの最大深度は44cmと深い。

出土遺物を第58図 401～410に 示した。401～403は甕の口縁部。胎上にはキンウンモがある。403は

口縁下に 2条の突帯をもつ。日径は401が 22cm。 404は胴部。突帯をもち、胎上にキンウンモがある。

405・ 406は甕の回縁部。405は胎土にキンウンモあり。407は突帯をもつ壺の胴部。408は口径28cmを

測る甕の口縁部。409、 410は高杯底部か。

54号土坑 (SC54:第 57・ 58図 )

SC54は A一 X― b区で検出した。方向軸は S10° Eで、長径 1.45m、 短径 0。95mを測る。楕円状を

呈する。検出面から床面までの最大深度は17cmo                               r
第58図411～418が出土遺物である。411は胎土にキンウンモを含む甕口縁部。412は突帯を有する胴

部。キンウンモが胎土中にみ られる。413は胎土にキンウンモを含む甕口縁部。日径34.5cmを 測る。     ‐

414は胴部。刻目突帯あり。415は甕の口縁部。ススが付着している。416は 日縁部。417は 国径25cmを

測る甕の回縁部である。418は甕口縁部で、日径24.8cmを測る。

55号土坑 (SC55:第 57・ 58図 )

SC55は A― Ⅸ―d区で検出した。方向軸は S10° Wで、長径 1.3m、 短径 1.02mを測る。検出面か

ら床面までの最大深度は15cm。 楕円状である。

第58図419は甕の底部。底径8.3cm。

56号土坑 (SC56:第 57・ 58図 )

SC56は A一Ⅸ―a区で検出した。方向軸はN10° Eである。南北に長い方形状を呈する。長径が 6

m、 短径が 2mほどである。検出面から床面までの最大深度は34cm。

第58図420は壺の口縁部。日唇部が垂れ下がる。胎土中にキンウンモを含み、日径は20cmである。

57号土坑 (SC57:第 57・ 58図 )

SC57は B―Ⅵ―aOb区で検出した。SC17の 東隣に位置する。方向軸はN50° Eで、長径2.9m、

短径1.9mを投1る。検出面から床面までの最大深度は22cm。

第58図421は壺の頸～胴部。頸部に強い稜をもつ。

58号上坑 (SC58:第 57・ 58図 )
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SC58は A一 X一 a区で検 lTlし た。 SD04の 北側にある。方向軸はN20° Wで、長径2.76m、 短径

1.4mを測る。楕円状を呈する。検出面から床面までの最大深度は30cm。

第58図422～425が出土遺物である。422～424は甕の口縁部。4220423は胎土中にキンウンモを含

む。424は 日径25。4cmを沢1り 、日縁下に 1条の刻圏突帯をもつ。下城式系か。425は甕の脚部である。

59号土坑 (SC59 :第 59・ 62図 )

SC59は A― X― b区で検出した。 SD04の 北側にあり、楕円状を呈する。方向軸はN20° Eで、

長径0.85m、 短径 0。76mを測る。検出面から床面までの最大深度は18cm。

第62図445は甕の回縁部。

60号土坑 (SC60 :第 59・ 62図 )

SC60は A―Ⅵ一a・ b区で検出した。 SD05の 北側にある。方円状を呈し、方向軸はN60° Eで、

長径2.82m、 短径1.5mを測る。検出面から床面までの最大深度は28cmとやや深い。

第62図446は上げ底の甕底部で、底径は6.2cm。

61号土力t(SC61 :`窮 59・ 62図 )

SC61は A―Ⅸ一a区で検出した。方向軸はN85° Eで、長径 1.74m、 短径0.75mを測る。検出面か

ら床面までの最大深度は25cm。 形状は方円状である。

第62図447～ 450が出土遺物である。447は甕の口縁部。日唇部の突帯は肥厚ぎみ。胎土中にキンウン

モを含み、日径33.2cmを 測る。448は壺の肩部。 3条の突帯をもつ。449は甕の口縁部である。日縁は

やや内傾し、 3条の突帯がある。450は甕の国縁～胴部。 2条の突帯がある。

62号土坑 (SC62:第 59・ 62図 )

SC62は A― Ⅸ一c区で検出した。 SD04に 北接している。中央には土層観察用のベル トがある。

方向軸はN70° Eで、長径2.8m、 短径1.57mを測る。方円状を呈する。検出面から床面までの最大深度

は35cr12と深れ 。ヽ

第62図451・ 452は甕の自縁部。

63号土坊:(SC63 ::第 59・ 60図 )

SC63は B一 Ⅱ一c区で検出した。楕円状を呈し、方向軸は S40° Eで、長径2.4m、 短径1.72mを 浪1

る。検出面から床面までの最大深度は50cmと 非常に深い。西側はテラス状を呈している。

出土遺物は第60図 426～444で ある。426は 口径31.2cmを 測る甕の口縁部で、胎土にキンウンモを含

む。M字状の回唇部突帯は、肥厚 している。427は甕の回縁～胴部。 日縁がやや内傾している。日径

28cm。 428も 甕口縁～胴部。日径は23.8cm。 429は甕口縁部。430は甕曰縁～胴部。日径は33cm。 日

唇部の突帯は器壁がやや薄い。日縁下に 1条の刻目突帯をもち、ススがみられる。胴部は張 り出しが弱い。

431は胎土にキンウンモを含む壺の回縁部である。日径は13。2cmを測る。432は 口縁部。433は壼の肩部

で、突帯がある。434は鉢形か。日縁～胴部。口縁下に亥J目 突帯がある。外器面にはミガキがみられ、日

径は26。 2cmを測る。4350436は甕底部。435は胎土にキンウンモを含む。底径は435が 8cm、 436が

7.9cm。 437は底径 6。4cmを測る底部。438は甕の底部。底径6.9cmを測 り、内器面にはススが付着して

いる。439は底部付近。4400441は甕の底部。底径は440が 7.2cm、 441が 8cmを測る。440に は内器

面にススあり。4420443は壺の底部か。底径は442が 9。 7cm、 443が 8。9cmを測る。444は底径 6cmを

測る底部。
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64号土垢[(SC64::事 59・ 62図 )

SC64は B― V― d区で検出した。方向軸はN85° Eで、長径 1.4m、 短径 0。9mを測る。検出面から

床面までの最大深度は40cmと深い。楕円状を呈する。

第62図4530454は 甕の口縁部。日径は453が24.6cm、 454が 15.6cm。

65号土坑 (SC65:第 59・ 62図 )

SC65は A―Ⅵ―b区で検 LTIし たo方向軸がN65° Eの不定型である。長径2.15m、 短径0.52mを測

る。検 lTJ面から床面までの最大深度は22cm。

第62図455は壺の肩部か。

66号土坑 (SC66:第 59図 )

SC66は A一Ⅸ一b区で検出した。方向軸はN5° Wで、長径 1.lm、 短径0.45mを 測る。検出面から

床面までの最大深度は15cm。

67号土坑 (SC67:第 59・ 62図 )

SC67は A― Ⅸ一c区で検出した。北側半分のみ検出した。南側は近年の排水溝によって破壊されて

いる。方向軸はN10° Wで、検出面から床面までの最大深度は20cm。 楕円状を呈する。

第62図 456～464が出土遺物である。456～459は甕の口縁部。全て突帯をもち、胎上にキンウンモを

含む。457・ 459は大甕か。459の 口径は48cm。 460は底部付近。461は胎土にキンウンモを含む底部。
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◎

卜_SD09■←――

◎
148.lm

1炭混黒褐色弱粘質± 2炭混灰褐色砂
3暗褐色砂 4炭をわずかに含む嗜褐色弱粘質土
5炭をわずかに含む暗灰褐色粘質土
6暗褐色砂

4 3  Pi7 8
1炭をわずかに含む黒褐色弱粘質± 2砂
3砂を多く含む黒褐色砂質土
4暗褐色砂質± 5砂 を多く含む暗灰褐色砂質土
6暗灰褐色弱粘質± 7黒色粘質シル ト
8暗褐色弱粘質土と暗灰褐色弱粘質土の混層
9暗灰褐色弱粘質土

1表± 2a白 色軽石をまんべんなく含む暗褐色砂質土
2b自 色軽石を多く含む褐色砂質± 3白色軽石と暗褐

色土の混層 4黒褐色弱粘質± 5黒色粘質± 6砂
7暗褐色粘質± 8灰褐色粘質± 9撹乱

SD10

1炭を多く含む暗灰褐色砂
2炭を多く含む黒褐色弱粘質土
3砂

④
148.Om

フё 8

1炭を多く含む黒褐色弱粘質土
2炭をわずかに含む暗褐色弱粘質土
3砂
4暗褐色土混炭
5炭混黒褐色粘質土

SD08b

6炭をわずかに含む暗褐色砂質土
7暗褐色砂
8炭をわずかに含む灰褐色砂
9炭をわずかに含む灰褐色砂質土

①
_SD09

○
SD10里 8.lm

4

1黒褐色弱粘質土
2灰褐色粘質土
3炭混暗褐色砂質土
4炭混黒褐色弱粘質土

⑥SA16 SDll%.5m
,

l黒褐色弱粘質土
2炭混暗褐色土
3砂
4炭混灰褐色粘質土
5灰褐色砂質土

⑥
、

SD08

1黒褐色弱粘質土
2炭混暗黒褐色土
3灰褐色砂質土

.7m

5´1711::,こ
::二

三」 5ヽ

1撹乱
2黒褐色弱粘質土
3炭混黒褐色土
4砂
5灰褐色粘質土

1自 色軽石
2黒褐色弱粘質土
3灰褐色粘質土

~        2

1黒褐色弱粘質土
2灰褐色粘質土
3灰褐色砂質土

第67図

SD08 0 09・  10・  11 0 12

実測図及び土層断面図
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底径は6.8cm。 462は甕の口縁～胴部。日縁下に 3条の突帯をもち、日径は32.2cmを 波1る。463は突帯を

付す甕の口縁部。形状は462と 近似している。日径は25.8cm。 464は壺の口縁部。胎上にキンウンモを

含み、外器面にハケメがみられる。日径は21.lcm。

68号土坑 (SC68:第 61図 )

SC68は A一Ⅵ―c区で検出した。方向軸はN15° Eで、長径1.lm、 短径0.65mを測る。検出面から

床面までの最大深度は14cm。

70号土坑 (SC70:第 61図 )

SC70は A一Ⅸ―c区で検出した。方向軸はN10° Wで、長径 1.5m、 短径0。97mを沢1る 。検出面から

床面までの最大深度は12cm。

72号土坑 (SC72:第 61図 )

SC72は B一 Ⅸ一b区で検出した。方向軸はN10° Wで、長径 0。 8m、 短径0.6mを測る。検出面から

床面までの最大深度は10cm。

73号土坑 (SC73:第 61図 )

SC73は B一 Ⅸ―b区で検 l■lし た。 SC72の 東側に位置する。方向軸はN20° Eで、長径 0。 9m、

短径 0。67mを測る。楕円状である。検出面から床面までの最大深度は10Cmを測る。

75号土坑 (SC75:第 61図 )

SC75は B一 V― b区で検出した。楕円状を呈し、方向軸はN5° Wで、長径 1.14m、 短径 0。87mを

測る。検出面から床面までの最大深度は 6cmと浅い。

76号土坑 (SC76:第 61・ 62図 )

SC76は B― Ⅸ一b区、 SD01の 西側で検出した。方向軸はN55° Eで、長径2.55m、 短径1.25m

を沢1る。検出面から床面までの最大深度は15cm。

第62図 465～467が出土遺物である。465は胴部。胎土中にキンウンモを含み、突帯をもつ。466は 日

縁部。胎土にはキンウンモあり。467は軽石製。

77号土坑 (SC77:第 61図 )

SC77は C一 IV一 aoc区で検 lYJし た。楕円形で方向軸はN35° Wである。長径が1.22m、 短径が

0.57mで ある。検出面から床面までの最大深度は 7cmと浅い。

79号土坑 (SC79:第 61図 )

SC79は A一 Ⅵ―a区で検出した。 SC60の 北側にある。ほぼ円形状を呈する。方向軸は S5° E

で、長径 1.07m、 短径0。98mを測る。検出面から床面までの最大深度は27cmと やや深い。

801号土鱗:(SC80:第 61図 )

SC80は A―Ⅷ一d区で検出した。 SC62の 西側にあたる。方向軸はN65° Eで、長径 1.47、 短径

0.35mを測る。検出面から床面までの最大深度は10cm。

81号土坑 (SC81:第 61図 )

-73-



549

薦

匹 鷺 8貯 片
=轟 47                       8

て戸 爾 ＼―十

乙

⊂

~1

肖
ｌｌ
り
ｂ
＝

‐Ｉ
Ｗ

５５

瓦 T~2_~
556

559

ヽ

醸 iZ

Z
鯉鼈

579

570

576

佑―卜う 作理
580 ｍ

５
譴マ

霊
鸞鉤

.d\ /\ />,ffi-\t -445,'Y,u,w
583

0 Scm

５ ８ ６

一

ハ
ーー
＝
＝
＝
川
＝
川
Ｈ
＝
――
――
――
日
Ⅵ
Ｕ

一

輻欄闇ｍ川鰺均［［［【］］「〕［日日〕
‐
彬

５８４

囲
―――
―――
剛
四

――
目
１ｌ
Ｍ
Ｕ

‐
瘍

第68図  SD0 8内 出土遺物実測図 (1)
0          10cm

ｆ

５ ７

ル7き安

-74-



翔ヽ

◎

〔́ＭＭ神印Ш）‐懃 5920         10Cm

第69図  SD08 土遺物実測図

會

峨

593

(2)

ヽ
／
Ｌ
ｔ

／

ｒ

く

いい
ヽ
女
ｌ
ｒ
仁

聟

-75-



― 膵
617

~▼ 百

600

~腰
話

硫

伊礁

マ

６

５ ９ ８|

¨

可F TP蕊

鑑 η 瓦

¬7珊

司 蕨 ~マ翫

亭翻蝙藤

６ ３ ２

ル

尾

ぢ

〃

〃

６ ３ ３

第70図
SD08内 出土遺物実測図

0         10clln

…

… …

一

免

蕎≡≡丁
~~5

澪
肝

(3)

-76-



ゝ
≦ 華 ~  7

=・「=11:::1:::     くてミミ::i::]2

瓦

~唾
正

/可薦
654

＼――ヒ理よ
~P蕎

一
一

７７

薦

４

７

６６

687

683

＼

SD08内 出土遺物実測図

こ

千三 ::::菫 [摯 _1]】 )ヽ

     ~｀ ＼

ll二 」 _三ξ

``

690689

0        10cm

第71図

5

638

Lコ 」
650

ロ ゴ
651

=

668~8670

/   671

石 7「 Tスア

し
_l―

＼」メy

〔ミ
iiI≡

≡≡≡≡≡

littSiヽ
;ii≡iII「

IIIIII三二I「11[iiii:5

墨 山68喘 9

-77-

(4)｀      1



一

７

１１

‐―

＝

Ｈ

Ｈ

日

、

日

川

Ｕ

７ ０ ７

＼　　　　雨剛出‐‐‐‐‐‐‐‐川̈
¨̈
〔いぃぃぃ［　̈
〔̈
一̈口口［］日［［日日‐‐‐ＨＨ）‐

ボ

一

鐵
用

田日日Ｈ日】）‐｝

0        10cm

７． ０

●

ウ】‐‐‐／‐一

Ｊ

一dII≧、

第72図  SD09内 出土遺物実測図

―讐

-78-



SC81は B一 V― b区で検出した。 SD01の 東側にあたる。方形状を呈し、方向軸はN60° Eであ

る。長径が 1.38m、 短径が0.78mである。検出面から床面までの最大深度は33cmを 測る。

82号土坑 (SC82:第 61図 )

SC82は B一 V一 e区で検出した。 B区西壁際である。舟形を呈し、方向軸はN40° Eである。長径

0。98m、 短径0.48mを測る。検出面から床面までの最大深度は20cm。

【溝状遺構】

1号溝状遺構 (SD01:第 63・ 65・ 66図 )

SD01は B調査区の西側を北西一南東の方向軸で延びる。 B一 I一 e区からB一 X― c・ d区にかけて

位置する。最大の幅員は約2.6m、 検出面からの最大深度は0。7mを測る。断面形態はV字状を呈するが、

最下部は若千箱形になっている。最下部には砂の堆積もみられ、水生作用のあった可能性を示唆している。

方向や幅員の状況から、A区北側を弓形状に走るSD08と の関連性を想定し、A区の西側に2つの トレ

ンチを新たに設定し、走向確認を行つたところ、 SD01と 08は少なくとも重なり合っていることがわ

かる。

出土遺物を第65066図468～ 537に示した。468～ 472は甕の日縁部。胎土にはキンウンモが含まれる。

日径は468が 29.8cm、 469が 22.2cmを測る。473は壺の口縁部か。キンウンモが胎土中にある。474は

甕の口縁部。外器面にススが付着している。胎土にはキンウンモあり。475は壺の口縁部か。胎土にキン

ウンモあり。476～482は甕の口縁部。胎土中にはキンウンモあり。4810482は大甕か。483～ 486は胴

部。突帯をもち、胎上にキンウンモを含む。483は外器面にススがみられる。487は大甕の胴部か。胎土

にキンウンモを含み、突帯を付す。488は複合口縁壼の口縁郡。胎土にキンウンモを含む。489は壺口縁

部。 日径14.4cmを 沢1り 、胎土にキンウンモあり。外器面にハケメ調整がみられる。490～495は底部。

胎土中にはキンウンモが含まれる。底径は490が 10cm、 491が 12.4cm、 492が 10cm、 495が6.4cmを 測

る。493・ 494は甕。495は外器面にススあり。496～ 503、 505～ 508、 510～ 512、 514は甕の回縁部

である。500は外器面にススが付着している。505は 内外の磨耗が激しい。508・ 511は外器面にススあ

り。 口径は507が 21.6cm、 514が 31.8cm。 504は壷の口縁部か。509の 回縁部は内外の磨耗が激しい。

513の 回縁部は器形が明確でない。515は壺の口縁部。内外ともにハケメがみられる。日径は14.7cmを

測る。516の壺底部は底径7.4cm。 515と 同一か。517は日縁部。518は甕の口縁部で、日縁下に 1条の

刻目突帯を有する。日径は27.4cm。 下城式系の型式と思われる。5190520は 壺口縁部。国径は519が

14.8cm、 520が 18.8cm。 5210522は甕底部。底径は521が 5。 8cm、 522が 6.4cmを 測る。523は甕脚部。

524・ 525は壺口縁部。526は突帯をもつ胴部片。527は壺の頸部か。突帯あり。528～ 531は胴部。突

帯をもつ。529は外器面にススあり。532は壺の頸部である。刻目突帯をもつ。内外ともに磨耗している。

533～ 535は底部。533・ 534は磨耗している。底径は533が 5.6cm、 534が 8.5cm、 535が 7.3cmを 測る。

536は高杯脚部。537は青磁碗の回縁部。日径 15。3cmを測る鏑蓮弁文碗である。

2号溝1犬遺構 (SD02)
SD02は 、 B調査区のやや南側を横断している。時期的には新しいものと思われ、少なくとも中世水

田跡の形成より早いことはないであろう。ほとんど面的に提えられない状況であり、 B―Ⅶ一a区におい

てSD03と 重なり合う部分のみが確認できている。

3号溝状遺構 (SD03:第 63・ 66図 )

SD03は B調査区の南東部、 B一Ⅷ一b区からB一 XI一 d区にかけて検出した。南西一北東方向に走

向している。 C調査区のSDllと つながっている。幅員は70cmほ ど、検出面からの深度は40cm弱を
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5号溝状遺構 (SD05:第 64366図 )

A一 Ⅲ―b区からA一 XI― aOb区で確認したSD05は 、幅員が40cm、

排水溝によって破壊されている。

第66図 5430544が 出土遺物である。543は大甕の口縁部か。日縁下に 1

ンウンモを含む。544は底径6.8cmを 含む底部。

6号溝状遺構 (SD06:第 64鬱 66図 )

に
規■

%◎
I

SD13:723～ 738
0             10clll                                                                   1      738

"同 …
囲 内雌 遺物馴 図  の第73図

測る。

第66図538～ 542が出上遺物である。538～ 541は甕の口縁部。53805400541は胎土中にキンウン

モを含む。542は擦石か。

4号溝状遺構 (SD04:第 63図 )

SD04は 、A調査区の南側、A一 X― b区からB一 Ⅱ一a区で確認した。東西に延びてお り、幅員は

30cm、 検出面からの深度は10cmを測る。 B調査区のSD06と つながると思われる。 SA04と も切

り合っているが、断面観察により、 SA04→ SD04の 時期差があるものと思われる。
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SD06は B調査区の北端、 B一 I―b区で検出した。A調査区のSD04と つながると思われる。幅

員は30cm強を測る。

第66図 545は脚部。剥落が激しい。

8号溝状遺構 (SD08:第 67～ 71図 )

SD08は A一 Ⅲ―b区か らA一Ⅳ一c区にかけて検出した。A調査区の北側を弓形上に走向する。幅

員は4m強ある。検出面からの最大深度は60cmo SD 0 9 0 1 0と も切 り合っている。断面観察から、

SD09→ SD08→ SD10の 時期差をみることができる。 SD08の 広がりは、東西に設定した トレ

ンチで追うことができる。特に西側では、 SD01と つながる可能性がある。 SD08自 体も2つ の溝が

重なり合つたものであり、ここで、北側をSD08a、 南側をSD 08bと すれば、断面観察から、 SD

08b→ SD08aの 時期差を見出せる。北東部分では重なりが大きく、ほぼ交錯したような状態となっ

ている。

出土遺物は第68～ 71図 547～ 691に示した。遺物の取 り上げ時に確認した分類でいけば、 08aが547

～599、 08bが600～ 658、 659以降が 08と なる。547は甕の口縁～胴部。胎土中にキンウンモを含む。

日径は13.4cm。 548は壺の口縁部。胎土中にキンウンモを含み、日唇部には刻目突帯をもつ。549・ 550

は胎土にキンウンモが混じる甕の回縁部である。5510552は胴部。胎土中にキンウンモを含んでお り、

551は突帯、552は刻目突帯を有する。553は突帯あり。554～ 557は 口縁部である。554・ 5550557は

甕。556は 国唇下に 2条の突帯を付す。557は 日径17.8cmを測る。日縁下に刻圏突帯があり、下城式系

の特徴ととらえられる。558～ 560は壺の国縁部。日径は558が 20。 2cm、 559が 19.4cm、 560が 19.2cm

を測る。559は 口唇部が大きく垂れ下がる。561～ 563は 口縁部。564は高杯杯部。565は高杯目縁部。

日径28.2cmを測る。566は短頸の壺。口径4.8cm。 567・ 568は胴部。567は外器面にススあり。569～

573は底部。569e570.573は 甕か。570は上げ底状を呈する。底径は569が 7.2cm、 570が 5。 lcm、

571が 5。9cm、 572が 7cm、 573が 7.4cr12を測る。574は i高杯目縁部か。5750576は底音5。 底4登は575が

8,6cm、 576が 5。6cmを測る。577は ミニチュア土器。口径4.lcm、 底径 lcm、 器高1.55～ 1.9cmを測る。

578～ 582に は全て絡縄突帯がある。583は石鏃。584～ 599は木製品。584は杭か。585～ 593は不明。

594は三ツ鍬.595は杭か。600～ 602は甕の口縁部。胎土中にキンウンモが含まれており、600に は刻

目突帯がある。603～605は突帯のある胴部。胎土中にキンウンモあり。606～ 608は底部。胎土中にキ

ンウンモを含む。606は甕か。底径は606が6.8cm、 607が 7.2cm、 608が6.6cmを 測る。6090610は 甕

の口縁部。609は口縁が内傾している。胎土中にキンウンモあり。日径は609が 22cm、 610が 30.6cmを

沢1る 。611は胎土中にキンウンモを含む壺の口縁部。外器面にハケメ調整あり。日径は20.3cm。 612は

突帯をもつ。613～625は甕の回縁部。6190625は 外器面にススの付着がみられる。622は内外ともに

磨耗が激しい。626～ 631・ 633は胴部。全て突帯をもつが、628は亥J目 である。632は 口唇と口唇下に

突帯をもち、日径は21cmを測る。634は壷の回縁部で、日径35.6cmで ある。635～641は壺の口縁部。

日径は635が 23cm、 636が 16.5cm、 637が 20。 5cm、 638が 20.6cmを 測る。642は壺の頸部か。643e

645は突帯のある壺の肩部。645の胴部は突帯あり。646の壺肩部も突帯あり。647は 口縁部。6480649

は壷口縁部。650～655は底部。652は甕。底径は650が 6.6cm、 651が 6cm、 652が 7cm、 653が 5

cm、 654が7.6cm、 655が 9cmを測る。656～ 658は木製品。659～ 665・ 667は甕の口縁部。胎土中に

キンウンモを含む。666は突帯をもち、胎土にキンウンモあり。665は大甕。664は 口縁が内傾している。

日径は667が29cm、 664が 15.5cm。 668は複合口縁壺の日縁部か。胎土中にキンウンモあり。 口径

19cm。 669の壷頸部は胎土にキンウンモあり。670は甕口縁部。671は壺口縁部。672は 日縁部。673は

甕口縁部。674は 口縁部。675は 口径25。4cmを測る甕口縁部。676の甕口縁部は外器面にススの付着がみ

られる。日径は22.4cm。 677の壺口縁部は国縁下に刻目突帯がある。678の底部は10.lcmを測 り、外器

面にススがみられる。679は ミニチュア土器と思われる。680の壺口縁部は口径31.7cmを測る。
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口唇部が外方へ垂れ下がる。681の胴部は絡縄突帯をもち、外器面にススが付着している。682～ 688は

底部。底径は6820683が 7.8cmを 測る。684の底部は磨耗が激 しい。胎上にキンウンモあり。底径は

5。8cm。 685は壺の底部。底径8.4cmで、外器面にススあり。底径は686が2.3cm、 687が8.3cm、 688が

4.2cmを沢1る 。689～ 691は陶器。サツマ系と思われる。689は チョカの蓋。690は碗の底部で、内器面

には蛇ノロ釉剥ぎが残る。691は底部。

9号溝状遺構 (SD09:第 67・ 72図 )

SD09は A― Ⅱ―a区か らA― Ⅳ一a区 にあり、 SD08010と 切 り合っている。断面観察から、

SD09→ SD08→ SD10の 時期差が確認できる。幅員は60cm、 検出面からの深度は10cmで ある。

砂溜 り状の土坑のような部分には、彩しい木片とともに、鍬片などの木製品もみられた。

第72図 692～ 710が lTl土遺物である。692は甕の口縁部で、胎土中にキンウンモが含まれ、日唇部には

刻目がある。6930694は突帯をもつ月同部。月台土にキンウンモがある。695は 回縁部か。日径20cm。 696

は口縁部。日径16cm。 697は壷胴部。698は高不脚部。6990700は底部。底径は699が 4cm、 700が

4.7cmを測る。7010702は 擦石。703～ 710は木製品。703は三ッ鍬片。704は鍬片。708は杭か。709

は鍬片。

10号溝状遺構 (SD10:第 67・ 73図 )

SD10は SD09の 南側にあり、 SD08009と 切 り合つている。 SD09→ SD08→ SD10
の時期差あり。幅員は lm弱、検出面からの深度は40cmで ある。

出土遺物は第73図 の711～ 721である。711～ 716は 回縁部。717は壷頸部か。718の胴部は突帯をも

ち、胎土にはキンウンモがある。719は甕頸部か。720は底径4.7cmの底部。721はサツマ系と思われる

甕の口縁部である。

11号溝状遺構 (SDll:第 67・ 73図 )

SDllは C― I― c区からC― I一 b区で確認している。走向はSD03と 同じである。幅員は70cm、

検出面からの深度は40cmを測る。

第73図 722は胎土中にキンウンモを含む甕の口縁部である。

12号溝1犬遺構 (SD12:第 64図 )

SD12は C一 Ⅱ―c区からC一 Ⅳ一b区で検 l■lし た。幅員は50cm。

13号溝状遺構 (SD13:第 67・ 73図 )

SD13は C一 I一 b区からC一 Ⅲ―a区にかけて確認した。幅員90cm、 深度20cm弱を測る。

出土遺物を第73図 723～ 738に示した。724の底部は底径 7cm。 内外ともに磨耗している。7230734

～736は甕の口縁部。7340735は 胎土中にキンウンモを含む。口径は734が 28.2cm、 735が 28cm、

736が 30。5cmを測る。725はミニチュア土器。回径4.5cm、 器高2.2～ 2.3cmを測る。726は 口径 9cm、

底径3.7cm、 器高4.1～ 4.8cm。 727は甕頸部。728は壺の日縁部か。口径14cm。 729は壺の回縁部で、

日径 10。8cm。 輪積痕が残る。730は壺頸部。輪積痕が残る。731は底部。底径7.5cm。 7320733は甕底

部。 底省豊は732が 7.5cm、  733が 6。8cm。 7370738は擦石。

14号溝状遺構 (SD14:第 64・ 66図 )

SD14は C一 Ⅱ―a区からC― Ⅵ一b区で確認した。幅員が30cm強。

第66図 546は底部で、内器面は磨耗している。
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【中世水田機

1～36号水田跡 (SW01～ 36:第 74図 )

桜島噴出の軽石層上面において遺構確認を行ったところ、中世 (約500～600年前)の水田を検 ltlし た。

畦畔の幅は lm前後。水田の形状は南北に細長いものが多く、東側にいくほど区画面積が大きく、西側ヘ

は狭くなっている。地形的にも、東から西へ向けてわずかに傾斜しており、こうした区画構成は地形にも

影響を受けていると考えられる。 C区の S W32～ 36に おいて、水田直上に10cm程度堆積していた桜島

噴出軽石を除去すると、水田面におびただしい凹凸がみられた。現場での所見では、この凹凸は①人間の

足跡、②家畜の足跡、③農耕具 (鋤 もしくは鍬)の痕跡にグルーピングできるのではないかと考えられる。

これは市内横市地区における調査 (鶴喰遺跡 。肱穴遺跡など)と 同様の状況である。

【包含層内出土遺物 (第75876図 )機

本遺跡内での遺物包含層は基本土層のⅣ・V層である。特にはV層からの出土が主といえる。

包含層内出土遺物を第75076図 739以降に示した。

739～746は甕の日縁部である。全ての胎土にキンウンモが含まれる。739に は突帯がある。746は外

器面にススが付着する。日縁径は、739が 30。2cm、 740が25,4cm、 741が 27.9cm、 742が23.6cmを測

る。747～ 749は甕の底部。胎上にキンウンモがある。底部径は、747が 6cm、 748が 7cm、 749が

7.2cmを測る。750～ 757は甕の口縁部。750に はキンウンモが含まれる。日縁径は、754が 30cm、 755

が28.8cm、 756が 23.4cmで ある。758～ 760は壺の口縁部。761～ 763は 口縁部である。7640765は壷

の口縁部。口径は764が39.5cmで、765が 20.8cm。 766は日縁部。767は壺の頸部。768は壺の肩部。

突帯をもつ。769は胴部で、胎土にキンウンモを含む。突帯がある。770は壺の肩部で、突帯がある。

771の胴部は突帯をもつ。772の壼肩部は波状文がみられる。外器面にススあり。773は甕の脚部で、キ

ンウンモがある。774は矢羽透をもつ高不脚部である。775～783は底部。775は甕でキンウンモあり。

776は内外にススがみられる。778はキンウンモがある。779は甕で、上げ底を呈する。780は上げ底気

味である。783は甕で、外器面は磨耗している。底径は、775が 7cm、 776が 5。 8cm、 777が 6.6cm、

778が 5。3cm、 779が 5。4cm、 780が 6cm、 781が 9。9cm、  782が 7cm、 783が5.3clnを測る。784は 口縁

部。日唇部には斜縦位に突帯があり、刻目が施され、穿孔がなされている。785は底部か。7860787は

石鏃。788は敲石か。7890790は石斧。789は刃部が欠落し、790は磨耗が彩しい。791は須恵器坪の口

縁部。792は布痕上器。793は甕。口径は26.7cm。 794は土師器不底部。底面に線刻がある。底径6.9cm。

7950796は 不底部。底面はヘラ切 り離しである。底径はともに 7cmを測る。797は 内黒杯の高台部で、

底径 9cmである。798は境の底部か。底径は7.4cm。 799～ 811は 青磁である。799は碗の底部付近。書1

画文がある。 I類に相当。800は鏑蓮弁文碗の回縁部。Ⅱb類に相当する。801は小杯。日径10cm、 底径

3.2cm、 器高 3。 6cmを測る。Ⅳ類、14世紀前半に比定される。802～ 804は碗の回縁部。Ⅳ類に相当。日

径は802が 15cm、 803が 16.3cm、 804が 13.4cmを測る。805は稜花皿の日縁部。15世紀後半頃か。日

径1lcm。 806はⅣ類に相当する龍泉窯系碗の高台部。底径は6.5cm。 807は稜花皿の口縁部。書1画文あ

り。15世紀後半頃か。808は鏑蓮弁文を施す杯の底部。底径は3.8cmo Ⅲ類に相当。809は龍泉窯系碗の

底部である。IV期以降にあたる。底径は 6cmを測る。810は香炉の底部。811は線描蓮弁文を施す碗の

回縁部である。日径は17.6cmで ある。上田B類にあたる。812は自磁碗の口縁部。内器面口唇部は無釉

で、いわゆる 「口禿」である。日径は12.4cm。 813～819は染付。813は景徳鎮系皿の底部。底径は 8

cm。 814は景徳鎮系深皿の底部。底径は8.8cm。 815は景徳鎮系碗の口縁部。日径は8.6cmを 測る。816

は景徳鎮系皿。日径 12.4cm、 底径7.8cm、 器高2,75cmを測る。817は渾州窯系碗の底部。底径は4.6cm。

見込みに 「寿」あり。16世紀代の所産。818は渾州窯系の蓮子碗底部。16世紀代。底径は5。4cm。 819は

肥前系である。唐草文が施されている。18～ 19世紀か。
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ヾ
２
ヾ
お
∝
ン
い．じ

弊
区
２
露
‘
後
ぜ

（ｔ
ヾ
“
い
い
）
鰹
憔
‘
後
ゼ

で
い

ば
い
い
じ

鰹
‘
咎
せ

貧
お
“
´
ｏ
じ

思
枢
Ｋ

貧
お
ぼ
´
ｏ
【
）
鰹
枢
Ｋ

０
お
α
＞
め
卜
）
廻
‘
後
せ

（
く
∞
∝
＞
い
．卜
）

個
区

Ｓ
Ｎ

に
，

９

）
興
枢
‘
鋒
Ψ

含
む
“
´
ｏ
Ｈ
）
颯
区

３
お
“
´
Ю
．』
）
鰹
‘
後
せ

貧
ヽ
∞
“
”
ｏ
じ

Ⅲ
Ｋ

代
ヽ
∞
饂
´
い
．じ

皿
懸

３
ミ

“
”
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
せ

６
ミ

眩
´
ｏ
【
）
輩
枢
‘
後
ゼ

含
ゝ
眩
´
い
。し

膊
区

貧
あ
眩
＞
い
．じ

Ⅲ
区

３
お
“
”
ｏ
日
）
廻
枢
郷

貧
ミ

“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
理

酬

鰹

陣
　
　
く

|

Ъ
ふ |

筆

（ | | |

体

ヽ

体

（ |

篠

小

Ъ

ホ |

Ъ
ふ |

ヽ
ふ

年

ホ

篠

ヽ

篠

ホ

篠

ヽ

体

小

篠

ホ

篠

ふ

篠

ふ
ヽ
小

篠

ヽ

ヽ

小

篠

小

体

小

体

（ |

体
ヽ

体

ふ
篠
小

ヽ
小

目

　

　

ま

|

体

ホ

篠

ふ

味

ホ

篠

ヽ | |

篠

ホ

篠

ホ

ヽ

ふ
Ъ
ふ

篠

＾

ヽ

く

ヽ

く |

体

小

Ъ

（

ふ
く
休
ヽ

篠

ふ

ふ

く

休

ホ

Ъ

ふ

纂

小

ヽ
く
体
小

ふ
く
篠
ふ

篠

小

篠

ヽ

ふ
く
年
ヽ

ふ
く
体
小

ヽ
小

ヽ
ふ

体

ふ

Ъ

（

ふ
く
篠
＾

筆

（

劇

輝

恒

　

　

識

| | | | | | | |
| | | | | | | | | | |

| | | | | | | | |
| | | | |

ゆ
〇
∞

|

巡

　

図

| | | |
| | | | |

∞
．Φ |

Φ
．Φ

| | | | | | | | | |
| | | | | | | I |

（巡
攘
）
即
日

| | | | | | |

ヾ
．ヽ

Ｎ
| |

| | | | | | |

Ｑ
卜
一
２

卜
ｏ
Ｎ

ヾ
．い
一

０
０
ヽ

０
．∞
Ｎ

い
．Ｏ
Ｎ

ヾ

い
一

∞
．∞
゛

ヾ
．い
Ｎ

一
Ю
∞

|

゛
【
Ｎ

|

曝

製

（磐
製
）
凶
雪

Ｈ
ｏ
く

の

∞

ｏ
く

の

∞

ｏ
く

の

コ̈
　
　
鰹

唱
熙
黒

鵠

＝

躊

＝
業
引

鶉

＝
躍
縛

鵠

障

鶉
＝

畿
＝

騰
＝

鵠
調

躍
調

熱
＝

躍

＝

鵠

＝
騰
＝

躊

＝

窯
＝

鵠

璃
鵠
樹

器
＝

躍
＝

熱
＝

鍛
＝

器

＝
躍
＝

鶏
＝

離
＝

舗

＝

躊
＝

躍

＝

鏃

＝

鵠
＝

鵠

＝
騰
＝

６
Ｚ
図

Ｈ
Ｈ

ヾ
Ｈ

Φ
【

∞
Ｈ

【
Ｎ

∞
゛

Ｏ
Ｎ

∞
Ｎ

〇
∞

゛
∞

Ю
め

-89-



貧
）
誦
熙
鷹
累
興
刊
週

誦

Ｎ
∬

や

選

詭
適
網

誰
図
稲

雛
図
照

雑
悩
庸

雑
悩
庸

雛
曖

□
翻

鴨
胆
欄

競
悩
握

雛
墨

↑
圏

論
図
個

中
へ
心

′、
十
　
曖距
礎
□
悩

中
へ
心
ヽ
十
　
９
埒
推
駅
　
颯枷
礎
□
檬

０
埒
難
悠
　
曖距
曖
□
紺

Ｓ
埒
撫
駅
　
乖
礎
回
熙

競
曖
回
駆

誰
曖
□
鰯

中
ハ
心
へ
十
　
」駆
閾
熙

中

′、
心
へ
十
　
曖躯
擬
駆

離
悩
駆

中

′、
さ
へ
十
　
ｍ枷
壺
羅

］
ハ
心
ヽ
十
　
崚辮
図

ｓ
埒
維
駅
皿
尽
　
」撫
曖
□
駆

ｓ
Ｓ
撫
懲
皿
展
　
望彙
礎
回
網

翼
撫
煮
く
　
」鮨
藤
回
駆

雛
索
回
韻

翠
熱
意
　
ｓ
埒
絆
悠
国
民
　
曖駆
索
口
熙

雛
索
□
熙

雛
縣
□
脳

ｓ
埒
維
黙
　
」撫
蕊
日
照
К

雛
縣
□
爾

雛
礎
□
欄

中
ハ
心
ヽ
十
　
崚撫
縣
□
韻

雛
礎
□
熙

ル
雲

雛
礎
□
旧

６
Ｚ
Ъ
＝
幡

∞
Ｎ
卜
∞

ヾ
ヾ
ヾ

∞
〇
守
Φ

∞
卜
Φ
∞

∞
∞
い
Φ

Ｈ
Ｏ
Φ
∞

卜
Φ
ヾ

ヾ
∞
い
Φ

∞
Ｎ

・
〇
一

・
Ю
Ｎ
。
∞
Ｎ

卜
∞
・
０
∞

卜
∞
〇
ヾ

い
∞
〇
ヾ

・
ヾ
Ю
∞
Ｎ

Ｈ
Ｏ
日
Φ

い
ヾ
〇
ヾ

ヾ
０

卜
∞

０
い

∞
Ｈ
一
Φ

∞
卜
∞
い

理
―

〇
卜
〇
守

Ｏ
Φ
∞
い

・
〇
ヽ

・
０
｛

緊
―

【
Ю
Ｏ
∞

増
―

∞
い
Ｏ
Ｎ

〇
卜
Ｏ
Ｎ

＝
　
　
震

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
】

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
【

佃
興
Ｓ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い
．ｏ

伽
ｓ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
自
日
∞

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
い

|

佃
ぶ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
颯
∞

無
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
露
ヾ

伽
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

傷
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

| |

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

悽
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
一

佃
ぷ
糠
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

| |

個
ぷ
碁
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

| | |

佃
黎
ぶ

Ｃ
卜
ヽ
日
日
Φ

佃
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ω

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
べ

゛
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
Ｅ
Ｅ
一

゛
゛
糠
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
口
∞

佃
尽
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
８
】

佃
゛
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
日
Ｈ

個
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
髯

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
【

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
ｏ

綱

障
　
　
Ｋ

|

３
お
ぼ
´
い
．卜
）
興
枢
郷

貧
お
眩
い
い
卜
）
鰹
区

Ｑ
お
眩
い
い
卜
）
響
枢
輝

Ｑ
ミ

“
”
ｏ
Ｈ
）
騨
枢
‘
後
セ

含
お
“
´
８

）
颯
Ｋ

含
お
饂
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
輝

代
ヽ
∞
“
´
ｏ
［
）
優
区

|

３
ヽ
α
＞
Ю
卜
）
塑
‘
螢
里

Ｑ
ミ

眩
´
い
．卜
）
腱

‘
後

壺

Ｑ
お
鍼
´
め
卜
）
螺
Ｋ

６
お
α
＞
ｏ
Ｈ
）
駆
枢
‘
後
せ

３
ヽ
い
メ
い
．Ｎ
）
螺
枢

３
ｂ
κ
メ
８

）
曇
枢
‘
縫
せ

含
お
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

貧
ミ
“
い
い
。し

駆
区
罫

Ｓ
Ｎ
“
＞
Ю
．じ

螺
Ｋ
唇

Ｑ
卜
鍼
´
輸
卜
）
鰹
‘
後
セ

（ミ

ヾ
“
い
い
。し

鰹
К

Ｏ
ｂ
鍼
´
い
卜
）
廻
‘
後
遭

貧
お
∝
´
Ю
．卜
）
蒋
Ｋ

（
く
ヽ
い
い
．Ｎ
）

Ｉ
区

貧
ミ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
鋒
Ψ

貧
ミ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
窒
枢
‘
後
セ

貧
ミ
“
´
ｏ
［
）
鰹
楓
‘
峰
ゼ

３
ミ
∝
´
ｏ
｛
）
鰹
眠
‘
後
辺

（ミ
ヾ
＞
∽
゛
）
枢
区
聖

（錠
Φ
眩
´
２

）
騨
枢
‘
後
せ

３
お
“
´
ｏ
【
）
繊
枢
‘
後
せ

貧
ミ
∝
´
ｏ
】
）
熙
枢
‘
後
せ

Ｓ
ヽ
０
“
´
い
．じ

翠
区

（
Ｎ
ヽ
∞
“
´

ｏ
じ

　
極

区

Ｑ
じ
眩
”
Ю
．卜
）
暉
３
螢
せ

３
お
ぼ
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
釈
郷

障
　
　
ま

代
ヽ
∞
∝
”
Φ
Ｈ
）

個
区

Ｓ
ヽ

眩
＞
ｏ
［
）
興
淑
‘
後
ゼ

（ｔ
∞
“
´
Ю
．卜
）
響
枢
廻

曾
ヽ
卜
∝
＞
ｏ
Ｃ
　
田
区

３
ミ
に
＞
め
卜
）
鯉
‘
後
せ

含
お
ば
い
８

）
Ⅲ
区

貧
お
い
い
Ｏ

Ⅲ
区

貧
お
ぼ
＞
９

）
口
К

含

ヽ
卜
眩
＞

ｏ
Ｃ

　
口

区

（Ｎ
ヽ
∞
餡
”
ｏ
じ
　
選
区

３
お
眩
＞
Ю
卜
）
駆
‘
擬
せ

３
ヽ
Ю
饂
´
い
．卜
）
鰹
‘
後
ゼ

３
ヽ
い
鍼
´
ｏ
【
）
躯
枢
‘
後
Ψ

（錠
Ю
∝
´
ｏ
Ｈ
）
鯉
枢
‘
峰
里

３
ｂ
眩
”
８

）
興
枢
‘
峰
Ψ

３
お
眩
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
里

３
ミ

“
´
い
．卜
）
錮

‘
峰

想

Ｑ
卜

“
い
い
．卜
）
興

‘
咎

ゼ

９
ヽ
い
饂
い
い
．じ

鰹
３
後

せ

０
お
“
＞
ゆ
）
塑
‘
峰
２

９
ヽ
０
ば
い
い
．卜
）
廻
‘
後
ゼ

貧
お
ぼ
´
い
．じ

簿
К

３
あ

い
い
０

通
区

代
ヽ
∝
い
い
卜
）
鰹
Ｋ
罫

貧
ミ
“
＞
ｏ
｛
）
繊
枢
‘
後
セ

Ｑ
ミ

“
´
２

）
騨
枢

‘
後

セ

３
ミ
“
＞
９

）
響
枢
‘
後
セ

３
お
ぼ
＞
９

）
塑
枢
‘
後
ゼ

３
お
ぼ
´
９

）
塑
枢
‘
後
ゼ

３
ゝ
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
燿
枢
３
後
せ

代
ヽ
露
”
２

）
塑
枢
‘
後
セ

（ミ

Φ
眩
い
Ю
．卜
）

躯
К

代
ヽ
∞
“
ン
ｏ
じ
　
慟
区

で
お
∝
”
９

）
塑
枢
‘
峰
せ

３
あ
に
メ
ｏ
〓
）
鯉
枢
簑

網

鰹

輝
　
　
超

|

ヽ

小

篠

ヽ

篠

ホ

纂

ふ

篠

小

篠

ふ

篠

小 |

篠

ふ

体

小

纂

ふ

休

小

Ъ

ふ

体

小

篠

ヽ

篠

小

篠

ホ

篠

ふ

篠

小

体

（ |

体

ホ

Ъ

ホ

Ъ

ホ

Ъ
（

Ъ

ヽ

篠
ふ

Ъ
小

Ъ
（

ヽ
小

ヽ
ホ

Ъ
ホ

Ъ
ヽ

Ъ
ホ

陣

　

く

ヽ
ふ

ヽ
小

篠

ヽ

体

ホ

箪

ふ
体
ホ

体
＾

篠
小

Ъ
ふ

は

ヽ
Ъ
ホ

篠
ふ

ヽ
ホ

Ъ
ホ

Ъ
ホ

憔
ふ

篠

ホ

箪

ホ

篠

ふ

味

ふ

体

ふ |

ヽ
小

Ъ
小

ヽ
く
篠
ホ

体

ふ

篠

ホ

篠

ふ

体

ふ
ヽ
ふ

宋

（

篠

ヽ

氣

ふ

宋

ふ

憔

ホ

輝

撻
　
　
識

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

駿
　
　
墨

ヾ
．Φ

ヾ
．Φ | | | | | | | |

∞
．ト

∞
．い | | | | | | | | | | | | | |

（週
長
）
滲
□

|
| | | | | | | |

め
ヽ

∞
Ｏ
Ｎ

| | | | | | | |

∞
，い
い

Ｎ
．Ｈ
守

∞
．∞
∞

Φ
．∞
∞

| | | | | |

Ｑ
．ヾ

Ｎ

興

響

理
劇
）
図
響

∞

ｏ
く

∽

ヾ

ｏ

く

∽

響映
　
　
圏

騰

＝
躍
＝

躊

樹
躍
＝

業
囃

躍
樹

鏃

＝
鵡
＝

躍

樹
躍
鋼

串
義

躊
鋼

鵠
＝

熱

＝
諮
璃

串

＝

器
薔

騰
璃

熙
＝

熙
＝

躍
璃

躍
＝

器
＝

鎖
＝

需

＝

鏃

＝

諮

＝

窯
＝

出
＝

躍

＝

器
＝

器
＝

躍

＝

躍

＝

鵠

引

Ｏ
Ｚ
図

０
∞

〇
ヾ

゛
ヾ

守
ヾ

い
や

０
ヾ

沼
い

∞
い

）
い

Φ
い

∞
い

出
Φ

∞
０

Ｏ
Ｏ

∞
Φ

-90-



３
）
誦
駅
懸
罪
興
＝
■

輝

∞
鵬

や

撃 ↑
雛
墨
埼
恒

↑
湘

競
悩
駆

窯
憮
Ｋ
　
崚駆
悩
旧

雛
閾
熙

雛
閾

↑
旧

中
ヽ
か
ヘ
キ
　
襦
適

雛
憫

騒
蹂
郡
憮

雛
索
口
網

雛
礎
□
欄

雛
墨
羅

中
へ
心
へ
十
　
崚駆
曖
□
熙

中
へ
心
ヽ
十
　
盪撫
蕊
口
熙

中
へ
心
ヽ
十
　
崚撫
憔
□
熙

中
ハ
心
ハ
■
　
」撫
礎
日
欄

中
へ
心
ヽ
十
　
戯撻
索
□
悩

中
ハ
心
ハ
十
　
曖確
図
熙

中
ハ
心
へ
十
　
９
埒
撻
駅
　
総撫
雲

中
へ
心
ハ
十
　
曖駆
雲
２
索
口
欄

中
へ
心
へ
十
　
」撫
曖
□
部

雛
蒻
口
熙

中
ハ
心
ヽ
十
　
崚撫
礎
□
駆

輸
礎
口
欄

雛
礎
Ｅ
羅

雛
礎
口
翻

ｓ
埒
雑
懲
　
職
眠
個

輸
朦
欄

檬
選
熙

雛
悩
樹

中

′、
心
ヽ
十
　
戯撫
縣
□
紹

職
礎
□
熙

競
蕊
口
部

輪
索
□
欄

論
曖
口
巌

中
へ
心
ヽ
キ
　
曖華
礎
□
熙

６
Ｚ
Ъ
「
麟

卜
０
０
∞

・
Φ
Φ
Ｏ
Ｎ

∞
い
Ｏ
Ｎ

０
０
日
Φ

卜
０
〓
Φ

卜
い
０
一

ヾ
∞
【
Φ

め
日
ヾ
い

∞
∞
∞
ヾ

０
∞
∞
ヾ

∞
∞
【
ヾ

ヾ
０
一
守

ヾ
ヾ
∞
守

卜
ヾ
∞
ヾ

い
ヾ
∞
ヾ

卜
Ｈ
Ｈ
ヾ

０
い
〇
［

∞
∞
Ｈ
ヾ

Ｏ
Ｈ
Ｈ
ヾ

い
い
ヾ
い

Ｎ
】
召
ヾ

ヾ
ヾ
Ｈ
ヾ

Ｎ
崎
【守
・
ｎ
ヾ
【守

一
Ｏ
Ｈ
ヾ

０
守
゛
ヾ

・
卜
Φ
Ｈ
゛

・
い
い
【
ヾ

い
〇
∞
守

〇
ヾ
０

０
日
∞
゛

理
―

Φ
Ｏ
Ｎ
ヾ

０
∞
０

＝

　

　

墾

準
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
日
日
Ｎ

゛
が
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

愧
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
日
日
゛

畑
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
口
”

個
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

φ
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ю

| | | |

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
番
日
Ｅ
∞

゛
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
嵐

伽
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
日
日
Ｈ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
ぷ
Ｓ
Ｏ
ト
パ
Ｅ
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
バ
Ｅ
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
愚
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
禦
Ｏ
Ｃ
く
さ

ｖ
句

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
糠
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ю

い
ぶ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

伸
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

傷
黎
ぶ
Ｏ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
ヾ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

゛
゛
ぶ
ｃ
ｒ
バ
Ｅ
Ｅ
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

伽
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

畑
ぷ
ぶ
Ｏ
ト
パ
日
日
Ｎ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

頓

陣

　
　
Ｋ

貧
ミ
ば
＞
２

）
興
枢
‘
後
せ

|

貧
お
´
Ю
．Ｎ
）
淑
区

貧
ミ
ば
´
８

）
撻
楓
‘
後
退

代
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ

皿
区

９
ヽ
ｏ
眩
´
い
．卜
）
簿
‘
咎
せ

８
お
“
´
い
．卜
）
鯉
枢
郷

|

３
ヽ
Φ
“
い
い
卜
）
鰹
３
後
恩

貧
ミ
“
´
８

）
継
枢
‘
峰
セ

含
ミ
饂
´
２

）
皿
К

Ｑ
お
ぼ
＞
８

）
興
枢
‘
峰
理

Ｑ
お
ぼ
´
ｏ
円
）
襲
枢
‘
螢
せ

Ｑ
お
“
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

６
こ
∝
´
ゆ
）
熙

３
ゝ

“
＞
い
．じ

専

３
後

里

２

３
ｂ

∝
ン
３

攣

|

３
ｂ
眩
´
２

）
塑
枢
‘
後
せ

等
ヽ
い
眩
＞
い
．卜
）
暉
‘
後
里

ぐ
ヽ
ぼ
´
ｏ
串
）
鰹
枢
３
後
せ

貧
お
眩
´
８

）
皿
区

Ｑ
ヽ
い
ば
´
０
．卜
）
鰹
‘
後
せ

貧
ヽ
∞
眩
´
ｏ
じ

Ⅲ
Ｋ

貧
あ
“
い
い
。Ｎ
）
■
×

貧
あ
饂
´
２

）
皿
区

６
お
ぼ
´
ｏ
一
）
雙
枢
郷

貧
お
“
´
２

）
価
区

３
あ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
輝

（
Ｎ
ヽ
∞
∝
＞

ｏ
Ｊ

　
極

区

Ｑ
ヽ
鍼
い
い
．卜
）
興
‘
後
退

３
ヽ
Φ
眩
´
い
。卜
）
翠
‘
後
ゼ

３
あ
眩
´
ｏ
【
）
鰹
枢
郷

貧
お
ぼ
”
ｏ
じ

鯉
枢
区

で
あ
“
”
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
郷

（ミ
ヾ
“
´
Ю
．じ

螺
区

障
　
　
ま

貧
お
眩
´
ｏ
Ｈ
）
螺
枢
К

３
ト
メ
い
．銀
）
枢
郷

３
ミ
´
い
．Ｓ

枢
郷

貧
ミ
“
メ
９

）
廻
釈
‘
後
退

貧
お
眩
＞
ｏ
じ

□
区

０
お
ぼ
い
い
卜
）
鰹
‘
後
せ

３
ミ
眩
＞
い
．卜
）
熙
３
後
里

|

３
ミ
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
螢
せ

お
こ
鑑
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
釈
区

含
ミ
餡
´
ｏ
じ

Ⅲ
Ⅸ

Ｑ
ヽ
い
“
”
ゆ
．卜
）
鰹
‘
峰
せ

Ｑ
ゝ
眩
´
∽
卜
）
鰹
‘
後
せ

６
ｈ
“
´
ｏ
じ

鞭
枢
‘
後
せ

６
お
眩
卜
Ю
）
興

で
き
“
´
Ю
．卜
）
熙
‘
後
せ

で
あ
饂
”
じ

鰹
漁
‘
咎
ゼ

９
ヽ
ｏ
∝
”
Ю
．卜
）

鰹
‘
後

ゼ

Ｑ
ヽ
い
α
´
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

Ｑ
お
ぼ
”
Ю
．卜
）
戦
‘
後
Ψ

３
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
腿

Ｑ
お
ぼ
い
い
．卜
）
興
‘
後
せ

貧
お
ぼ
´
ｏ
じ

亜
区

代
ヽ
∞
眩
´
い
．゙
）

皿
Ｋ

代
ヽ
“
”
９

）
興
枢
‘
後
せ

３
あ
κ
メ
８

）
興
枢
郷

貧
お
ぼ
´
ｏ
じ

優
区

３
お
眩
´
Ю
．卜
）
興
枢
郷

Ｓ
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ
　
迅
区

Ｑ
ミ
“
´
い
。卜
）
興
‘
後
想

３
ミ
α
´
８

）
興
枢
‘
螢
せ

３
ミ
“
´
い
。卜
）
興
‘
後
せ

貧
お
ぼ
メ
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

貧
お
ぼ
´
ｏ
じ

鰹
枢
Ⅸ

（ミ
ヾ
鍼
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
Ｋ

癬

需

障

　
　
く

筆

ふ |

Ъ
小

Ъ
ホ

篠
ホ |

纂

ふ |

Ъ

（

年

ヽ

篠

ふ

Ъ

ヽ

Ъ
ふ

年

ヽ

篠

ふ

篠

＾ |

篠

ヽ

体

（

体

ホ

Ъ
ヽ

体
（

篠

ふ

体

（

筆

小

篠

ヽ

篠

小

ヽ
（

Ъ
ヽ

ヽ
小

ヽ
ふ

体

（

体

ホ

篠

ホ

篠

ヽ

巨
　
　
ま

十
狡

″
味
ホ

ヽ
小

篠
ホ

ふ
く
筆
ホ

ふ
く
篠
＾

ふ
く
ヽ
（

Ъ

ふ |

Ъ
小

Ъ

（

筆

ふ

篠

ふ

篠

＾

Ъ

ふ

林

ホ

筆

ヽ

Ъ
小

篠

ホ

ふ

く

体

ふ

篠

ふ

休

小

篠

ホ

ヽ

小

Ъ

ヽ

Ъ
小

ふ

く

篠

＾

篠

ふ

篠

小

は

小

篠

ふ

Ъ

ホ

篠
ホ

体
（

劇

腿

使

　

　

騰

| | | | | | | |
| | | | | | | | |

| | | | | | | | |
| | | | | | | |

|

導
　
　
適

|

Φ
．∞

| | | | | |
| | | | | | |

| | | | |

゛
．ト | |

I | | |

（巡
撻
）
導
回

嵩
一 | | | | | | |

ヾ

【
Ｈ

∞
．Ｏ
Ｈ

| | | | | | | |

∞
．Φ
゛

∞
．〇
∞

| |

Ｎ
．０
日

|

Ｎ
．∞
一

| | | | | | | | | |

曖

製

撻
製
）
区
響

ヾ

ｏ

く

の

い

ｏ
く

∽

Ｏ
ｏ
く

∽

卜

〇
く

の

コ映
　

脚

熱

＝

躊
＝

灘
引

熱
＝

躊

＝

鏃

＝

躍

調

鵠

障

熙
＝

謙
＝

窯
喘

躊

＝

騰

引

串

＝

鵠

引

躍

＝

鵠

＝

熱
需

舗
＝

業
■

誦
引

躍

＝

鵠

＝
躍
鋼

鵠
＝

騰

＝

舗
編

鵠
＝

鵠

引

窯

＝

鵠

＝

誰

＝

臨
相

識
＝

識
＝

ё
Ｚ
図

０
ト

Ｎ
∞

ヾ
∞

０
∞

円
０

∞
０

ヾ
０

Φ
０

∞
０

〇
〇
【

【
〇
〓

Ｎ
Ｏ
【

∞
Ｏ
Ｈ

ヾ
Ｏ
Ｈ

い
〇
〓

-91-



Ｑ
）
誦
熙
服
Ｓ
興
召
組

誦

ヾ
∬

や

彗

雛
礎
□

雛
索
口
熙

雛
曖
口
熙

競
裏
２
縣
口
熙

ｓ
埒
維
駅
　
」枷
瞑

９
埒
鞭
悠
　
滅靱
騨
旧

雛
樋
欄

雛
嶼
網

雛
墨
熙

雑
曇

雛
悩
熙

中
ハ
心
ハ
■
　
議
図

縛

誕

ｓ
Ｓ
軽
駅
　
競
野
２
曖
口
圏

ｓ
埒
推
悠
　
曖枷
呉
樹

中
ハ
心
へ
什
　
輸
礎
□
翻

に
樋

に
塾

中
へ
心
ヽ
十
　
詭
礎
□
駆

中
ハ
心
へ
十
　
雛
睫
□
熙

中
へ
心
ハ
十
　
雛
曖
口
駆

中
ハ
心
ハ
十
　
“籠
礎
□
細

中
へ
心
へ
＋
　
ｓ
Ｓ
絆
悠
　
雛
雲

中
ハ
心
ハ
十
　
颯籠
図

中
ハ
心
ハ
十
　
曖蔀
悩
癬

襦
礎
□
螺

中
へ
心
ヽ
十
　
雛
縣
日
熙

雛
曖
□
部

中
ハ
心
ヽ
十
　
曖撫
曖
回
嗣
К

襦
礎
□
熙

Ｋ
Ｋ
　
」撫
礎
□
脳

疑
縣
回
圏

雛
索
口
掘

雛
縣
日
ぶ

輪
悩
羅

ｏ
Ｚ
Ъ
↓
済

∞
０
∞
Ｎ

∽
Ｈ
∞
守

∞
卜
∞
ヾ

∞
卜
ヽ
守

〇
ヽ
い

０
０
い
ゆ

Ｎ
Ｏ
Ｎ
ヾ

∞
∞
Ｎ
ヾ

∞
∞
∞
ヾ

・
【
∞
Ｎ
ヾ

卜
〇
∞
Ｎ

〇
［
い
い

理
―

・
卜
Ю
∞
ヾ
・
∞
】
∞
Ｎ

ヾ
∞
〇

∞
〇
∞
ヾ

Φ
Ｎ
∞
ヾ

・
い
一
∞
ヾ

Ｎ
【
∞
Ｎ

０
一
∞
ヾ

ヾ
沼
い
い

。
卜
Ю
』
ヾ

Ｏ
Ｎ
』
ヾ

螺

―
卑
―

ヾ
Φ
卜
ヾ

Ｈ
ヾ
い
い

・
〇
ヾ
ゆ
Ю

∞
゛
卜
守

Ｈ
Φ
卜
守

∞
０
卜
守

∞
ヾ
卜
ヾ

∞
∞
』
ヾ

∞
∞
∞
Ｎ

Ｏ
Ｎ
∞
Ｎ

０
い
∞
Ｎ

Ю
Ｈ
卜
ヾ

〇
い
卜
ヾ

・
∞
ヾ
卜
ヾ

ヾ
∞
∞
Ｎ

＝
　
　
“
曖

゛
゛
獣
Ｃ
↑
バ
Ｅ
日
Φ

伸
禦
合
Ｏ
く
さ

ｖ
句

゛
゛
ぶ
ｏ
ｒ
バ
日
日
Ｎ

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
Ｅ
Ｅ
∞

゛
゛
Ｓ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
一

゛
゛
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
ε
∞

佃
゛
ぶ

Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
゛
Ｓ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

|

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い

| |

佃
繁
合
Ｃ
く
゛

ｖ
句

佃
襲
゛
Ｃ
‘
牽

〉
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
バ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
ぶ
窓
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
牽

ｖ
句

修
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
向

嚇
凛
Ｓ
Ｃ
‘
牽

ｖ
句

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
牽

ｖ
句

佃
ぶ
蘇
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
興
Ｓ
Ｏ
く
牽

〉
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
ぶ
獣
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

佃
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

憫
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

J

目
　
　
く

３
ｂ
“
´
ｏ
［
）
熙
枢
‘
後
せ

３
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
雙
枢
郷

３
お
ぼ
い
い
卜
）
廻
枢
腿

３
ｂ
眩
”
ｏ
Ｈ
）
鞭
枢
‘
後
ゼ

３
お
ぼ
＞
ｏ
【
）
興
枢
腿

３
ミ
饂
´
ｏ
Ｈ
）
鞭
枢
‘
縫
セ

３
ミ
ば
い
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
擬
想

Ｑ
ミ
“
´
い
．卜
）
廻
‘
螢
聟

Ｑ
ミ

“
´
Ю
．卜
）
鞭

‘
後

理

３
ヽ
Φ
ン
い
．銀
）
枢
‘
後
せ

傘
ミ
“
＞
Ю
．卜
）
鰹
‘
後
せ

で
き
∝
´
８

）
撃
枢
‘
後
理

|

（Ｎ
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ
　
亜
Ｋ

貧
あ
“
＞
８

）
皿
区

０
お
眩
＞
２

）
興
枢
‘
峰
Ψ

| |

傘
お
饂
い
い
卜
）
鰹
‘
後
せ

ぐ
こ
鍼
い
い
卜
）
鰹
Ｓ
後
せ

０
お
ぼ
＞
い
．卜
）
鰹
‘
後
建

ぐ
ゝ
眩
＞
ｍ
卜
）
鰹
‘
後
せ

３
ヽ
Ю
眩
´
Ю
卜
）
鰹
‘
後
退

ぐ
お
“
ン
い
卜
）
興
‘
後
退

|

貧
お
饂
´
ｏ
じ

鰹
枢
区

Ｇ
ヽ
Φ
“
´
じ

迎
ヽ

２
”
い
。卜
）
皿
К

（ｔ
ヾ
眩
＞
２

）
塑
枢
‘
螢
せ

３
あ
い
い
。Ｎ
）
枢
郷

貧
お
醸
´
ｏ
じ

螺
枢
区

３
ミ

∝
＞
Ю
卜
）
熙

‘
後

壺

|

Ｓ
ヽ
∞
鍼
＞
ｏ
［
）
皿
К

|

踵
　
　
く

３
ｂ

“
＞
ｏ
【
）
響
枢

‘
終

里

３
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
‘
擬
セ

Ｑ
お
ぼ
´
ｏ
じ

騨
紙
堰

Ｑ
ミ
ば
い
２

）
量
枢
‘
後
２

貧
ミ
∝
´
２

）
興
枢
‘
後
せ

３
ヽ
露
”
２

）
襲
枢
ｓ
後
せ

３
ミ
“
い
い
卜
）
聖
‘
後
ぜ

●
ミ
κ
＞
ｅ
攣
２
Ｑ
お
鍼
´
ｏ
じ
興
枢
郷

３
ミ
に
い
い
．卜
）
騨
‘
後
退

３
ミ
酬
＞
ｏ
Ｈ
）
即
枢
‘
後
想

ぐ
お
α
´
い
．卜
）
興
枢
郷

３
ｂ
∝
´
ｏ
【
）
興
枢
‘
後
慰

|

（ｔ
∞
κ
´
い
．じ

興
枢
鰹

３
お
ば
い
い
．卜
）
興
枢
郷

Ｑ
ヽ
０
ば
い
い
。卜
）
鰹
‘
後
せ

| |

で
ヽ
い
ば
い
い
．卜
）
鰹
‘
螢
せ

（
ｏ
ヽ
卜
に
＞

Ю
）

網
製

Ｑ
い
“
”
０
．卜
）
鯉
３
後
せ

Ｑ
ヽ
い
ば
´
い
．じ

螺
‘
後
せ

（く
ヾ
餡
”
Ю
．じ

雲
区

Ｑ
お
ぼ
い
い
．卜
）
駆
‘
咎
Ψ

ぐ
ヽ
Φ
饂
＞
Ю
卜
）
繊

‘
後

せ

貧
お
∝
＞
ｏ
召
）
螺
枢
区

６
≧
眩
い
い
卜
）
鰹

（“
”
い
じ

皿
区

（ミ
守
“
´
ｏ
Ｈ
）
博
枢
区

代
ヽ
∞
＞
ゆ
Ｓ
　
亜
区

貧
お
い
い
．Ｎ
）
枢
区
理

３
ヽ
卜
“
い
い
．じ

鰹

‘
後

恩

３
ヽ
餡
´
８

）
廻
枢
‘
螢
里

（ミ
∞
眩
´
ｏ
じ

皿
区

Ｓ
ヽ
∞
´
め
じ

優
区

剛

需

目
　
　
く

Ъ
（

篠

小

篠

小

篠

ホ |

Ъ
ホ

体
ふ

Ъ
（

Ъ
ホ

ヽ

ホ

Ъ

ホ

篠

ヽ |

Ъ

ホ

Ъ

小

Ъ

ホ | |

篠

小

篠

ふ

篠

ホ

体

ふ

篠

ヽ

体

（

篠

小

篠

小

体

小

篠

ふ

体

（

年

小

体

（

体

小 |

篠

ふ

篠

ふ

目

　

ま

Ъ

（

体

ヽ

体

ホ

体

ホ

体

ホ

体

ヽ

Ъ

ふ

篠

ふ

篠

ふ

Ъ

ふ

体

ふ

篠

ふ |

ヽ
ふ

ヽ
ふ

ぶ

く | |

箪

ホ

纂

ふ
体
＾

ヽ
ホ

ヽ
ふ

体
ホ

筆

ヽ

篠

＾

篠

＾

体

ホ
Ъ
ホ

ヽ
小

ヽ
ヽ

Ъ
ヽ

篠
ホ

篠

ヽ

体

ヽ

劇

輝

傾
　
　
鑢

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

巡

　

悩

| | | | | |

∞
∞

゛
．０ | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

（滲
撻
）
滲
□

|

〇
一

∞
．ヾ

Ｎ

゛
．〇
∞

| | | | | | | | |

０
．∞
［

| | | |

Ｎ
．Ю
∞

| | | | | | | | | | | | | | | |

硬

製

導
製
）
凶
螢

卜

ｏ
く

∽

∞

ｏ
く

の

コ喩
　

榔

躍
調

臨

＝

騰

＝

騰
引

業
＝

鵠
＝

躍
＝

鵠
＝

誰

調

鶏

＝

躊

引

舗

＝

識

障

識
＝

鵠
囃

躊
＝

躍
燎

躍
博

躊
＝

躊
＝

聯
＝

鴫
璃

騰

＝
躍
鋼

躍
＝

躍
＝

躍

＝
器
＝

躍
璃

躍

＝
躍
鋼

串

＝
躊
＝

輩
＝

鵠
＝

Ｏ
Ｚ
図

０
０
】

卜
〇
鋼

∞
〇
【

Ｏ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
Ｈ
【

［
Ｈ
Ｈ

゛
【
Ｈ

∞
Ｈ
】

ヾ
【
】

ゆ
Ｈ
Ｈ

０
〓
〓

卜
【
【

∞
｛
〓

Ｏ
Ｈ
串

Φ
Ｎ
【

召
Ｎ
Ｈ

゛
一
Ｈ

∞
Ｎ
【

ヾ
Ｎ
【

ゆ
゛
【

Φ
一
Ｈ

』
Ｎ
【

∞
Ｎ
】

Ｏ
Ｎ
〓

〇
∞
Ｈ

【
∞
Ｈ

Ｎ
∞
Ｈ

∞
∞
〓

守
∞
沼

め
め
Ｈ

０
め
Ｈ

卜
∞
Ｈ

∞
∞
【

０
∞
Ｈ

〇
ヾ
【

-92-



６
）
痛
熙
服
ぷ
興
引
組
　
誦

Ю
∬

鸞

埋

論
墨
熙

詭
墨
駆

〕
へ
心

′、
十
　
職
適
紹

疑
墨
駆

競
閾

膊
経

詭
曖
日
熙

中
へ
心
へ
十
　
雛
礎
□
脳

論
礎
回
欄

雛
縣
口
駆

輪
曖
□
欄

９
埒
韓
蘇
　
ヒ確
礎
□
駆

ｓ
埒
推
悠
　
鐘椰
縣
日
紹

９
埒
製
悠
せ
卜
継
悠
　
崚撫
翼
旧

中
ハ
ヽ
ハ
■
　
競
礎
□
熙

中

′、
心
ヽ
十
　
艶慨
い
日
熙

中
へ
心
ハ
■
　
乖
礎
□
爾

中
ハ
心
ヽ
十
　
曖撫
藤
騒
駆

中
へ
心
ヽ
十
　
畿抑
曖
□
熙

中
へ
心
へ
十
　
崚珈
礎
□
熙
Ｋ

Ｓ
Ｋ
Ｋ
ま
　
畿確
呉
２
礎
□
紺

競
雲
２
曖
□
駆

雛
縣
口
郁

滅
礎
□
熙

雛
曖
□

稲
墨
氏
撻

ｓ
ｅ
継
駅
　
曖確
呉
駆

９
埒
推
懲
皿
尽
　
」確
熙

粽
墨
駆

中
へ
心
ヽ
十
　
誰
図

ｓ
埒
維
駅
　
ヒ枷
索
□
郎

疑
籠
日
駆

競
礎
日
網

擁
屑
韓
駅
雌
□
　
中
へ
心
ハ
■
　

ｓ
捻
韓
悠
　
」̈
縣

口
熙

６
Ｚ
ヽ
「
麟

∞
ヽ
卜
ヾ

Ｎ
ヾ
∞
Ｎ

）
∞
∞
Ｏ

・
∞
Ｈ
Ю
∽

・
Ｈ
〓
卜
で

〇
∞
卜
）

Ｏ
Ю
卜
で

ｍ
ヾ
ヾ
Ю

ゆ
ヾ
卜
ヾ

Φ
“
卜
ヾ

・
０
い
∞

〇
∞
∞
Ｎ

０
〓
い
い

。
で
ヾ
卜
ヾ

。
い
∞
∞
Ｎ

ヾ
Ｎ
卜
ヾ

卜
一
【
Ю

・

Ｈ
ヾ
∞
Ｎ

Ｎ
Ю
ヾ
０

Φ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

ト
ト
〇
〓

増
―

い
０
０
日

Ｈ
Ｏ
ヽ
守

や
０
０
Ｈ

ヾ

・
０
∞
Ｎ
ヾ

Ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｈ

Ｏ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

＝
い
ヽ
ヾ

０
卜
Ｏ
Ｈ

∞
Ｈ
一
ヾ

Ｎ
∞
〇
【

Φ
ト
ト
ヾ

【
∞
０
０

・
Φ
Φ
ヽ
い

理
―

緊

―
燻
―

＝

　

　

墾

゛
尽
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
糠
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

に
ぶ
糠
Ｃ
卜
ヽ
日
日
゛

佃
゛
駅
Ｃ
ト
パ
日
日
Φ

|

佃
褒
Ｓ
Ｃ
く
牽

ｖ
句

燎
禦
合
Ｃ
く
牽

ｖ
句

伽
繁
Ｓ
Ｃ
く
牽

ｖ
句

゛
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

佃
黛
Ｓ
Ｃ
く
お

Ｖ
句

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
さ

Ｖ
句

伽
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
Ｓ
獣
Ｏ
ト
バ
臼
日
ヾ

|

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
８
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
富
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

゛
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
゛

個
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
Ｑ

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
尽
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

個
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
黛
Ｓ
Ｃ
く
證

〉
句

佃
褒
゛
Ｏ
‘
牽

〉
句

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
【

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

修
ぶ
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
口
【

個
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
尽
ぶ
Ｏ
ト
パ
Ｅ
日
∞

伽
゛
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
繋
合
Ｃ
く
證

〉
句

姻

国
　
　
ζ

貧
お
“
い
い
。卜
）
鰹
区

| |

３
お
ぼ
´
ｏ
【
）
軽
枢
郷

３
お
“
＞
ｏ
［
）
廻
枢
懸

|

貧
お
眩
＞
ｏ
Ｈ
）
躯
枢
К

ぐ
お
饂
い
い
卜
）
興
‘
後
せ

Ｓ
ヽ
∞
∝
”
ｏ
Ｈ
）

Ⅲ
К

貧
ヽ
∞
“
＞
ｏ
Ｈ
）
Ｉ
Ｘ

８
お
ぼ
´
Ю
．卜
）
響
枢
郷

８
ミ
“
´
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
峰
せ

６
あ
眩
´
Ю
卜
）
攣
枢
郷

６
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
塑
釈
‘
螢
星

| | |

Ｑ
ヽ
ｏ
眩
い
い
卜
）
鰹
３
後
ぜ

|

Ｑ
ミ
“
”
い
．卜
）
熙
‘
後
せ

お
い
ば
´
ｏ
｛
）
翠
枢
区

３
お
ぼ
´
い
．卜
）
興
枢
輝

貧
ミ
∝
´
２

）
軽
枢
‘
螢
せ

|

６
ヽ
卜
“
´
ｅ

墾
＾

３
ミ
“
´
Ю
．卜
）
廻
‘
後
せ

で
あ
“
´
ｏ
【
）
軽
枢
‘
後
せ

貧
ヽ
∞
∝
´
ｏ
Ｊ
　
硼
区

８
お
“
´
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
‘
後
ぜ

|

３
ｂ
∝
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

３
ヽ
め
ば
´
い
．卜
）
駆
‘
後
ゼ

３
ヽ
い
∝
＞
い
．卜
）
簿
‘
螢
里

３
お
ぼ
”
８

）
興
枢
‘
峰
セ

３
ｂ
“
い
い
．卜
）
螺
‘
後
せ

障

　

　

意

貧
ミ
饂
ン
ｏ
Ｈ
）
興
枢
３
角
せ

貧
お
い
い
じ

Ⅲ
区

（健
Φ
“
い
い
じ
駆
‘
後
史
２
↑
≧
“
ン
ｅ
鰹
熱
‘
後
）

（
一
ヽ
∞
“
＞

ｏ
じ
　
優

Ｋ

貧
お
い
い
０
枢
区
２
代
お
α
´
ｏ
じ
極
区

|

貧
≧
“
´
ｏ
［
）
露
枢
区

貧
お
κ
い
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

３
お
ぼ
´
ｏ
［
）
興
枢
郷

貧
あ
“
´
２

）
■
区

お
ヽ
卜
“
´
Ю
．じ

繊

‘
峰

ゼ

３
ミ
“
´
ｏ
【
）
鯉
枢
‘
後
せ

３
ヽ
卜
に
い
い
）
理
‘
後
せ

３
ミ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
繊
枢
‘
後
セ

|

Ｑ
ヽ
Φ
“
´
い
。卜
）
廻
‘
峰
せ

３
お
眩
´
い
』
）
駆
‘
後
退

Ｑ
ヽ
Φ
“
´
い
．卜
）
駆
‘
咎
理

３
ｂ
“
”
め
卜
）
蝉
‘
後
ゼ

Ｑ
ミ
“
＞
Ю
卜
）
塑
‘
後
セ

Ｑ
ヽ
い
∝
い
い
．卜
）
簿
‘
螢
せ

お
こ
∝
´
Ю
．卜
）
鰹
Ｓ
螢
せ

お
ヽ
卜
饂
”
ｏ
こ
導
枢
‘
後
里
２

８
あ
“
”
い
じ

位
区

Ｓ
ヽ
“
＞
２

）
廻
枢
‘
後
せ

６
ミ
眩
い
い
）
興

３
お
“
”
ｏ
【
）
鞭
枢
‘
後
せ

３
ヽ
ぼ
´
ｏ
【
）
興
枢
‘
後
せ

６
じ
眩
＞
Ю
．卜
）
螺
‘
峰
Ψ

３
お
“
”
２

）
興
枢
‘
螢
せ

貧
お
α
”
ｏ
じ

Ⅲ
区

（ミ
寸
饂
”
い
．じ

颯
×
２

３
お

“
´
∽
じ

駆
‘
後

ゼ

３
お
ぼ
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

貧
ゝ
“
メ
ゆ
．卜
）
駆
区

３
ｂ
“
”
Ю
．卜
）
露
‘
後
せ

Ｑ
お
眩
い
い
卜
）
興
‘
後
せ

測

需

踵

　
　
く

祢

ホ

篠

ふ |

筆

ふ
Ъ
＾ |

Ъ
ふ

体

（

篠

ホ

黙

ホ

篠

小

猿

ヽ

体

（

ふ

く | | |

篠

ふ |

Ъ

（

年

ホ

林

小
纂
ホ |

体

ふ

体

ホ

篠

ふ

鯨

＾

篠

ホ |

Ъ

ホ

年

小

篠

ふ

ヽ

ホ

篠

ふ

目
　
　
ま

Ъ
小

Ъ
ふ

体

ふ

篠

ヽ

Ъ

（ |

体

ホ

篠

ふ

篠
ホ

Ъ
ホ

Ъ
ホ

Ъ
ヽ

朱

ふ

十
狡

″

ヽ
く
篠
ふ

|

憔

ふ

ヽ

小

体

ヽ

林

ヽ

篠

ホ

Ъ
ふ

朱

ホ

ふ

く

篠
＾

体

（

篠

ホ

篠

ホ
ふ

く

体

ヽ

Ъ
（

体

ふ

は

ふ

篠

ふ

篠

ホ

Ъ

ホ

酬

巡

撻
　
　
器

| | | | | | | | | | | |
I | | | | | | | |

| | | | | | | | | |
| | | |

Ｕ

　
　
墨

ヾ
．∞ |

| | | | | | | | | | |
| | | | | | | | | | | |

Ｎ
．∞ | | | |

（邸
攘
）
巡
□

|
| | | | |

ヾ
。一

∞

∞
Ｎ

Ｏ
．Ｎ
Ｎ

∞
．卜
一

ヾ

卜
∞

∞
．Ｏ
Ｎ

| | | | | | | |

Ｎ
．∞
【

Ｏ
．】
Ｎ

| | | | | | | |

ヾ
．め
∞

Φ
．∞
訳

卜
．∞
∞

曖

製

撻
報
）
凶
要

∞

ｏ
く

の

〇

〇
く

の

ｏ

【
く

の

「虫
　

脚

器
＝

臨
引

窯
＝

識
引

熱
＝

騰

に
諮
樹

器
＝

躍

＝

舗
＝

賭
＝

腱
＝

騰

＝

騰

＝

躍

に

舗

＝

出
＝

躍
＝

熱

翠

躊

＝

熱
＝

躍
＝

騰
＝

躍
＝

躍

＝

業

＝

躍
＝

躊

＝
器
喘

鵠
＝

鵠

鋼

騰
＝

鵠

＝

鶏
＝

舗
＝

ё
Ｚ
図

Ｎ
ヾ
［

∞
ヾ
Ｈ

ヾ
ヾ

Ｈ

Ю
ヾ
Ｈ

卜
守
薇

０
ヾ
〓

〇
∽
Ｈ

゛
Ю
Ｈ

∞
い
召

ヾ
い
一

い
い
Ｈ

Ｏ
い
Ｈ

∞
い
日

〇
〇
Ｈ

゛
Φ
Ｈ

∞
Ｏ
Ｈ

ヾ
０
日

い
０
日

Φ
Ｏ
日

卜
Φ
鋼

〇
卜
【

Ｎ
』
】

∞
卜
〓

ヾ
卜
［

め
卜
Ｈ

-93-



８
）
誦
熙
懸
罪
興
刊
蠣

誦

ｏ
∬

撫

螺

競
礎
□
檬

雛
索
□

雛
縣
口

羅
図
翻

雛
図
駆

競
墨

中
ハ
心
へ
十
　
」駆
索
口
網

中
ハ
さ
ハ
十
　
崚枷
藤
日
熙

中
ハ
心

′、
十
　
建珈
曖
□
網

中

′、
心
へ
十
　
ｓ
埒
推
悠
　
崚撫
曖
日
Ｍ

輪
礎
□

疑
礎
口
熙

↑
詭
閾
綾
撻

締
曖
畷
網

雛
雲
２
索
□
欄

輪
蕊
□
個

競
礎
Ｅ

雛
礎
口
翻

ｓ
埒
撫
黙
皿
尽
　
縣
□
案
Ⅸ
日
　
輪
礎
□

ｓ
埒
継
窓
　
“籠
邸

い
圏

ｓ
埒
鞭
駅
　
論
野
翻

ｓ
捻
推
悠
　
ヨ距
雲
圏

↑
雛
量
崎
運

い
競
悩
崎
掟

中
ハ
心
ハ
十
　
崚樺
図

雛
図
駆

雛
悩
嗣

論
悩
韻

雛
図

雑
悩

雛
優

９
総
攘
業

卜
ｄ
博

卜
回
障

↑
繊
障

６
Ｚ
Ъ
■
麟

い
い
一
い

Ｈ
ｍ
∞
い

理
―

ヾ
Ｈ
Ｈ
Φ

輿
―

Φ
【
【
Φ

Ｏ
Ｏ
い
マ

撃
―

聰
―

Φ
∞
ヾ

聰
―

螺
―

〇
ヽ
０
で

０
ヾ
い
ヾ

Ю
Φ
∞
Ю

・
０
∞
Ю
ヾ

∞
Φ
Ю
ヾ

０
∞
∞
Ю

理
―

ヾ
Ｏ
い
で

∞
卜
ゆ
ヾ

Ｏ
Ｏ
守

０
一
Ю
ヾ

Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ю

・
Ｈ
Φ
ゆ
ヾ

卑
―

い
∞
い
ヾ

・
∞
』
い
守

・
∞
Φ
い
ヾ

〇
ヾ
∞
い

ヽ
Ｎ
Ю
ヾ

∞
∞
∞
Φ

』
０
い
ヾ

い
め
Ю
ヾ

Ｎ
Ｏ
ヾ

鸞

―

ヾ
Ｈ
Φ
ヾ

ヾ
卜
い
Φ

Ｈ
ヾ
Ю
ヾ

引
　
　
墾

伸
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
＝

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｈ

個
尽
蘇
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
゛
嵐
Ｏ
ト
パ
日
日
Ｎ

佃
゛
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

憫
黎
蘇
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
黛
Ｓ
Ｃ
く
さ

ｖ
句

佃
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
べ

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
守

佃
゛
嵐
Ｃ
ｒ
ヽ
日
自
゛

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
自
“

伽
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

御
゛
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
日
め

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

|

゛
ぷ
窓
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
黙
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

個
ぶ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

個
ぷ
黙
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

| | | |

頓

障

　
　
Ｋ

３
ｂ
“
´
Ю
．卜
）
螺
‘
咎
ゼ

貧
ミ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
聖
釈
‘
後
辺

貧
ミ
饂
い
ｏ
【
）
廻
枢
‘
峰
壺

（く
ヾ
饂
”
ｏ
じ

鰹
区

含
お

い
い
。Ｓ

皿
区

Ｑ
ヽ
０
ば
＞
Ю
．卜
）
興
‘
後
ゼ

で
ヽ
Φ
麟
＞
い
．じ

廻
‘
咎
セ

（く
ヾ
ぼ
´
ｏ
じ

鰹
区

３
ヽ
い
ば
´
い
．こ

駆
‘
後
せ

|

（゙
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ
　
Ⅲ
К

貧
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
導
枢
‘
後
２

貧
ミ
“
”
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
２

貧
ヽ
∞
∝
＞
ｏ
じ

週
区

（ｔ
∞
餡
＞
ｏ
Ｈ
）
興
枢
経

（ｔ

∞
κ
＞
ｏ
Ｈ
）
興
颯
腿

含

ヽ
Φ
い

じ

皿

Ｋ

３
ｂ
α
メ
い
．卜
）
翠
３
後
ゼ

代
ヽ
“
メ
ｏ
｛
）
廻
枢
‘
後
退

畔

貧
お
ぼ
´
ｏ
じ

皿
区

（ミ
ヾ
饂
´
ｏ
じ

鰹
枢
区

代
ヽ
α
＞
２

）
継
枢
‘
後
せ

３
お
ぼ
´
ｏ
【
）
廻
枢
輝

| | | | |

∞
お
ぼ
”
い
．卜
）
醸
枢
郷

∞
お
ぼ
”
Ю
．卜
）
運
枢
郷

ｔ
∞
眩
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
腿

ヽ
お
ぼ
´
Ю
．卜
）
熙
枢
郷

臓

　

ま

３
ヽ
い
眩
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
ゼ

代
ヽ
卜
α
´
Ю
．卜
）
興
‘
後
２

貧
ミ
κ
＞
い
．卜
）
興
‘
螢
ゼ

３
ｂ
α
い
い
．卜
）
専
‘
後
ゼ

６
お
眩
＞
ｏ
Ｈ
）
鯉
釈
郷

含

ヽ
∞
´

い
．０

　
優

Ｋ

Ｑ
し
に
い
い
．卜
）
軽
‘
後
ゼ

で
き
ば
い
い
．卜
）
興
‘
峰
２

３
ゝ
∝
”
い
．卜
）
暉
‘
咎
辺

３
ヽ
い
κ
い
い
．卜
）
鰹
‘
峰
２

０
お
に
メ
い
．卜
）
興
‘
後
２

（゙
ヽ
∞
“
ン
ｏ
こ
　
亜
区

３
ミ
に
´
ｏ
【
）
韓
楓
‘
擬
せ

９
ヽ
だ
い
０
．卜
）
騨
‘
螢
せ

３
ミ
α
卜
Ю
．卜
）
興
‘
後
ゼ

３
ミ
κ
＞
い
．卜
）
軽
‘
後
２

３
お
ぼ
メ
ｏ
Ｈ
）
興
枢
郷

３
お
ぼ
い
い
卜
）
鞭
枢
郷

Ｓ
ヽ
∞
“
´
ｏ
Ｏ

優
区

（ｔ
∞
ば
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
郷

６
あ
“
´
ｏ
【
）
興
枢
輝

貧
お
眩
＞
ｏ
じ

皿
区

０
お
鑑
い
い
卜
）
塑
Ｓ
後
せ

代
ヽ
だ
＞
８

）
塑
枢
‘
後
せ

Ｏ
ｂ
α
い
い
』
）
興
‘
終
セ

３
あ
∝
＞
ｏ
｛
）
興
枢
郷

（ミ
∞
∝
”
ｏ
じ

颯
К

Ｑ
ミ
眩
い
い
卜
）
廻
‘
後
退

貧
ミ
は
い
８

）
量
枢
‘
後
Ψ

（ｔ
∞
饂
´
ｏ
Ｈ
）
熙
釈
郷

貧
ミ
α
＞
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
理

| | | |

翻

膠

回

　
　
Ｋ

体

ふ
篠
ふ

Ъ
＾

Ъ
ふ

体
ホ

体

（

篠

ふ |

Ъ
＾

ヽ
ホ |

篠

小
1、

ヘ
体

ホ
ふ
ホ

Ъ
ふ

ヽ
ヽ

Ъ
（

Ъ
ヽ

宋

ヽ
ヽ
小

朱
＾

体
ホ

妹
ヘ

Ъ
ふ

Ъ
小

ヽ
ふ

Ъ
ふ

体

ふ

休

ふ | | | | |

目
　
　
ま

篠

小

Ъ

小

纂

小
ヽ

く

篠

ホ

Ъ

（

篠

ヽ

篠

小

Ъ

ふ

ヽ

小

篠

ヽ

体

（

体

ホ

篠

小
ヽ

く

篠

ホ

篠

小

体

（

篠

ヽ

体

（

年

ヽ

篠

ヽ

ふ

く

体

ヽ
ヽ

く

ヽ

く

篠

小

篠

小

ふ

く

ふ
く
鯨
ヽ

| | | | |

酬

輝

拒
　
　
騰

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

遡

　

図

|
| |

Ｎ
．∞

ヾ
Φ | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

い
．０

Ｎ
．ト | | | |

（巡
攘
）
遡
口

|

ヾ
出

∞

ヾ
日

| | | | | | | | | | | | | |

Φ
．ヾ

Ｎ
| | |

０
．Ｏ
Ｎ

| | | | | | | | | | | |

国

製

彗
瓢
）
図
翠

ｏ

［
く

∽

Ｈ

Ｈ
く

∽

コ映
　
　
暉

躍

＝
器
＝

騰
＝

騰

＝

出

引

騰
＝

識
＝

騰

引

鏃
＝

騨

翠

業
＝

需

＝

諮
＝

器

調

舗

＝

鑢

＝

鵠

＝

業
＝

鵠

＝

舗

＝

謙
＝

熱

＝

熱

＝

騰

＝

騰
＝

騰
＝

器

＝
窯
＝

躍

＝
器
＝

躍
＝

業

に
躍
樽

鵠

障

舗

障

Ｏ
Ｚ
図

Φ
卜
【

ト
ト
コ

∞
ヽ
燎

Ｏ
卜
【

〇
∞
［

【
∞
Ｈ

゛
∞
串

∞
∞
［

ヾ
∞
【

Ю
∞
【

Φ
∞
【

卜
∞
Ｈ

∞
∞
【

０
∞
【

０
０
召

Ｈ
Ｏ
Ｈ

゛
Ｏ
Ｈ

∞
い
〓

や
Ｏ
Ｈ

い
０
「

Φ
Ｏ
【

卜
Ｏ
Ｈ

∞
い
Ｈ

Ｏ
Ｏ
【

〇
〇
゛

【
〇
ヽ

∞
Ｏ
Ｎ

∞
Ｏ
Ｎ

ヾ
Ｏ
Ｎ

め
Ｏ
Ｑ

０
０
Ｎ

卜
Ｏ
Ｎ

∞
〇
ヽ

０
０
Ｎ

〇
【
Ｎ

-94-



貧
）
誦
縦
服
ぶ
興
引
Ｉ
　
誦
卜
鵬

や

埋

雛
索
□
機

雛
礎
□
欄

競
礎
口
個

Ｋ
К
く
　
ｓ
埒
推
悠
皿
尽
　
襦
朦
懇

９
埒
絆
駅
　
戯椰
震
樹

中
へ
心
へ
十
　
職
悩
欄

燿
へ
心
へ
十
　
漱
図

∝
欄

策
曖
□
熙

乖
索
回
熙

雛
縣
□
韻

競
礎
□
爾

稀
索
□
爾

疑
礎
回
熙

雛
蕊
口
駆

雛
曖
□
欄

競
礎
□
檬

襦
曖
回

ｓ
埒
絆
悠
皿
Ｒ
　
」枷
曖
口
↑
駆

ｓ
埒
推
駅
　
曖駆
索
口
熙

論
曖
日

↑
Ｋ
Ｋ
ま
　
ｓ
埒
準
懲
皿
尽
　
曖枷
雲

職
墨
　
鵠
＝
ヽ
＝
ホ
ーー

“

に

雄 懸

中
へ
心
へ
十
　
崚中
熙
２
競
礎
□
駆

雛
索
□
熙

雛
擬
爾

〕
へ
心
ハ
■
　
論
悩
駆

中
へ
心
ヽ
十
　
“枷
擬
駆

雛
図
稲

誰
悩
駆

雅
樋
駆

中

′、
心
ハ
■
　
颯類
図
熙

中
へ
心
へ
十
　
ｓ
埒
絆
悠
　
継抑
縣
□
駆

中
へ
ヽ
ハ
■
　
ｓ
埒
撻
懲
　
曖駆
展
部

６
Ｚ
Ъ

＝
麟

０
日
∞
め

〇
め
い
∞

∞
Φ
Ｏ
∞

ヾ
〇
〇
ヾ

ヾ
【
〇
ヾ

∞
【
い
。
Ｎ
Ｎ
∞
い
。
卜
Ｈ
∞
い

【
〇
〇
ヾ

・
い
Ｏ
Ｏ
∞

∞
∞
０
∞

卜
∞
０
∞

理
―

∞
【
〇
ヾ

∞
ヾ
０
∞

∞
【
∞
い

【
０
０
∞

〇
ヽ
〇
ヾ

ヾ
［
Ю

０
日
０
∞

【
い
０
∞

緊
―

ヾ
Ｎ
Ｏ
∞

∞
〇
〇
ヾ

ヾ
Ｏ
Ｏ
∞

０
０
０
ヾ

∞
卜
い
０

ト
ト
Ю
Ｏ

ト
ロ
０
∞

０
０
∽

〇
一
∞
Φ

Φ
Ｏ
Ｏ
ヾ

Ю
Ｈ
Ｏ
ヾ

Ю
Ｈ
Ю

【
【
〇
ヾ

Ｎ
∞
卜
い
。
』
Φ
Φ
Ю

ト
ト
Φ
い

＝

　

　

墾

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
Ｅ
一

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

伽
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

畑
が
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
゛
糠
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

伽
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
゛

個
黎
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

佃
黎
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

個
尽
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
８
一

佃
築
Ｓ
Ｃ
‘
お

Ｖ
句

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｈ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
゛

〉
句

個
興
金
Ｏ
‘
牽

ｖ
句

゛
禦
合
Ｃ
‘
姦

〉
句

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
い
Ｈ

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い

゛
Ｓ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

準
興
Ｓ
Ｃ
く
轟

ｖ
「

銀
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
い

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い
．Ｈ

|

゛
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
で

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
墨
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

゛
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
バ
８
日
∞

佃
尽
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
“

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
〓
゛

憫
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
め

゛
黎
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
Ｅ
一

φ
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
Ｅ
ｏ

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
、
日
日
Ｎ

む

腫

　
　
く

３
ミ
鍼
´
ｏ
Ｈ
）
戦
枢
３
後
せ

３
お
ぼ
＞
ｏ
Ｈ
）
靱
枢
郷

貧
あ
い
い
．０

皿
区

|

３
ミ
∝
＞
ｏ
じ
２
守

卜ヽ
“
い
い
．じ
奪
‘
後
せ

８
お

“
”
Ю
．じ

颯
■
後

ゼ
２

Ｓ
ｂ
配
´
い
．こ

鰹
区

３
ミ
ば
＞
８

）
興
枢
‘
峰
２

貧
お
饂
い
い
．卜
）
駆
区

３
ヽ
卜
“
´
い
．卜
）
興
‘
後
せ

（
べ
ヽ
∞
鍼
´

ｏ
じ

　
皿

区

６
ヽ
Φ
眩
”
Ю
）
興

（ミ
∞
“
＞
０
こ
題
区
２
貧
お
醸
ン
ｏ
じ
露
区

（Ｎ
ヽ
∞
κ
＞
ｏ
じ
　
颯
区

３
ミ
“
´
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

３
あ
眩
´
ｏ
【
）
廻
枢
鰹

（ミ
∞
“
´
い
．卜
）
興
枢
郷

（ｔ
∞
ば
＞
ｏ
じ

興
枢
郷

貧
お
眩
い
い
。卜
）
螺
区

６
ヽ
Φ
眩
´
い
。卜
）
鰹
‘
後
せ

貧
お
眩
´
い
．卜
）
皿
区

Ｑ
ヽ
卜
に
い
い
．卜
）
興
３
擬
想

０
い
∝
´
い
．卜
）
露
‘
峰
セ

|

含
ミ
眩
´
８

）
皿
区

３
ｂ
饂
”
Ю
）
鰹
憔
‘
峰
せ

Ｑ
ミ
饂
´
ｏ
Ｈ
）
翌
枢
‘
後
恩

貧
ミ
眩
´
い
．じ

鰹
К
罫

（く
ヾ
´
い
．Ｎ
）
枢
К

で
き
酬
＞
い
．卜
）
鰹
‘
後
ゼ

貧
お
ぼ
´
め
』
）
鰹
Ⅸ

（
Ｎ
ヽ
∞
眩
´

ｏ
じ

　
颯

К

貧
じ
“
´
ｏ
じ

簿
枢
区

含
お
ぼ
”
ｏ
｛
）
螺
区

６
お
ぼ
´
い
。こ

螺
罫

貧
ゝ
メ
ｍ
一
）
楓
К
瞥

目

　

　

ま

で
ヽ
卜
“
´
Ю
．卜
）
鞭
‘
後
せ

３
お
ぼ
´
ｏ
出
）
廻
枢
郷

貧
あ
い
い
．０

■
ビ

３
ミ
“
い
い
．卜
）
鞭
‘
後
せ

↑
き
“
メ
Ю
．卜
）
興
３
後
里

８
お

“
い
い
じ

鰹
二
後
建
２

貧
ゝ

“
´
い
こ
藤
区

貧
ヽ
∞
∝
＞
ｏ
じ

亜
区

傘
ヽ
Ю
∝
´
Ю
卜
）
暉
‘
後
せ

貧
お
“
”
Ю
．卜
）
鰹
区

代
ヽ
∞
饂
´
ｏ
【
）
Ⅲ
К

ぐ
こ
ぼ
＞
Ю
）
鞭
‘
後
Ψ

貧
あ
眩
＞
ｏ
じ
毬
×
２
含
お
饂
＞
ｏ
じ
鰹
区

（
Ｎ
ヽ
∞
“
メ

ｏ
じ

　
運

区

３
お
“
´
Ю
．卜
）
螺
３
螢
せ

３
ミ
“
＞
２

）
廻
枢
３
後
ゼ

３
ミ
∝
´
ゆ
．卜
）
鯉
３
後
理

３
お
ぼ
”
８

）
廻
枢
郷

３
ヽ
ｏ
眩
´
い
．卜
）
鰹
‘
螢
せ

３
お
ぼ
メ
ゆ
．卜
）
膊
３
後
里

３
ヽ
卜
鍼
い
い
い
）
鞭
‘
後
せ

Ｑ
ヽ
Φ
∝
”
Ю
．卜
）
鞭
３
後
２

０
お
ぼ
´
ｍ
卜
）
鰹
‘
後
望

|

含
ヽ
卜
眩
´
ｏ
じ
―
ミ
ヽ
∞
∝
”
ｏ
じ
皿
区

３
ｂ
眩
＞
い
）
鰹
熱
‘
後
せ

貧
≧
饂
´
ｏ
一
）
鰹
枢
区

貧
お
ぼ
´
ｏ
じ

優
区

３
ｂ
κ
＞
崎
時
）
駆
‘
後
せ

Ｑ
ヽ
Φ
眩
い
い
。』
）
廻
‘
後
せ

含
お
い
い
。Ｓ

Ｉ
Ｘ

（Ｎ
ヽ
∞
“
”
ｏ
じ
　
硼
区

貧
ミ
∝
´
ｏ
日
）
興
枢
‘
後
せ

貧
ミ
“
´
ｏ
［
）
廻
枢
‘
後
セ

６
ヽ
ヾ
“
＞
い
卜
）
鰹

Ｑ
お
“
い
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
咎
せ

翻

羅

臓

　
　
超

篠

小 |

体

（ |

Ъ

ヽ

Ъ
（

ヽ
（

篠

ふ

体

ホ

体

ホ

篠

ホ

箪

（

体

（

篠

ホ

体
ホ

篠

ホ

篠

ホ

篠

ふ

は

ふ

篠

小

体

（

体

ホ |

Ъ
ホ

Ъ
本

体

＾

篠

＾

体

（

体

（

体

ホ

体

ふ

篠

小

Ъ
ヽ

篠

ふ

味

ヘ

障

　

　

ま

ふ
く
憔
ホ

Ъ
ヘ

篠

ホ
林
＾

Ъ
ふ

篠

ふ

篠

ふ

篠

小

篠

ヽ

篠

ホ

Ъ
ふ

Ъ
小

年

ふ

篠

ふ

ふ
く
憔
ホ

篠

ヽ

纂

ヽ

年

小

林

ふ

篠

小

ヽ
小

篠

ふ |

篠

ふ

ふ
く
体
小

篠

ホ

年

ヽ

Ъ

小

ふ
く
憔
ホ

箪
ふ

十
狡

″
篠
小

纂

ホ

体

（

も
く
体
小

Ъ

（

酬

運

恒
　
　
鑢

| |
| | | | | | | | | |

| | | | | | | | |
| |

∞
．Ｎ
∞
２

∞
．Ｈ
∞

| | | | | |
| | | | |

巡
　
　
図

| | | | |

∞
．守

Ｎ
．ヾ

|
| | | | | | | | | |

| | | |

卜
．【
【

| |

』
．０

Ｈ
．Ｏ

ヾ
．Ｏ | |

（巡
攘
）
滲
□

∞
訳

０
．∞
【

|
| | | | | | | | | |

| | | | | | | | |

∞
∞
２

Φ
．∞
Ｎ

卜
．Φ
一
２

０
Ｎ
一

ヾ
．Φ
゛

| | | | | | | |

国

製

一撻
錮
）
凶
爛

Ｎ

【
く

∽

Φ

Ｈ
く

∽

コ映
　

岬

熱

＝

誰
引

囀

薇

躊

＝

臨

＝

窯
＝

鵠

＝

識
＝

串
＝

騰

＝
躍
＝

鵠

＝

鴫
＝

躍
＝

諮
＝

串
＝

舗

＝

窯

＝

躍

＝
鶏
＝

躍
＝

鶉
＝

雖
障

鵠
＝

眼
調

熱
＝

誰
＝

鵠

＝

業
＝

鵠

＝

熙

＝

躊
相

舗

引

聰

＝

騰

＝

６
Ｚ
図

Ｈ
Ｈ
一

Ｎ
嵩
Ｎ

∞
日
ヽ

ヾ
Ｈ
∞

Ю
【
Ｎ

０
日
Ｎ

卜
円
Ｎ

∞
［
Ｎ

０
【
Ｎ

Ｏ
ヽ
Ｎ

【
べ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

∞
∞
Ｎ

ヾ
ヽ
Ｎ

Ю
∞
゛

Φ
゛
Ｎ

』
ヽ
Ｎ

∞
“
Ｎ

Ｏ
Ｎ
Ｎ

〇
∞
゛

Ｈ
∞
Ｎ

Ｎ
∞
Ｎ

∞
∞
Ｎ

ヾ
∞
Ｎ

め
∞
Ｎ

Φ
∞
゛

卜
∞
Ｎ

∞
∞
Ｎ

〇
∞
゛

〇
ヾ
Ｎ

【
ヾ
Ｎ

Ｎ
ヾ
Ｎ

ヾ
ヾ
゛

Ю
ヾ
Ｎ

-95-



の
）
Ｒ
熙
職
膠
興
＝
駆

誦

∞
∬

撫

撃

中
へ
心
ヘ
キ
　
ｓ
埒
撫
悠
　
ヒ鷹
睫
口
紹

中
へ
心

′、
十
　
論
適
駆

中
ハ
小
へ
十
　
誰
図
網

中
へ
心
ハ
■
　
メ
黎
窓
競
脚
□
　
曖枷
縣
口
翻

派
礎
□
網

ｓ
埒
推
駅
　
′塁
籠
匡
庸
Ｋ

論
匡
２
礎
□
熙

競
悩

論
悩

論
索
口
翻

競
野
欄

」
距
口
冒
樹

雖
擬

に
騒

縮
墨

ｓ
総
糠
駅
　
崚撫
眠
欄

ｓ
ヾ
鞭
蘇

ｓ
埒
メ
挙
ヽ

“
輪
野
翻

騒

博

中
へ

心
ハ
十
　
辮

雛

図

κ
К
　
絆
駅
≪
∞
　
颯加
雲
２
礎
回
駆

ｓ
埒
撫
駅
　
颯無
雲

輪
礎
□
圏

ｓ
埒
維
駅
皿
尽
　
戯椰
朦
機

競
曖
□
郎

ψ
ハ
心
ハ
■
　
」撫
藤
回
Ｍ

雛
藤
回
欄

０
埒
推
悠
輸
脚
口
　
曖抑
索
回
駆

継
駅
≪
∞
　
」撫
縣
口
駆

雛
蒻
口
謡

輪
礎
口
韻

牽
機
稿
　
曖難
藤
口
欄

中
へ
心
ヽ
十
　
ｍ巾
礎
口
側

雛
藤
回
檬

Ｏ
Ｚ
Ъ
〓
麟

０
∞
』
い
。
〇
∞
〇
゛

ヽ
Ｎ
Ｏ
Ｎ

∞
Ｎ
Φ
Ю

Φ
゛
Ｏ
Ｎ

ヾ
∞
卜
Ю

∞
∞
【
Ｏ

∞
一
〇
Ｎ

Ｏ
Ю
卜
Ю

ヾ
［
ｏ
ｍ

・
ｏ
Ｏ
い
い

０
』
』
い
・
゛
Ｏ
卜
い
・
Ｈ
Φ
卜
い

０
ヾ
卜
ｍ

Ｈ
∞
Φ
い

０
ヾ
０
い

゛
ヾ
Ｏ
ｍ

Ｈ
Ю
Ｏ
め

ヽ
い
Ｏ
ｍ

∞
ヾ
０
い

卜
Ю
∞
い

卑
―

Φ
ヾ
∞
ヾ

・
崎
ヾ
∞
ヾ

Ｈ
ヾ

”
守

・

〇
ゞ

”
守

０
】
∞

・
Φ
ヾ
Φ
∞

ｏ
Ｏ
い
の
２

卜
∞
い
∞

い
∞
∞
Ю

卜
〇
∞

Φ
∞
い
∞

・
〇
〇
∞

ヾ
０
め
∞

゛
〇
ヾ
い

〇
一
Ｈ
Ю

ヾ
０
ト

卜
〇
∞

引
　
　
墾

嚇
゛
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
Ｅ
∞

゛
墨
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

燎
Ｓ
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
自
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

御
黎
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
゛

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
一

佃
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

↑
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

伽
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
Ｇ
∞

|

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
ε
∞

準
墨
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

伽
ぷ
ぶ
Ｃ
絆
ヽ
日
日
Ю

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
日
∞

|

偵
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

修
ぷ
潔
Ｃ
ｒ
番
日
日
い

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

い
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
で

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
守

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
い

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

御
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｏ
ｒ
バ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

個
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
ｏ

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

佃
望
Ｓ
Ｃ
‘
牽

〉
η

劇

目
　
　
く

Ｑ
お

眩
´
ｏ
じ

興
枢

‘
後

せ

３
お
“
＞
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
退

３
お
ぼ
い
０
【
）
響
枢
‘
螢
ぜ

|

貧
ヽ
餡
い
い
。Ｎ
）
枢
Ｋ

|

貧
お
ぼ
”
い
．卜
）
繊
枢
郷

|

貧
ミ
“
＞
ｏ
［
）
響
釈
‘
後
２

３
ｂ
ば
”
い
。』
）
戦
枢
郷

Ｑ
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

８
ミ
ば
い
ｏ
Ｈ
）
雙
枢
‘
後
セ

Ｑ
お
ぼ
い
い
．卜
）
熙
枢
郷

|

（べ
ヽ
∞
饂
´
ｏ
Ｏ
　
優
Ｋ

畔

３
ミ
∝
＞
い
．卜
）
理
‘
擬
せ

（
一
ヽ
∞
饂
´

唆
Ｎ
）

皿

Ｋ

|

（く
ヾ
“
”
ｏ
Ｈ
）
鰹
区

代
ヽ
∞
“
＞
ｏ
じ

皿
区

含
ヽ
卜
“
´
い
．０

亜
区

６
あ
“
´
ｏ
【
）
興
淑
郷

３
あ
鍼
´
Φ
Ｈ
）
雙
枢
郷

３
あ
“
´
Ю
．じ

鯉
枢
郷

で
ヽ
い
ば
い
い
卜
）
鰹
‘
終
望

貧
お
ぼ
´
ｏ
じ

迎
枢
郷

|

貧
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
Ψ

３
お
眩
い
い
．卜
）
廻
枢
郷

（Ｎ
ヽ
∞
に
い
い
．卜
）

皿
Ｋ

（Ｎ
ヽ
∞
ば
い
い
。Ｎ
）

選
Ｋ

Ｑ
ミ
“
＞
い
．卜
）
鰹
‘
螢
せ

（べ
ヽ
∞
眩
メ
ｏ
Ｏ
　
□
Ⅸ

目
　
　
く

（Φ
ヽ
Φ
∝
´
め
，卜
）

駆

３
ｂ
∝
´
９

）
興
枢
‘
峰
理

３
ｂ
α
＞
８

）
塑
枢
‘
埓
せ

含
お
“

，
８

）
熙
釈
‘
後
ゼ

貧
ミ
眩
い
い
．Ｎ
）
枢
К

貧
あ
眩
い
い
じ

皿
Ｋ

貧
あ
∝
´
ｏ
じ
Ⅲ
区
？
０
お
∝
＞
Ｏ
騨
ヽ

貧
ミ
鍼
い
い
０

枢
区

貧
ミ
“
い
い
．Ｎ
）
枢
Ｋ

３
あ
眩
´
ｏ
【
）
興
枢
郷

Ｑ
ミ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
恩

貧
お
“
´
Ю
．じ

螺
区

３
あ
眩
＞
Ю
．卜
）
響
訳
郷

|

（Ｑ
ヽ
∞
饂
”
ｏ
じ
　
皿
区

代
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ

硼
区

Ｑ
ミ
“
い
い
．卜
）
興
‘
咎
２

貧
≧
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
螺
枢
区

|

３
ｂ

“
い
い
卜
）
鰹
‘
後
せ

３
ミ

∝
´
２

）
興
枢
‘
螢
ゼ

お
お
鍼
＞
ｏ
｛
）
響
釈
郷

貧
ミ

に
い
８

）
塑
枢
‘
峰
理

６
あ
鍼
´
ｏ
耐
）
興
枢
郷

３
お
ば
い
ｏ
じ

鰹
枢
郷

（ｔ
∞
α
メ
い
。卜
）
鞭
枢
郷

で
あ
饂
い
い
。卜
）
螺
‘
後
せ

代
ヽ
∞
“
´
ｏ
Ｈ
）
塑
枢
郷

貧
お
ぼ
´
ｏ
＝
）
選
枢
郷

０
お

ぼ
”
ｏ
日
）
塑
枢
郷

３
お
眩
い
い
卜
）
興
枢
郷

Ｓ
ヽ
∞
ば
い
い
じ

皿
К

（Ｎ
ヽ
∞
“
い
い
．Ｎ
）

皿
区

Ｑ
ミ
∝
い
い
．卜
）
熙
‘
後
ゼ

代
ヽ
∞
“
＞
ｏ
円
）
皿
К

靭

需

陣

　
　
К

篠

ふ

体

（

体

ふ |

筆

ホ |

宋
ヽ |

篠
＾

篠

ホ
ヽ
ふ

ヽ
ホ

Ъ
小 |

Ъ
ホ

摯

ホ

箪

ホ
黙
ふ |

ヽ
小

Ъ
ヽ

篠

小

体

ふ

箪

ふ

篠

ふ

篠

ふ
Ъ
（

年

ふ |

体

ふ

箪

ふ

体

（

体

ふ

体

ふ

篠

ヽ

障
　
　
ま

Ъ

ヽ

体

（

ふ
く
体
ふ

Ъ

ヽ

篠

ホ

篠

ホ

体

（

篠

ホ

体

（

什
狡

″
篠
ホ

篠

ホ

十
矢

″
体
ふ

年

ふ |

宋

（

篠

ホ

は

ヽ

体

（ |

篠

ヽ

Ъ

ふ

ふ
く
篠
ふ

篠

小

Ъ

ヽ

ふ

く

体

ヽ

年

ふ

宋

（

体

ヽ

篠

ヽ

纂

小

体

小

篠

ふ

体

（

体

ヽ

劇

運

傾
　
　
鶏

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

滲

　

樋

|

∞
．Ｏ | | | | | | |

ヾ

〇
【

| | | | | | | | | | |
| | | | | | | | | |

（巡
攘
）
暉
置

| | | | | |

∞
．Φ
守

| |

∞
゛ | | | | | | | | |

ヾ
．Ｏ
Ｈ

|

Φ
．卜
一

|

い
∞
Ｎ

| |

０
．∞
Ｎ

| | |

∞
．Φ
゛

| | | |

興

雲

磐
製
）
凶
畢

Φ

｛
く

の

卜

［
く

∽

∞

Ｈ
く

∽

【

０

０

∽

Ｎ

Ｏ

Ｏ

の

「映
　

悩

鵠

＝
離
＝

躍
＝

器
＝

騰
＝

騰

樹

需
引

業
＝

畿

引

鍛
＝

臨

＝

識
＝

鵠

引

騰
場

驚
＝

熱
＝

騰
＝

臨

調

謙
縛

畿

引

騰
＝

臨

＝

窯

＝

騰

＝

器
＝

騰

＝

鶉

＝
躊
引

躍
＝

鵠

＝
離
＝

鵠

爛
路
＝

躍
引

騰
＝

ё
Ｚ
図

０
ヾ
べ

』
守
Ｎ

∞
ヾ
Ｎ

０
ヾ
Ｎ

Ｏ
Ю
Ｎ

【
め
Ｎ

゛
Ю
゛

∞
Ю
Ｎ

ヾ
い
ヽ

い
い
一

Φ
い
ヽ

卜
い
Ｎ

∞
い
ヽ

０
め
い

Ｏ
Φ
一

】
Φ
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｎ

∞
Ｏ
Ｎ

ヾ
Φ
゛

い
Φ
Ｎ

Φ
Φ
ω

卜
Φ
ω

∞
Φ
゛

Ｏ
Φ
゛

〇
卜
一

【
卜
一

Ｎ
卜
Ｎ

∞
卜
∞

ヾ
卜
ヽ

い
ト
ベ

Φ
卜
Ｎ

ト
ト
ヽ

∞
卜
ヽ

０
卜
一

〇
∞
Ｎ

-96-



♂
）
誦
熙
職
ぷ
興
召
棗
　
Ｒ

ｏ
∬

や

撃

ｓ
埒
絆
悠
皿
褒

中
ハ
心
ハ
十
　
雑
曖
□
檬

中
へ
心
へ
十
　
戯籠
悩
熙

中

′、
心
へ
十
　
颯榊
礎
□
駆

中
へ
心
ヽ
十
　
輸
曖
Ｅ
癬

中
ハ
心
へ
十
　
颯榊
悩

論
礎
口
駆

雛
藤
□
個

覇
礎
□
熙

策
悩
熙

誰
墨
欄

中
ハ
心
ハ
十
　
ｓ
埒
雑
駅
　
曖榊
蒻
□
熙

雛
野
２
礎
□
欄

雛
擬

疑
幽
―
雲
羅

中

′、
心
ヽ
十
　
崚椰
幽
駆

中
ハ
心
へ
什
　
論
悩
駆

雛
閾
熙

雛
軽
量
檬

”
ハ
心
ヽ
十
　
９
埒
撫
懲
皿
尽
　
ョ枷
礎
日
熙

総
尽
論
脚
□
　
ｍ極
曖
□
側

諭
図
紹 駆

乖
礎
口
駆 熙

中
へ
ヽ
ヘ
キ
　
餃籠
礎
□
網

中
へ
ヽ
ハ
十
　
」籠
礎
日
網

中
へ
心
ヽ
十
　
雛
曖
回
鵬

中
ハ
心
へ
十
　
崚榊
螢
熙

中
ハ
心
ヽ
十
　
競
図
欄

輸

適

↑
雛
礎
回

輸
螢

κ
К
式
　
維
蘇
伸
目
　
漱
曖
口
熙

ｓ
埒
絶
蘇
　
曖確
縣
□
檬

６
Ｚ
Ъ
＝
麟

Ｏ
Ｏ
∞

Ｏ
Ｏ
ゆ
∞

・
∞
〇
め
∞

Ｈ
Ｏ
ト

Φ
い
い
【

ヾ
い
い
Ｈ

゛
０
ヾ
め

聰

―

理

―

∞
∞
ヾ
い

∞
∞
∞
守

ト
ト
で
い

〇
∞
ヾ
Ю

ヽ
∞
ヾ
Ю

ヾ
Φ
∞
ヾ

卜
Ｏ
Ю
Ｈ

卜
Φ
ヾ
Ю

Ю
Φ
Ю
【

Φ
ヾ
卜
∞

・
∞
ヾ
』
め

，
Φ
ヾ
卜
∞

∞
卜
∞
Ю

∞
∞
卜
∞

テIR円 F 卜
Ю
ヾ
Ю

輝

―

ヾ
ヾ
Ю
Ｈ

ヾ
Ｈ
Ｏ
Ｏ

Ю
｛
０
０

∞
Ю
守
Ю

準
―

０
０
ヾ
い

ヾ
ヾ
Ｈ
Ｏ

Ｈ
ヾ
Ю
【

＝

　

　

震

燎
ｓ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
Ｅ
Ｅ
一

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

準
゛
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
Ｅ
Ｑ

゛
黎
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

゛
黎
ぶ
Ｏ
ト
パ
Ｅ
日
Ю

伽
゛
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

い
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

佃
゛
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
゛

゛
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
〓
め

佃
黎
穏
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
゛
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

畑
ぶ
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
日
∞

憫
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

個
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

伽
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
臼
ヾ

伽
゛
ぶ
Ｏ
Ｆ
ヽ
日
日
ト

い
ぶ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ゃ

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
ヾ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

準
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
〓
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
い

修
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
Ｅ
Ｅ
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
、
日
日
Ю

佃
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
い

゛
゛
碁
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い

国

腫
　
　
Ｅ

|

３
ｂ
ば
い
い
卜
）
樫
‘
後
せ

Ｏ
き
ば
い
い
。卜
）
興
‘
後
せ

（ヾ
ヽ
い
ば
´
め
卜
）
面
ヽ
‘
終
６
一

３
お
“
´
Ю
．卜
）
駆
‘
後
恩

３
お
ぼ
”
Ю
．卜
）
螺
‘
後
理

貧
あ
眩
＞
ゆ
．卜
）
皿
区

|

代
ヽ
∞
“
ン
ｏ
月
）
選
区

| |

Ｑ
ヽ
Φ
“
い
い
．卜
）
興
‘
後
せ

貧
お
ぼ
´
８

）
選
区

含
ゝ
“
メ
ｏ
じ

鰹
区

代
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ

皿
区

| |

（ミ
∞
“
´
ｏ
日
）
Ⅲ
К

３
ｂ
眩
´
９

）
墾
枢
郷

Ｑ
ヽ
Φ
∝
´
い
．卜
）
興
３
後
せ

貧
ミ
饂
´
８

）
聖
枢
‘
後
理

代
ヽ
ぼ
＞
９

）
塑
沢
‘
後
せ

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
せ

代
ヽ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
響
枢
‘
後
せ

（Ｑ
∞
“
”
ｏ
【
）
霧
枢
郷

Ｑ
じ
に
い
８

）
鞭
枢
‘
後
せ

貧
お
“
´
ｏ
じ

翠
枢
区

Ｑ
ヽ
い
ば
´
Ю
．卜
）
螺
‘
後
２

Ｑ
ヽ
Φ
眩
ン
Ю
．卜
）
廻
‘
後
せ

３
お
饂
´
ｏ
［
）
螺
枢
‘
後
里

貧
ヽ
∞
“
´
ゆ
．゙
）

皿
区

Ｑ
お
ぼ
´
８

）
鰹
枢
‘
後
辺

（
串
・
Φ
“
´
い
．じ

螺
区

含
ミ
醸
＞
８

）
鰹
枢
‘
後
せ

貧
ミ
眩
い
い
卜
）
鰹
Ｋ
罫

旧
　
　
ま

貧
お
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
興
釈
郷

（
０
ヽ
卜
に
＞

ゆ
）

肺
響

で
ヽ
卜
眩
´
Ю
卜
）
鰹

‘
後

せ

０
ヽ
い
ば
´
い
じ

鰹

‘
後

せ

３
お
“
´
め
，卜
）
螺
３
後
せ

６
お
∝
い
い
．卜
）
鰹
Ｓ
後
せ

貧
お
“
＞
い
．卜
）
避
К

代
ヽ
∞
眩
´
ｏ
〔
）
皿
Ｋ

で
ヽ
い
ば
´
Ю
．卜
）
鰹
‘
咎
せ

貧
あ
眩

，
２

）
皿
区

貧
ヽ
∞
“
´
ｏ
【
）
皿
Ｋ

Ｑ
お
ぼ
メ
ゆ
．卜
）
韓
‘
後
鳳

貧
ヽ
∞
∝
メ
ｏ
じ
　
慟
区

Ｓ
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ

皿
区

貧
ミ
∝
＞
８

）
興
枢
‘
後
せ

で
い
“
´
い
。卜
）
螺
‘
後
想

６
お
ぼ
´
い
）
興

代
ヽ
∞
∝
＞
ｏ
出
）

題
区

３
お
ぼ
´
８

）
興
枢
輝

３
ヽ
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
螺
枢
‘
後
ゼ

３
ミ
“
＞
２

）
報
釈
‘
後
せ

貧
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
郷

３
ミ
饂
´
ｏ
［
）
興
枢
‘
峰
せ

３
ミ
い
い
．∞
）
楓
輝

３
ミ
饂
´
ｏ
召
）
鞭
枢
‘
後
コ

貧
お
ぼ
＞
ｏ
じ

駆
淑
区

（く
ヾ
眩
´
ｏ
【
）
鰹
К

８
お
ぼ
メ
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
螢
せ

Ｏ
ｂ
∝
´
ｏ
｛
）
聖
枢
‘
峰
せ

８
ヽ
い
鑑
メ
ｏ
【
）
噂
枢
‘
後
退

貧
ヽ
∞
眩
い
い
。Ｎ
）

硼
区

Ｑ
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
鯉
枢
‘
後
ゼ

貧
あ
“
い
い
．卜
）
Ｉ
Ｒ

含
ミ
饂
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
里

３
お
“
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
淑
郷

熙

需

障
　
　
く

|

篠

ホ

篠
ホ

Ъ
ヘ

Ъ
小

体
小

篠

＾ |

体

（ | |

篠

小

ふ
く
は
ヽ

Ъ

ふ

篠

ふ |
|

篠

ホ

宋

ト

林

小

Ъ
ふ

篠

ふ

体

ふ

体

ふ

ヽ

ホ

篠

ヽ

篠

ホ

篠

（

Ъ

ホ

祢
ヽ

Ъ
小

篠

ヽ
篠
ふ

篠

ホ

体

小

目
　
　
ま

Ъ
ヽ

Ъ
ふ

ヽ
小

年

ホ

Ъ

（

篠

ホ

纂

ホ

Ъ

（

Ъ

ホ

Ъ
ヽ

年

ふ
黙
＾

ヽ
く
体
（

篠

（

Ъ

ヽ

体

（

筆

ヽ

Ъ
ふ

Ъ
ふ

ふ

く

篠

ふ

ふ
く
祢
ふ

ふ
く
体
＾

Ъ

ヽ

箪

ホ

篠

ホ

ヽ
小

Ъ

＾

体

ふ

体

（

憔

ホ

体

小
筆
ホ

篠

ふ

篠

ホ

嘲

巡

恒
　
　
熱

| | | | | | | | | |
| | | | | | | | |

| | |

０
．０
一
２

０
|

∞
．ヾ
∞
―

い
∞
∞

| | | | | | | | | |

巡

　
　
悩

| |

∞
∞ | |

∞
．ヾ

Ｎ
| | |

Ｑ
．∞ | | |

∞
ヾ

Ｏ
．０ | | | |

| | |

∞
．Φ

∞
．ト |

| |

（滲
長
）
即
日

| |
| | | | | | | | | | | | | | |

Ｏ
卜
一

|
|

Ｈ
．Ｏ
Ｎ

∞

ヾ
゛

Ｏ
．Φ
Ｎ

| | | |
| | | | | |

理

製

磐
製
）
凶
瀾

゛

ｏ
Ｏ

∽

∞

０
０

∽

ヾ

〇

〇

∽

Φ

０

０

の

コ
映
　
　
悩

騰
＝

躍

相

鶉

＝

鵠

＝

鍛
＝

舗

引

躍
＝

鵠

＝

臨

＝

鵠

＝

騰
＝

騰
期

謙
樹

躊

引

舗
＝

出

＝

業
＝

器
＝

躍
＝

熙

＝

躊
＝

誨
＝

躍

＝

舗
＝

熱
＝

鵠
引

騰
＝

鵠

＝
諮
＝

躊
＝

識
＝

業

＝

騰
＝

躍

＝
器
＝

Ｏ
Ｚ
図

〓
∞
Ｎ

∞
∞
Ｎ

ヾ
∞
∞

Ю
∞
Ｎ

Φ
∞
゛

卜
∞
Ｎ

∞
∞
Ｎ

０
∞
Ｎ

０
０
Ｎ

【
Ｏ
Ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｎ

∞
Ｏ
Ｎ

ヾ
Ｏ
Ｎ

い
０
い

Ｏ
〇
一

卜
Ｏ
Ｎ

∞
Ｏ
Ｎ

い
０
釣

〇
〇
∞

Ｈ
Ｏ
∞

゛
〇
∞

∞
〇
∞

ヾ
〇
∞

Ю
Ｏ
∞

Φ
Ｏ
∞

卜
〇
∞

∞
〇
∞

Ｏ
Φ
∞

Ｏ
Ｈ
∞

Ｈ
Ｈ
∞

一
Ｈ
∞

∞
［
∞

く
日
∞

い
召
∞

-97-



（９
）
痛
熙
職
Ｓ
躙
引
調
　
Ｒ
９
∬

や

螺

論
礎
□
欄

絆
駅
回
尽
論
幽
□
　
競
礎
□
熙

中
ハ
心
へ
十
　
競
曖
□
駆

中
ハ
心
へ
十
　
輪
礎
□
檬

雛
礎
□
樹

中
ハ
心
ヽ
十
　
曖撫
礎
□
熙

９
埒
絆
悠
　
崚抑
曖
□
駆

雛
礎
□
熙

Ｋ

Ｋ

２
卜

韓

悠

　

丼

悠

回
戻

せ
卜

曖

回
　

菫”
雲

２

縣

回
熙

Ｋ

Ｋ
せ
卜

無

悠

　

撻

悠

皿
展

ゼ
■

縣

口
　

」枷
雲

２

曖

回
羅

中
へ
心
ヽ
十
　
」彙
縣
口
熙

雛
錮
熙

雑
憫
照

雛
＝
里

競
雲
２
索
口
欄

韓
駅
ぜ
卜
索
□
　
」籠
蒻
回
揺

ｓ
埒
装
繋
田
釈
　
崚籠
野
旧

中

′、
心
ヽ
十
　
ｓ
Ｓ
撫
駅
　
競
雲
２
礎
回
照

中
ハ
心
ハ
十
　
ｓ
埒
権
駅
　
競
雲
２
儀
口
駆

↑
障
題

詭
礎
回
駆

乖
索
口
欄

中

′、
心

′、
十
　
』榊
墨
熙

検
擬
熙

中
へ
心
へ
十
　
ヨ彙
礎
□
駆

〕

′、
ヽ
ハ
■
　
派
適

雛
縣
口

颯
む
雛
悩

乖
擬
嗣

雛
墨
郁

離
曖
日
側

離
礎
□
熙

鷺
曖
□
郎

↑
職
適
崎
値

乖
礎
□
檬

Ｏ
Ｚ
Ъ
↓
麟

Ｎ
Ｏ
ヾ
ヾ

Ｈ
Ｏ
ヾ
ヾ

出
―

禦
―

躍

―

∞
い
Ｈ
Φ

Φ
ヾ
一
い

。
い
や
一
い

Φ
ヾ
Ｈ
Ｏ

・
卜
ヾ
ヽ
い

燻
―

一
Ｈ
Ｏ
ヾ

∞
Ｈ
Ｏ
ヾ

Ｎ
０

０
ヾ
日
０
２

卜
ヾ
Ｈ
０

Ｎ
卜
一
Ю

∞
∞
０
い

〇
卜
一
い
。
Ｏ
Φ
゛
崎
・
』
Ｏ
Φ
守

ゆ
ヾ
Ｏ

∞
ヾ
ヾ
い

。
∞
卜
０
ゆ

０
卜
０
い

】
』
【
【

串
Φ
Ｏ
゛

ヾ
［
ヾ
コ

卜
い
ヾ
Ｈ

・
ヾ
∞
ヾ
Ｈ

い
∞
ヾ
日

【
〇
い
い

∞
Ｎ
ヾ
【

０
∞
ヾ
出

』
∞
ヾ
召

Ｏ
ヾ
ヾ
ヾ

窯
―

増
―

∞
∞
ヾ
ヾ

＝

　

　

震

準
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
Ｅ
日
守

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い

佃
黎
潔
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

個
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

悽
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
い

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
守

゛
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｈ

゛
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｈ

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
】

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
ト
バ
日
日
Ｈ

い
ぶ
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

い
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
８
一

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
絆
ヽ
日
露
゛

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｈ

御
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
颯
Ｈ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

|

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぶ
思
ｃ
ｒ
バ
日
日
∞

佃
が
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
一

修
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｈ

佃
興
Ｓ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
め
ｏ

修
黎
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｈ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

伽
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ

Ｃ
降
ヽ
日
日
ヾ

伽
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
興
き
Ｃ
‘
至

ｖ
句

伽
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
ε
い

綱

陣

　
　
Ｋ

貧
お
眩
い
８

）
皿
К

畔

区 |

Ｑ
お
∝
＞
Ю
．卜
）
理
‘
螢
ゼ

|

で
き
鍼
´
８

）
興
枢
‘
螢
Ψ

３
お
酬
ン
８

）
暉
枢
‘
後
せ

傘
ミ
∝
＞
８

）
腱
枢
‘
擬
せ

貧
ミ
鑑
”
８

）
興
枢
‘
後
せ

Ｑ
ミ
κ
＞
ｏ
［
）
韓
枢
３
後
遭

（ミ
ヾ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
К

Ｓ
ヽ
∞
眩
い
ｏ
じ

皿
К

| |

３
お
“
ｇ

こ
響
枢
郷
２

３
ヽ
Ｌ
６

じ
興
‘
後
理

貧
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

代
ヽ
ぼ
´
ｏ
「
）
迎
枢
‘
咎
２

お
い
眩
い
い
．卜
）
鰹
３
後
せ

０
お
∝
い
い
。卜
）
鰹
‘
螢
せ

|

貧
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
響
紙
‘
後
セ

貧
ミ
に
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
楓
‘
後
里

|

含
む
κ
＞
９

）
鰹
К

貧
お
眩
´
ｏ
Ｈ
）
蝉
畔

３
≧
眩
´
Ю
．卜
）
鰹
‘
後
ゼ

３
ヽ
Φ
∝
´
い
．卜
］
駆
Ｓ
後
ゼ

含
む
“
＞
ｏ
Ｈ
）
駆
区

|

代
ヽ
∞
鍼
い
い
卜
）

口
区

３
あ
“
”
∽
．卜
）
熙
枢
郷

（Ｎ
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ
　
Ｉ
Ｘ

|

３
ヽ
Φ
麟
´
Ю
．卜
）
鰹
３
螢
想

（
的
ヽ
∞
“
”

ｏ
じ
　
皿

Ｋ

障
　
　
く

３
ミ
“
＞
Ю
卜
）
興
‘
後
退

畔

К

Ｑ
お
ぼ
い
い
．卜
）
興
‘
後
セ

０
こ
に
”
Ю
．卜
）
騨
‘
後
せ

（゙
ヽ
∞
鍼
＞
ｏ
Ｏ
　
□
Ⅸ

ぐ
お
ぼ
´
ｏ
こ

鰹
枢
‘
螢
せ

３
ミ
鍼
´
ｏ
【
）
塑
枢
‘
後
せ

３
ミ
鍼
´
２

）
軽
枢
‘
咎
ゼ

貧
ヽ
∝
´
８

）
鞭
枢
‘
後
せ

貧
ミ
∝
い
８

）
興
枢
‘
後
せ

貧
お
∝
´
ｏ
【
）
鰹
枢
К

（Ｎ
ヽ
∞
“
＞
ｏ
Ｊ
　
Ⅲ
К

（べ
ヽ
∞
∝
´
∽
）

優
区

３
お
ぼ
´
∽
．卜
）
螺
‘
螢
セ

３
ゝ
Ｆ
″
Ю
じ
鰹
‘
凝
ゼ
２
含
ヽ
配
´
Ю
じ
撃
‘
後
想

Ｑ
ミ
に
´
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
‘
螢
セ

Ｑ
ミ
饂
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

３
ｂ
α
´
い
．卜
）
ヾ
‘
後
退

|

含
む
“
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
区

（ミ
Φ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
Ｋ

で
ヽ
Φ
∝
メ
Ю
）
熙
‘
後
せ

で
お
“
´
い
．卜
）
誕
‘
後
セ

３
お
∝
´
８

）
興
枢
‘
螢
ゼ

３
お
饂
い
い
．卜
）
駆
‘
峰
壇

３
ミ
∝
´
い
。卜
）
聖
３
後
ぜ

３
ヽ
卜
“
´
い
．卜
）
鰹
３
後
せ

貧
ミ
饂
´
８

）
鰹
枢
‘
後
せ

含
ヽ
∞
眩
´
め
，卜
）

選
ば

３
お
“
´
い
．卜
）
熙
枢
郷

（
Ｎ
ヽ
∞
ば
＞

ｏ
じ

　
週

К

含
ゝ
“
＞
２

）
鰹
К

貧
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
駆
枢
区

Ｑ
お
∝
い
い
。Ｓ

Ｉ
Ｘ

剛

需

暉
　
　
Ｋ

Ъ
ヘ

Ъ
ホ |

Ъ

ホ |

篠

小

篠

小

体

（

篠

小

体

ホ

体

（

篠

ヽ | |

篠

小

篠

ホ

体

ホ

体

ホ

Ъ

（ |

体

（

Ъ

（ |

筆

ヽ

体

ふ

篠

小

Ъ

ヽ

ヽ

小 |

体

ホ

篠

ホ

体

小 |

篠

ホ

篠

ヽ

瞳

　

く

Ъ

ふ

ふ
く
体
ホ

年

＾
ヽ
ふ

篠

ヽ

体

ふ

篠

ふ

ふ
く
体
（

黙
ふ

Ъ
ホ

Ъ
ホ

ヽ

ふ

Ъ
小

Ъ
ホ

ふ
く
篠
ヽ

Ъ
（

Ъ
ふ

Ъ
ヽ

Ъ
ヽ |

篠
ホ

篠

ヽ

篠
ふ

ト

ホ

Ъ
ホ

Ъ

ヽ

Ъ

ヽ
ふ
く

篠

ホ

篠
ホ

摯
ホ

ヽ
ホ

Ъ
ふ

体
ヽ

年
ヽ

劇

運

耀
　
　
畿

| | | | | | | |
| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

邸
　
　
適

| | | | | | | | | | |

ヾ
．０ | | | | | | | | | |

０
．０ | | | | | | |

（熙
奨
）
導
口

|

Ｈ
．Φ
Ｎ

| | | |

Ｎ
．∞
Ｎ

０
．〇
∞

Ｏ
．Ｏ
Ｈ

ヾ
．〇
゛

| | | | | |

∞
．∞
∞

|

Ｎ
Ｎ | | | | | | | | |

Ю
Ｎ | | |

∞
．Ｏ
Ｈ

睡

響

準
製
）
区
岬

Ｏ

ｏ
Ｏ

∽

』

ｏ
Ｏ

∽

∞

０

０

∽

ｏ

Ｈ
Ｏ

∽

Ｎ

【
０

∽

∞

Ｈ
Ｏ

∽

卜

〓
０

∽

Φ

串
０

∽

轡森
　
　
暉

器

＝
躍
＝

躍
＝

印

＝

黙

＝

舗

＝
鵠
＝

躊

調

器

＝

鶉

＝
諮
＝

躊
＝

鵠

引
謬
＝

躍

＝

鵠

＝

鵠

引

騨

引

躍

樹

躍

樽
躍
＝

躊

＝

躍

＝

躊

＝

鵠

＝
躊
＝

躍

＝

躍

樹
業
＝

躊

引
摯
＝

器

引

鍵

＝

躊

＝

躍

＝

Ｏ
Ｚ
図

Φ
【
∞

卜
Ｈ
∞

∞
【
∞

０
［
∞

〇
ヽ
∞

〓
Ｎ
∞

Ｎ
Ｎ
∞

∞
゛
∞

ヾ
Ｎ
∞

Ю
Ｎ
∞

Ｏ
Ｎ
∞

卜
一
∞

∞
Ｎ
∞

Ｏ
Ｎ
∞

〇
∞
∞

Ｈ
∞
∞

べ
∞
∞

∞
∞
∞

ヾ
∞
∞

Ю
∞
∞

Φ
∞
∞

卜
∞
∞

∞
∞
∞

０
∞
∞

〇
ヾ
∞

【
ヾ
∞

゛
ヾ
∞

∞
ヾ
∞

ヾ
ヾ
∞

い
ヾ
∞

Φ
ヾ
∞

卜
ヾ
∞

∞
ヾ
∞

０
ヾ
∞

〇
い
∞

-98-



（〓
）
誦
熙
覇
翠
蠣
召
Ｉ
　
誦
〓
∬

゛

撃

い
障
題

い
最
適
壁
撻

輪
礎
回
瀾

輪
曖
回
欄

雛
悩

罷

邁 撫

中
へ
心
へ
十
　
ｓ
埒
継
螺
雛
撻
□
　
」椰
縣
□
駆

中
へ
心
ハ
■
　
ｓ
埒
緊
ポ
雛
幽
回
　
鈴
礎
口
個

雛
噂
□
慰

雛
礎
□
機

鞭
蘇
皿
戻
せ
卜
索
□
　
競
曖
日
熙

中
へ
心

′、
十
　
崚確
曖
□
駆

中

′、
心
ハ
■
　
ョ駆
礎
口
熙

雛
藤
日
熙

Ｓ
Ｓ
撫
懲
皿
尽
　
↑
雛
瞑

中
へ
心
へ
十
　
雛
礎
□
檬

中
ハ
心
ヽ
十
　
崚籠
礎
口

覇
礎
回
郎

職
悩
羅

中
へ
ヽ
へ
十
　
９
埒
撫
駅
　
戯駆
震
―
礎
□
駆

中
ハ
ヽ
ハ
十
　
験
曖
口
駆

鈴
礎
日
癬

競
礎
回
欄

≪
∞
継
懲
駅
田
　
曖撫
裏

撫
駅
皿
尽
　
職
礎
□
駆

中
ハ
心
へ
十
　
競
礎
日
駆

中
ハ
心
へ
十
　
崚籠
礎
□
熙

中
ハ
（

′
、
十
　

Ｋ
К
　
ぐ
螂

Ｎ
撃
―

“
Ｎ
ｏ
∽
　
乖
雲
２
曖

□
覇

中
ハ
心
へ
十
　
窯
撫
煮
ζ
　
崚枷
藤
口
駆

中
ハ
心
ヽ
十
　
戯籠
礎
□
爾

中
へ
ヽ
ハ
十
　
雛
曖
□
駆

論
蕊
□
羅

雛
曖
日
熙

雛
礎
回
駆

Ｏ
Ｚ
Ъ
「
麟

〇
ヾ
ヾ
守

Φ
Ｏ
ヾ
Ю

・
０
０
ヾ
ヾ

０
で
い
【

』
０
∞
ヾ

〇
〇
〇
Φ

・
〇
【
ヾ
Ю

∞
０
∞
ヾ

い
Φ
ヾ
Ю

・
ヾ
Φ
ヾ
Ю

Ю
∞
０
０

・
ヾ
∞
Ｏ
Φ

Ｈ
∞
卜
Ｈ
・
Φ
Ｏ
い
Ｈ

Ｎ
∞
卜
＝

【
卜
∞
〓

ヽ
卜
∞
Ｈ

Ю
円
０
日

ヽ
卜
∞
Ｈ

∞
卜
∞
【

い
一
０
日

螺
―

０
一
Φ
訳

∞
一
Ｏ
Ｈ

円
∞
Φ
Ｈ
と
０
一
ｏ
Ｈ
・
』
Ｎ
Ｏ
日

ヾ
∞
Φ
Ｈ

ヽ
Ｎ
∞
Ｈ

Ｈ
Ｏ
卜
【

』
〇
ヾ
Ю

∞
Ｏ
ヽ
い

Ｏ
Ｈ
０
０

∞
０
０
日

Ｎ
Ｏ
Ｏ
【

∞
０
０
日

゛
０
０
Ｈ

０
０
０
日

∞
０
０
日

＝

　

　

襲

|

個
黎
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
Ｅ
∞

佃
興
Ｓ
Ｏ
く
牽

ｖ
句

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

゛
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

準
゛
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
ｏ
一
．【

佃
禦
合
Ｃ
く
轟

ｖ
句

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ю

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

準
゛
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

悽
゛
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

伽
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

ぐ
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
Ｅ
∞

い
さ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
】

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｓ
日
Ｈ

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
【

準
興
Ｓ
Ｏ
く
證

ｖ
句

準
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

個
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

個
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
日
日
゛

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｈ

伽
゛
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
日
【

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

゛
゛
Ｓ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

傷
ぶ
ぶ
ｃ
ｒ
バ
８
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
゛

個
ぷ
ぶ
Ｏ
降
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い

即

糠

　
　
く

|

３
ミ
α
´
ｏ
【
）
響
枢
３
後
退

（
く
∞
“
´
ｏ
【
）

皿
区

含
お
い
い
。Ｓ

枢
区

Ｓ
ヽ
∝
い
い
．じ

駆
К
罫

貧
ミ
´
い
。Ｎ
）
枢
Ｋ

３
ｂ
“
´
２

）
塑
枢
‘
後
せ

３
ヽ
い
ば
い
ｏ
【
）
螺
淑
‘
峰
世

Ｑ
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

含
ミ
饂
´
８

）
興
枢
‘
峰
ゼ

傘
ミ
“
´
８

）
撻
枢
‘
後
せ

貧
ミ
い
い
．゙
）
枢
区

６
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
墾
枢
‘
後
せ

Ｑ
お
鍼
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

３
ｂ
眩
´
８

）
興
枢
‘
咎
せ

↑
き
ば
´
ｏ
〓
）
鰹
枢
‘
峰
せ

３
ｂ
∝
”
ｏ
【
）
螺
枢
‘
後
慰

貧
じ
眩
い
い
．卜
）
駆
К

３
お
眩
”
ｏ
円
）
興
枢
‘
後
せ

|

３
ゝ
“
´
ｏ
｛
）
鰹
枢
‘
峰
Ψ

（く
ヾ
“
´
ｏ
じ

鯉
区

（
く
卜
“
＞
∽
Ｎ
）

颯
区

６
お
ぼ
´
ゆ
卜
）
撻
熙
郷

で
ヽ
∞
“
´
い
．卜
）
興
蘇
郷

Ｑ
お
ぼ
´
い
卜
）
廻
継
輝

３
ｂ
“
”
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
螢
せ

貧
お
馘
ン
Ю
卜
）
鰹
Ｋ

貧
お
“
´
い
．じ

簿
Ｋ

９
ヽ
Φ
餡
＞
い
。卜
）
導
‘
峰
せ

貧
お
“
´
ｏ
【
）
ヾ
枢
区

３
お
饂
＞
２

）
戦
淑
‘
後
ゼ

| |
|

目

　

ま

|

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
ゼ

貧
ミ
鑑
´
Ю
じ

鰹
Ｋ
罫

畔

区

３
お
ぼ
＞
ｍ
卜
）
興
枢
郷

貧
ミ
´
Ю
．一
）
枢
К

貧
お
ぼ
い
い
．卜
）
翠
Ｋ

６
お
眩
い
い
．じ

鰹
窓

Ｑ
ゝ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
駆
枢
‘
後
せ

３
ミ
醸
い
ｏ
Ｈ
）
興
釈
‘
後
里

３
ミ
“
＞
ｏ
【
）
熙
枢
‘
後
せ

貧
ミ
∝
´
２

）
興
枢
‘
後
せ

６
お
“
＞
ｏ
Ｈ
）
興
釈
‘
峰
２

３
≧
眩
”
ｏ
【
）
駆
枢
‘
後
せ

３
ｂ
“
´
２

）
量
枢
‘
後
せ

Ｑ
ミ
に
い
Ю
．卜
）
熙
‘
後
理

３
お
κ
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
辺

貧
お
ぼ
い
い
卜
）
鰹
Ｋ

３
お
眩
´
崎
卜
）
駆
‘
後
壺

貧
ミ
∝
´
８

）
響
枢
‘
後
Ψ

３
ｂ
“
´
Ю
．卜
）
簿
‘
後
Ψ

（ミ
守
眩
い
ｏ
じ

駆
釈
К

含
ミ
酬
´
い
．Ｓ

Ｉ
К

３
お
ぼ
い
い
卜
）
攣
継
郷

Ｇ
ミ
酬
”
ｅ
興
２
３
ヽ
∞
区
い
い
じ
翠
眠
郷

ぐ
ミ

“
い
い
．卜
）
鞭

‘
鋒

Ψ

３
お
ぼ
”
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
せ

（ミ
ヾ
“
＞
ゆ
卜
）
鰹
Ｋ

３
ヽ
い
眩
い
い
卜
）
鰹
‘
後
せ

３
お
ぼ
ン
Ю
．』
）
鰹
‘
後
せ

貧
お
ぼ
´
ｏ
日
）
鰹
枢
Ｋ

３
ｂ
“
＞
ｏ
【
）
導
枢
‘
後
せ

貧
ミ
∝
ン
２

）
廻
枢
‘
後
世

貧
ミ
“
´
ｏ
円
）
理
枢
‘
終
望

（∞
ヽ
い
ば
い
い
．卜
）

雨
碍
‘
‘
め

，

熙

朧

旧
　
　
く

|

Ъ
小

ヽ
ホ

ヽ
ふ

筆

ホ

体

小

Ъ

ふ

体

小

体

（

篠

ヽ

Ъ

ヽ

Ъ
ヽ

Ъ
ヽ

ヽ
小

纂

ふ

筆

ふ

筆

ふ

Ъ

ホ

篠

ホ |

Ъ

（

篠

ふ
Ъ
ホ

体

ホ

篠

ふ

体

（

篠

ヽ

篠

小

体

小

体

（

Ъ

（

Ъ
ホ | | |

陣

　

　

く

|

篠

ホ

体

小

宋

ヽ

体

小

体

（

十
狡

イ
箪
（

Ъ
（

体
ふ

ヽ
小

Ъ
ふ

篠

へ

筆

ホ

篠

ヽ

体

（

ふ
く
ヽ
ホ

篠

ヽ
篠
ホ

体
ホ

鯨

ホ

篠

ふ

篠

ホ

妹

（

体

（

鉢

ヽ

篠

ふ

筆

ホ

年

ヽ

祢

＾

篠

ホ

は

ふ

篠

＾

宋

ふ
体
（

篠

小

酬

輝

傾
　
　
騰

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |
| | | | | |

邸

　

憫

| | | |

ヾ
．Φ

ヾ
．Φ | | | | | | | | |

| | | | | | | | | | | | | | | | | | |

（滲
長
）
巡
口

| | | | | | |

】
∞

卜
い
一

Ｏ
．∞
Ｎ

∞
．Φ
【

ヾ

∞
Ｎ

Φ
．ヾ

゛

Ｈ
．∞
゛

| | | | |

卜
∞
一

| | | |

い
．０
∞

| |

Ю
．Ｈ
一

卜
〓
Ｎ

|
| | | |

嗅

製

導
錮
）
区
『

０

一

０

の

ｏ

一
０

∽

Ｏ
Ｎ
・∞
０
０
∽

〇

一

０

∽

∞

Ｎ
Ｏ

∽

卜

一
０

∽

∞

一

０

の

０

一

０

の

ｏ

∞
０

∽

日
∞
０

∽

∞

∞

０

の

ヾ

∞

０

∽

コ映
　

榔

鶉

障

諮

＝

灘

＝

鏃
引

誰
＝

躊

＝

諮

＝

諮

引

離
＝

識
＝

躊

＝
雖
＝

躊

＝

識
＝

器
調

器
＝

熱
署

器
＝

躍

＝

鵠

＝

業
＝

騰

＝
離
＝

出

＝

鵠

＝

鶏

＝

囀

＝

熱

＝

串

＝

舗
＝

出
＝

鑢

＝

騰
＝

躍
＝

鵠

引

６
Ｚ
図

【
い
∞

一
い
“

∞
Ю
∞

ヾ
Ю
∞

Ю
Ю
∞

Φ
ゆ
∞

卜
ゆ
∞

∞
め
∞

Ｏ
Ю
∞

〇
〇
∞

Ｈ
Ｏ
∞

Ｎ
Φ
∞

ヾ
Φ
∞

い
Φ
∞

Φ
Φ
∞

卜
Φ
∞

∞
Φ
∞

Φ
Φ
∞

〇
』
∞

Ｈ
卜
∞

ベ
ト
∞

∞
卜
∞

ヾ
卜
∞

め
卜
∞

Ｏ
卜
∞

ト
ト
∞

∞
卜
∞

０
卜
∞

〇
∞
∞

〓
∞
∞

∞
∞
め

い
∞
∞

-99-



（鮮
）
誦
熙
鷹
罪
躙
「
轟
　
誦
繁
∬

撃

疑
奏
□
樹

機
謡
線
悠
雛
鞭
□
　
崚和
礎
□
郁

ｓ
埒
推
蘇
　
ｍ椰
翼

中
ハ
心
ハ
十
　
崚辮
縣
日
檬

中

′、
心

′、
十
　
崚”
礎
□
駆

中
ハ
心
ヽ
十
　
崚椰
曖
日
熙

中
へ
心
ヽ
十
　
崚枷
礎
□
羅

中
ハ

心
ハ
■

中

′、
か

′、
十
　
輪
礎
□
巌

撻
黙
皿
尽
理
卜
曖
回
　
策
曖
回

崚
扇
糠
駅
雑
即
日
　
曖拒
礎
□
部

中
へ
心
ハ
十
　
曖枷
儀
口

雛
礎
□
熙

中
ハ
心
ヽ
十
　
雛
幽 網

中
へ
心
ヽ
キ
　
」枷
礎
□
Ｍ

中
へ
心

′、
十
　
雛
礎
□
熙

中

′、
心

′、
十
　
“枷
礎
□
巌

中
ハ
心
へ
十
　
ｓ
埒
絆
駅
　
職
堅

中
ハ
心
ヽ
十
　
誰
雖
菫
郎

乖
礎
回
駆

ｓ
稔
撻
駅
　
」撫
異
旧

競
礎
口
駆

↑
輪
曇
ヽ
耀

雛
縣
□

中
ハ
心
ハ
十
　
」撫
藤
口
鰯

中
ハ
心
ハ
十
　
ｓ
埒
難
駅
　
競
雲

中
へ
心
ハ
キ
　
ヨ枷
索
口
駆

ｓ
ほ
報
蘇
皿
辰
　
雛
堅

Ｋ
К
　
競
儀
口
部

雛
礎
□

縮
礎
口
羅

競
索
回
欄

縮
擬
駆

］
へ
心
ヽ
十
　
」撫
縣
口
旧

０
２
Ъ
↓
麟

Φ
Ｏ
∞
ヾ

卜
０
０
｛

め
Ｏ
Ｏ
Ｈ

卜
Ｏ
Ｈ
∽

∞
出
ヾ
Φ

∞
〇
【
゛

ヽ
Ｎ
ヾ
Φ

・
』
【
ヾ
Φ

〇
゛
〓
一
・
０
∞
Ｈ
一
・
０
∞
沼
∞

∞
卜
Ｎ
Ｎ

０
』
ヽ
Ｎ

〇
∞
∞
Ｎ

〇
∞
い
∞

０
卜
Ю
∞

Ｏ
Φ
ヾ
ヾ

寺
２
“い事
・ｏＯ事
・｝”事
・一め専
・一一一̈

〇
〇
０
∞

∞
∞
∞
∞

い
〇
〇
∞
・
卜
∞
∞
∞

Ｎ
∞
∞
Ю
・
Ｎ
∞
∞
∞

理
―

い
０
∞
∞

「
∞
∞
∞

∞
卜
∞
∞

増
―

∞
卜
∞
∞

卜
Ｏ
Ю
ヾ

ヾ
０
ヽ
い

【
耐
∞
い

。
∞
〇
∞
い

。
）
〇
∞
∽

Ｎ
【
Ю
ヾ

０
０
∞
い

〇
〇
∞
い

い
Ｏ
Ｎ
い

Ｏ
Ｈ
∞
い

卜
Ｏ
守
守

・
∞
い
で
や

・
一
い
で
や

０
卜
Ｎ
Ю

＝

　

墾

伽
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

愧
Ｓ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
尽
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
累
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
さ

ｖ
句

伽
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

鯉
禦
合
Ｃ
く
至

ｖ
句

個
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

゛
禦
念
Ｃ
く
さ

ｖ
句

佃
繁
Ｓ
Ｃ
く
さ

〉
句

ぐ
襲
Ｓ
Ｃ
く
さ

ｖ
句

靱
禦
き
Ｏ
く
さ

ｖ
句

佃
禦
Ｓ
Ｃ
‘
牽

ｖ
句

゛
禦
Ｓ
Ｏ
く
證

ｖ
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

傷
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

準
爛
゛
Ｏ
く
牽

ｖ
句

伽
ぷ
ぶ

Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
禦
Ｓ
Ｏ
‘
牽

ｖ
句

゛
爛
Ｓ
Ｏ
‘
牽

ｖ
η

佃
褒
会
Ｏ
‘
牽

ｖ
句

佃
爛
Ｓ
Ｏ
く
牽

ｖ
句

゛
禦
会
Ｏ
く
さ

ｖ
句

佃
繁
合
Ｃ
く
さ

ｖ
句

修
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
ぶ
基
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

劇

瞳
　
　
痙

３
ヽ
い
ば
´
ｏ
Ｈ
）
翠
枢
‘
後
２

貧
ミ
∝
＞
ｏ
【
）
興
枢
‘
螢
理

含
む

κ
＞
ｏ
じ

鰹
区

６
お
∝
い
い
）
廻

澤

（Φ
ヽ
Φ
“
＞
Ю
卜
）

Ｑ
お
ぼ
´
い
．卜
）
塑
‘
後
ぜ

（
ｏ
ヽ
Φ
“
い

い
）

締
姜

|

３
ｈ
眩
い
い
卜
）
鰹
‘
終
せ

貧
ミ
∝
”
ｏ
Ｈ
）
量
枢
‘
後
せ

６
ミ
κ
´
８

）
興
枢
３
後
ゼ

↑
お
ぼ
´
Ю
．卜
）
鰹
‘
後
恩

３
ミ
“
”
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
擬
せ

で
ヽ
Φ
眩
＞
Ю
．卜
）
興
‘
後
せ

３
お
“
い
０
日
）
鰹
紙
郷

Ｑ
ヽ
い
“
＞
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
せ

３
ｂ
ば
´
ｏ
［
）
鯉
枢
‘
後
恩

０
お
∝
＞
ｏ
出
）
鰹
枢
‘
螢
せ

（ミ

Φ
鍼
´
ｏ
じ

鰹
枢
区

|

（゙
ヽ
∞
眩
メ
ｏ
じ
　
Ⅲ
К

で
あ
眩
”
８

）
興
枢
郷

３
ミ
“
´
ｏ
｛
）
廻
淑
３
後
ゼ

（ミ

Φ
饂
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
誕
枢
‘
後
ゼ

Ｑ
ヽ
い
ば
ン
ｏ
【
）
翠
枢
‘
螢
２

０
お
ぼ
´
い
。卜
）
聖
‘
後
セ

（ミ

０
“
´
ｏ
じ

簿
枢
区

貧
ミ
“
´
Ю
卜
）
鰹
区
罫

Ｑ
し
ば
い
い
．卜
）
襲
‘
後
せ

∞
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
暉
枢
‘
螢
ゼ

∞
お
“
´
ｏ
［
）
聖
枢
‘
後
せ

∞
ミ
眩
´
ｏ
】
）
鰹
枢
‘
後
せ

∞
ヽ
ぼ
´
ｏ
［
）
鰹
枢
‘
後
ゼ

∞
お
饂
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
壺

臓
　
　
ま

３
ゝ

眩
＞
い
．卜
）
駆
‘
後
退

貧
お

“
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

貧
お
∝
´
ｏ
じ

題
区

で
ヽ
ｏ
饂
い
い
。卜
）
廻

‘
峰

せ

撃

（Φ
ヽ
０
ば
い
い
卜
）

↑
ヽ
０
“
＞
Ю
．卜
）
興
‘
後
退

で
あ
∝
い
い
．卜
）
興
‘
後
製

３
ヽ
０
“
´
Ю
．卜
）
鰹
‘
後
せ

含
お
“
´
９

）
熙
К

貧
ミ
“
´
２

）
興
枢
３
後
せ

貧
お
“
´
ｏ
じ

鰹
枢
Ｋ

で
ヽ
Φ
饂
＞
Ю
．』
）
興
‘
後
想

３
ミ
∝
＞
８

）
理
枢
‘
咎
ゼ

（ミ
Φ
“
´
ｏ
じ

鰹
枢
Ｋ

３
お
“
い
ｏ
｛
）
鰹
枢
郷

（ミ

ヾ
“
ン
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

（ミ

ヾ
∝
”
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

３
お
鑑
´
ｏ
【
）
暉
枢
‘
峰
せ

３
ヽ
い
眩
´
Ю
．じ

暉
３
擬
想

（ミ

ヾ
ば
´
ｏ
日
）
鰹
枢
区

３
ミ
眩
´
８

）
興
枢
‘
後
ゼ

で
ヽ
∞
∝
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
郷

３
ミ
∝
い
２

）
興
枢
‘
Ｋ
ゼ

（ミ

０
饂
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

Ｑ
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
２

３
ｂ
“
´
８

）
廻
枢
‘
螢
ゼ

３
お
“
´
０
．卜
）
鰹
‘
後
２

３
お
ぼ
ン
ｏ
【
）
興
枢
‘
螢
せ

（ヽ

い
ば
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
Ｋ

（ミ

Ю
“
ン
ｏ
じ

鰹
枢
К

（く

ヾ
κ
＞
い
。卜
）
暉
区

（ヽ

い
“
”
ｏ
じ

駆
枢
区

３
ヽヾ
餡
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
擬
遭

Ｓ
ヽ
∞
“
い
い
．卜
）
亜
Ｋ

ぐ
お
鑑
＞
い
．卜
）
塑
‘
後
セ

劇

需

陣
　
　
超

篠
小

年

ホ |

体

ホ

篠

ホ

Ъ

ホ

体

ホ |

林

ホ

篠

ふ

体

（

篠

小

筆

小

体

ふ

篠

小

摯

小

体

（

ヽ

ホ

体

小

篠

ヽ

体

ホ

篠

ヽ

体

（

Ъ

ホ

篠

小

体

ヽ

Ъ

小

篠

ホ

Ъ

ホ

十
狡

イ
纂
＾

篠

ふ

体

ふ

纂

ホ

篠

ヽ

目
　
　
ま

Ъ
ホ

Ъ
小

Ъ
ホ

Ъ
ふ

Ъ
小

篠
ふ

篠
ヘ

Ъ
ホ

Ъ

ヽ

体
（

Ъ

ホ

Ъ
ホ

Ъ

小

篠
＾

ぶ
く
篠
小

篠

ホ

Ъ

ホ

篠

ヽ

Ъ
ホ

篠

ホ

篠
ふ

篠

ホ

ヽ

ト

ヽ
ホ

ヽ
ホ

体
（

Ъ
ホ

猿
ヽ

篠
ヽ

ヽ
本

Ъ
ふ

Ъ
ヽ

Ъ
ふ

ふ
く
篠
ヽ

Ъ
ホ

刺

巡

撻
　
　
器

| | | | | | | | | | | | | |

【
．卜
ヽ

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

即
　
　
悩

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

∞
．∞ |

（即
攘
）
趨
□

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

い

ヾ
∞

| | |

∞
．ヾ

Ｎ
|

〇
ヽ

曖

製

磐
製
）
凶
瀾

ヾ

∞

０

の

∞

ヾ

０

∽

ヾ

ヾ
０

∽

Φ
ヾ
０

∽

〇

∽
０

∽

Ｈ
い
０

∽

一

い

０

∽

∞

Ю
Ｏ

∽

ヾ

一
０

∽

Ю

Ю

Ｏ

∽

Φ

い

０

∽

警崚
　

櫻

串
翠

築

＝
騰
＝

鵠

＝

躍

調
雛
刊

躊

引
躍
＝

業
＝

躍

＝

鵠

＝

躊

＝

躍

樹
騰
＝

鵠

＝

騰

＝

窯
璃

鵠

＝
騰
＝

窯
薇

窯

＝

躍

＝

贈

＝
躍
＝

躊

＝

躊

引

鵠

＝
躍
＝

諮
＝

鵠

＝
諮
＝

臨

＝

諮

＝
熱
素

鵠

＝

６
Ｚ
図

Φ
∞
∞

卜
∞
∞

∞
∞
∞

Ｏ
∞
∞

０
０
∞

［
０
∞

べ
０
∞

∞
０
∞

ヾ
Ｏ
∞

Ю
Ｏ
∞

Φ
Ｏ
∞

卜
〇
∞

∞
０
∞

Ｏ
Φ
∞

〇
〇
ヾ

耐
〇
ヾ

Ｎ
Φ
ヾ

∞
〇
ヾ

ヾ
〇
ヾ

Ю
Ｏ
ヾ

Φ
Ｏ
ヾ

卜
〇
ヾ

∞
〇
ヾ

０
０
守

Ｏ
Ｈ
ヾ

耐
Ｈ
守

Ｎ
耐
ヾ

∞
Ｈ
ヾ

ヾ
出
ヾ

い
Ｈ
ヾ

Φ
一
ヾ

卜
Ｈ
ヾ

∞
Ｈ
ヾ

Ｏ
【
ヾ

〇
ヽ
ヾ

-100-



（解
）
誦
熙
服
Ｓ
興
調
駆
　
脳
”
紙

や

撃

雛
呉
２
野
欄

中

′、
心
へ
十
　
曖椰
曖
□
欄

中
へ
い
ヽ
十
　
崚枷
曖
□
駆

ｓ
総
難
駅
せ
卜
藤
回
　
曖枷
索
口
駆

議
懸
駆

中
へ
さ
へ
十
　
曖駆
縣
□
郁

雛
雲
２
礎
日
熙

誰
匡
２
蕊
口
鰯

職
礎
□
駆

Ｋ
Ｋ
　
ｓ
Ｓ
撫
駅
皿
尽
恩
卜
曖
ロ
　
ヒ”
県
２
Ｓ
口
駆

曖
朧
暉
需
圏

中
ハ
心
ハ
十
　
建枷
索
□
個

輸
曖
日

ｓ
Ｓ
糠
悠
　
乖
眠
個

ヽ
ぶ
卜
　
絆
蘇
皿
Ｒ
せ
卜
曖
日
　
疑
裏
２
曖
口
↑
悉

中
へ
心
ハ
■
　
颯撫
嶼
羅

競
瑾
熙

論
樋

Ｋ
Ｋ
Ｃ
　
」願
悩
檬

颯
こ
最
適

Ｋ
Ｋ
Ｋ
　
論
墨
潔

縮
図
網

雛
悩

↑
旧

雛
樋

↑
鵬

離
適

論
曖
□
駆

詭
悩
駆

中

′、
心
ハ
■
　
」椰
縣
口
照

中
へ
心
ヽ
十
　
ｓ
埒
権
蘇
　
」憮
羅
旧

輪
曖
□
癬

中
へ
心
ヽ
十
　
曖樺
雲
２
曖
□
紺

議
蕊
口
熙

雛
索
日
熙

雛
曖
□
熙

競
礎
□
樹

雛
限
欄

ｏ
Ｚ
Ъ
「
麟

∞
Ｏ
０
０
・
い
０
で
い
２
卜
０
守
い

Ｏ
Φ
ヾ
ヾ

〇
〇
Ю
ヾ

∞
∞
ヽ
い

〇
〇
∞
Φ

Ｈ
一
∞
０

・
ヾ
Ｏ
Ｎ
０

て
Ｗヽ
∝
一
∞∞“
∝

ヾ
〇
∞
Φ

い
卜
【
Φ

＝
〇
一
い

ゆ
Ｎ
∞
Φ

卜
∞
Ｎ
Ю

い
い
∞
Φ

・
∞
ヾ
Ｎ
ｍ

』
∞
∞
Φ
・
０
∞
Ｈ
Ю
・
∞
卜
Ｈ
め

Ｏ
Ю
∞
Φ

０
ヾ
∞
Φ

∞
Ю
∞
Ｏ

〇
【
∞
０

卜
〇
∞
０

∞
∞
【
∽

躍
―

Ｎ
∞
Ｏ
Φ

∞
∞
∞
∞
・
〇
∞
∞
い
・
Φ
Ｎ
∞
い

ヾ
∞
∞
ｍ

α一α‘．一一一一一̈一一）一一一一̈
一一一一

―

酬

司

劇

「

劉

緊
―

辮
―

０
∞
０
ゆ

・
∞
∞
Φ
Ю

０
０
０
い

ゆ
０
０
い

＝

　

墾

い
ぶ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
８
で

価
墨
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

個
興
全
Ｃ
く
牽

〉
句

゛
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
尽
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

伽
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
一

個
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

ｕ
ｓ
ぶ
ｃ
卜
ヽ
日
８
一

佃
゛
碁
Ｃ
卜
ヽ
日
日
【

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
ε
＝

゛
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
日
日
【

佃
興
Ｓ
Ｏ
く
牽

ｖ
句

゛
尽
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

伽
黎
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
黛
め
Ｃ
‘
゛

〉
句

゛
興
Ｓ
Ｃ
く
さ

〉
句

佃
繁
Ｓ
Ｃ
‘
゛

ｖ
句

゛
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

い
さ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
禦
台
Ｏ
‘
至

〉
句

゛
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
自
Ｅ
∞

準
゛
ぶ
Ｃ
ト
ベ
ε
日
∞

゛
興
Ｓ
Ｏ
‘
牽

〉
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

準
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
Ｅ
日
∞

゛
禦
合
Ｃ
く
姦

〉
句

佃
黎
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
Ｅ
一

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

憫
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
【

゛
Ｓ
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
日
Ｎ

御
ヽ
ぶ
Ｏ
ト
パ
８
日
Ｎ

゛
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

鋼

臓

　
　
Ｋ

お
ヽ
∞
い
い
．Ｎ
）
楓
ヽ

Ｓ
ヽ
い
眩
”
い
．卜
）
簿
３
後
せ

３
お
∝
´
い
．卜
）
駆
‘
後
里

∩
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
区

貧
ミ
ば
い
９

）
熙
枢
‘
後
せ

Ｑ
ヽ
Φ
眩
い
い
。』
）
理
‘
後
ゼ

含
ミ
∝
´
い
卜
）
運
‘
後
辺

貧
ミ
“
い
い
．卜
）
駆
区
窓

３
ヽ
ぼ
´
ｍ
卜
）
廻
‘
後
Ψ

貧
お
∝
い
い
．卜
）
鰹
К

貧
お
ぼ
´
ｏ
じ

優
区

Ｑ
ヽ
Φ
眩
＞
Ю
）
騨
‘
後
ゼ

３
ミ
“
”
ｏ
】
）
鞭
枢
３
後
建

３
あ
α
”
Ю
．』
）
響
枢
郷

３
ヽ
だ
い
８

）
暉
釈
‘
後
里

（ミ
ヾ
“
”
い
．卜
）
蝉
К

３
ヽ
卜
“
”
Ю
．卜
）
興
‘
後
せ

ぐ
お
ぼ
＞
２

）
塑
枢
‘
後
せ

８
お
“
´
ｏ
召
）
撻
枢
‘
後
せ

|

（晏
終
セ
ヾ
ざ
Ⅸ
）
畔

Ｑ
ゝ
∝
”
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
せ

Ｓ
ヽ
∞
“
´
ｏ
Ｈ
）
亜
区

（ｔ
∞
“
＞
い
．』
）
塑
枢
饉

含
お
ぼ
”
ｏ
じ

鰹
区

３
ミ
∝
＞
８

）
興
枢
‘
峰
せ

６
お
∝
”
ｏ
【
）
興
枢
腿

３
ｂ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
Ψ

３
ｂ
“
メ
い
．卜
）
螺
‘
峰
せ

Ｑ
ヽ
０
ば
´
Ю
．卜
）
興
‘
後
せ

０
ヽ
ｏ
眩
´
め
，卜
）
鰹
‘
峰
せ

貧
ミ
“
´
８

）
導
枢
‘
螢
せ

貧
ミ
∝
´
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
Ψ

（ミ
ヾ
“
＞
Ю
．卜
）
翠
区

（ミ

ヾ
眩
い
い
．卜
）
鰹
区

お
お
い
い
。Ｎ
）
枢
区

陣

　

　

意

Ｓ
ヽ
卜
い
い
．０

枢
輝

３
ヽ
い
ば
´
０
．卜
）
鰹
３
螢
せ

（ミ

ヾ
眩
”
ｏ
【
）
鰹
枢
Ｋ

（く
？
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
К

（Ｎ
ヽ
∞
“
ン
ｏ
じ
　
Ⅲ
区

Ｑ
お
∝
´
Ю
．卜
）
興
３
後
せ

貧
お
“
”
Ю
．卜
）
螺
К

貧
お
餡
い
い
）
鰹
区

８
ヽ
卜
“
”
ゆ
．じ
響
二
後
せ
２

貧
＼
∞
鍼
ン
Ю
じ

皿
Ⅸ

貧
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
‘
後
せ

３
お
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
鯉
枢
郷

９
ヽ
Φ
“
´
Ю
）
塑
‘
後
せ

３
ミ
∝
＞
ｏ
日
）
騨
枢
‘
後
想

３
お
ぼ
＞
い
．卜
）
熙
枢
輝

６
ミ
∝
´
８

）
廻
枢
‘
後
せ

３
ｂ
”
Ю
．０

枢
‘
咎
Ψ

３
ミ
“
´
い
．卜
）
熙
‘
後
Ψ

貧
ミ
饂
´
９

）
興
枢
‘
後
退

ぐ
お
ぼ
”
ｏ
一
）
輩
枢
郷

（ミ
∞
饂
”
い
じ

皿
区
２

Ｑ
ミ

饂
い
い
じ
薫

３
峰
運

代
ヽ
∞
∝
´
ｏ
円
）
皿
区

３
ヽ
眩
”
Ю
．Ｎ
）
枢
郷

貧
ミ
饂
´
８

）
興
枢
‘
後
２

８
お
ぼ
´
２

）
暉
枢
郷

Ｑ
お
ぼ
´
ｏ
〓
）
鰹
枢
区

貧
ミ
眩
い
ｏ
Ｈ
）
興
枢
３
峰
ゼ

お
ヽ
ぼ
´
２

）
興
枢
‘
後
せ

貧
ゝ
“
＞
ｏ
月
）
鰹
枢
区

（く
ヾ
“
´
Ю
．卜
）
駆
区

３
お
“
´
Ю
．卜
）
鰹
‘
峰
ゼ

０
こ
ぼ
´
い
．卜
）
鞭
‘
Ｋ
せ

貧
ミ
饂
”
８

）
興
枢
‘
後
Ψ

貧
ミ
に
＞
ｏ
【
）
鰹
枢
３
後
２

代
ヽ
い
眩
´
い
。じ

暉
区

（ミ
ヾ
鍼
い
い
卜
）
燿
区

貧
ミ
ン
い
．゙
）
枢
К

翻

需

口
　
　
超

体
（

Ъ
ふ

篠

ふ

箪

ヽ

Ъ

（

篠

ヽ

体

小

Ъ

ホ

ヽ
ふ

Ъ
ヽ |

篠

＾

体

小

Ъ

ヽ

体

小

Ъ

小

ヽ

ト

Ъ
小

猿
ふ |

篠

ヽ

Ъ

小

体

ホ

ヽ

ふ |

Ъ
ホ

体
ホ

篠

ホ

篠

ふ

篠

小

は

ヽ

Ъ

ふ

ヽ

小

Ъ
小

Ъ
ホ

Ъ
小

臓

　

　

ま

ヽ

小

体

（

篠

ふ

祢

小

Ъ
ホ

Ъ
ヽ

朱
ふ

憔

ふ

篠
ホ

体

小 |

纂

小

ト

ホ

Ъ
（

十
狡

″
ふ
く
ヽ

小

ヽ

く

ふ

く

ふ

く

体

（
鯨
ホ

体

ホ

Ъ
ふ

筆
ふ

は

ふ |

体

（

筆

ホ

体

（

Ъ

ホ

ヽ
小

Ъ
ホ

Ъ
ヽ

Ъ
ふ

篠

ホ

体

小

ヽ

小

劇

運

鰹
　
　
朧

| | | | | |
| | | | | | | |

I | | | | | | | |
| | | | | | | |

| | | | |

巡

　
　
墨

| |
| | | | | | | | |

| | | |

０
ト

ヾ
．Φ

０
．Φ |

０
．∞ |

l | | | | | | |
|

（滲
攘
）
巡
□

| | |

ヾ
．∽
゛

|

Ｎ
．【
“

∞
．∞
Ｎ

| |

Ｎ
．∞
Ｈ

| |

Ｎ
．Ｏ
Ｎ

| |
| | | | | | | |

| |

Ｎ
∞
∞

|

卜
ヽ | |

Φ

ヾ
Ｎ

Ｏ
．い
日

|

図

響

翼
錮
）
凶
響

』

ゆ

０

の

∞

い

０

∽

∞

Φ
Ｏ

∽

０

い

０

∽

ｏ
０
０

∽

Ｈ

Ｏ

Ｏ

の

Ｎ

Φ

Ｏ

∽

ヾ

Φ

Ｏ

の

∽

Φ

Ｏ

の

轡映
　
　
榔

舗

＝

恭
＝

騰
調

鵠

＝

鶉

＝

鵠

＝

雛

＝

誰
＝

謙
＝

窯
＝

鵠
引

鶏

＝

躍

＝
躍
＝

躍
＝

躊
＝

躊
＝

鵠

＝

窯
＝

臨

需
騰
＝

鵠

＝
躊
刊

鵠

刊

躊
＝

躊

＝

鶉

＝

騰
＝

躍

＝

躙

樹

業
＝

騰

＝

器
＝

臨

＝

騰
＝

鵠

＝

ё
Ｚ
区

耐
Ｎ
ヾ

Ｎ
Ｎ
ヾ

∞
Ｎ
ヾ

ヾ
Ｎ
ヾ

い
ヽ
マ

Ｏ
Ｎ
守

卜
ヽ
ヾ

属
∞
ヾ

Ｎ
め
ヾ

∞
∞
ヾ

ヾ
∞
ヾ

Φ
∞
ヾ

卜
∞
ヾ

∞
∞
ヾ

０
∞
ヾ

〇
ヾ
ヾ

「
ヾ
ヾ

Ｎ
ヾ
ヾ

∞
ヾ
ヾ

ヾ
ヾ
ヾ

い
く
ヾ

卜
ヾ
ヾ

∞
ヾ
ヾ

０
ヾ
ヾ

Ｏ
Ю
ヾ

Ｈ
Ю
ヾ

一
い
ヾ

ヾ
い
ヾ

い
い
０

-101-



（Ｎ
）
痛
熙
畷
翠
興
召
■
　
轟
工
∬

や

攣

中
へ
心
ハ
■
　
一
埒
鞭
悠
　
曖極
曖
回
熙

中
ハ
心
ハ
■
　
ｓ
埒
推
懲
　
」撫
曖
□
照
К

中
へ
心
へ
十
　
ｓ
埒
糠
駅
　
乖
礎
□
駆

中

′、
心
ハ
十
　
ｓ
埒
維
駅
　
競
索
田
部
×

中
ハ
心

′、
十
　
颯
こ
雛
閾

中

′
、
心
ハ
■
　
ｍ駆
閾

ｓ
埒
推
駅
　
崚撫
雲
２
縣
□
韻

ｓ
埒
棒
駅
　
」難
曖
口
脳

中
ハ
心
ヽ
十
　
」駆
紫
口
旧

中
へ
心

′、
十
　
ｓ
捻
維
懲
　
曖確
雲

中
へ
心
ヽ
十
　
」勲
礎
回

に
響

中

′、
心
ヽ
十
　
崚権
曖
□
駆

中
へ
心
ハ
十
　
曖枷
曖
□
駆

中
へ
心
ハ
■
　
ヒ確
縣
□
駆

中
ハ
心
へ
十
　
ｍ珈
索
□
駆

中

′、
心

′、
十
　
ｍ駆
索
□
紹

中

′、
心
ヘ
キ
　
颯椰
軽
□
↑
購

Ｋ
Ｋ
く
　
中
ハ
心
ハ
■
　
曖枷
縣
日
駆

中

′、
か
ヽ
十
　
曖辮
礎
Ｅ
↑
翻

中
ハ
さ
ハ
十
　
崚確
曖
□
熙

中
ハ
心
ハ
■
　
」枷
縣
口
熙

中
ハ
心
へ
十
　
曖躯
索
口
羅

中
ハ
心
ハ
十
　
曖駆
曖
日
熙

］
へ
心
ハ
■
　
曖瓶
索
□
Ｍ

中
へ

心
へ
十
　
鷺
曖

□
照
Ｋ

中
ハ
心
へ
十
　
颯鸞
礎
Ｅ
駆
К

Ｋ
κ
く
　
中
へ
心

′、
十
　
ｓ
埒
絆
駅
　
曖枷
呉

中
へ
心
へ
十
　
ｓ
埒
雑
К
　
崚椰
雲

中
へ
心
へ
十
　
ｓ
埒
難
悠
　
曖撫
雲

中
ハ
心
ヽ
キ
　
ｓ
埒
推
悠
　
曖中
雲

中
へ
心
ハ
十
　
ｓ
総
撻
駅
　
崚駆
雲

∝
癬
К

中
ハ
心
へ
十
　
」憮
驀
回
旧
輩
□
ぐ
郎

中

′、
さ

′、
十
　
ヨ籠
蕊
口
翻

中
へ
心

′、
十
　
曖枷
樋

６
Ｚ
Ъ
Ｈ
麟

Ｏ
Φ
Φ
ヾ

い
卜
Φ
ヾ

０
い
０
せ

∞
Ю
∞
い

ヾ
卜
∞
Ю

〓
卜
∞
ｍ
と
い
Φ
∞
い
・
〇
〇
Φ
ヾ

ヾ
∞
Φ
）

・
∞
∞
Φ
ヾ

・
召
∞
Φ
守

円
０
∞
い
２

ｏ
Φ
∞
い

卜
い
〇
〇

０
い
Ｏ
Φ

∞
Φ
Ｏ
Ｏ

ヾ
〇
ヾ
Ｎ

∞
Ｈ
ヾ
∞

窯
―

０
∞
ヾ
∞

Ｎ
Ｏ
ヾ
∞

ヾ
い
い
い

０
ヾ
一
∞

い
い
ヾ
∞

摯
―

０
卜
ヾ
∞

い
ヾ
∞
∞

∞
∞
い
∞

〇
ヾ
ヾ
め

Ｏ
Φ
０

【
Ｏ
ヾ
∞

ヾ
Φ
∞
Ｎ

０
０
Ｎ
∞

崎
∞
∞
∞

Ｏ
Ｏ
ヾ
ヾ

∞
〇
∞
∞

緊
―

螺
―

Ｈ
一
ヾ
∞
＋
０
「
ヾ
∞

調
　
　
準
瞑

佃
ぶ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
黎
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

伽
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

値
゛
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
８
日
∞

伽
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

値
゛
Ｓ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
め

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
ヾ

佃
黎
ぶ
Ｏ
ト
パ
８
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
営

|

御
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

御
ぶ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

準
ぶ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

個
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
ト
バ
日
日
Ｎ

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

準
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

準
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

憫
興
Ｓ
Ｏ
‘
轟

ｖ
句

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
８
一

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぶ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
黎
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

無
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

個
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヾ

綱

口

　
　
К

６
ヽ
０
“
＞
Ｏ

塑
ヽ

３
ヽ
０
眩
＞
ｏ
】

９
ヽ
ｏ
に
い
い
．』
）
翠
‘
後
セ

０
お
眩
＞
い
。卜
）
理
‘
後
恩

３
お
眩
”
ゆ
．卜
）
駆
‘
後
せ

Ｓ
ヽ
∞
κ
´
い
．∞
）

亜
Ｋ

|

３
お
∝
い
い
』
）
蝉
‘
後
辺

３
ゝ
“
”
ｏ
Ｈ
）
専
枢
‘
後
せ

Ｑ
お
ぼ
い
い
．卜
）
聾
‘
後
せ

６
お

酬
＞
い
０

響

２

３
ミ

眩
メ
め
じ

懇

‘
後

ゼ

３
い
酬
´
Ю
卜
）
鰹
‘
後
里

６
ヽ
ｏ
“
´
Ю
）
興

３
ｂ
饂
い
い
卜
）
鰹
‘
螢
２

９
ヽ
Ｏ
α
´
Ю
卜
）
軽
‘
擬
２

（Φ
ヽ
Φ
“
´
ｅ

塑

で
ヽ
い
眩
＞
∽
卜
）
鰹
‘
後
ゼ

３
お
∝
＞
ｏ
月
）
蝉
枢
‘
終
せ

３
お
ぼ
´
ゆ
．卜
）
博
‘
後
里

含
お
“
´
ｏ
じ

螺
Ｋ

６
ミ
“
い
い
）
興

含
お
い
崎
．こ

枢
Ｋ

３
お
“
＞
Ю
卜
）
鰹
‘
後
せ

３
ｂ
“
い
い
卜
）
鰹
‘
後
コ

３
お
ぼ
い
い
卜
）
鰹
‘
後
ゼ

３
ｂ
“
”
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
ゼ

３
ｂ

∝
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢

‘
擬

せ

貧
お

ぼ
ン
い
。じ

鰹
区

Ｓ
ヽ
い
眩
＞
Ю
卜
）
鰹

‘
後

退

Ｑ
ミ
鍼
＞
Ю
卜
）
興
‘
後
ゼ

で
ヽ
ｏ
“
´
ｏ

Ｎ
ヽ
卜
“
ン
ｏ

Ｎ
ヽ
卜
“
´
ｏ

∞
ヽ
い
に
メ

ｏ

で
ヽ
ｏ
∝
メ

ｏ

興
枢
‘
後
退

興
枢
‘
螢
想

鰹
枢
３
後
建

鰹
枢
‘
峰
壇

黛
枢
‘
後
退

熙
択
‘
後
退

目

　

　

ま

０
こ
眩
＞
ｍ
卜
）
塑
‘
後
望

ぐ
お
眩
＞
め
卜
）
鯉
‘
後
里

ぐ
ヽ
Φ
鑑
い
い
．卜
）
鰹
３
後
せ

６
ヽ
ｏ
鍼
＞
ゆ
）
迎

（ミ
ヾ
＞
い
。Ｎ
）
枢
区
饗

螺
畔

貧
お
∝
い
い
。Ｎ
）
皿
К

|

翁
お
“
＞
Ю
卜
）
燿
‘
後
せ

３
お
∝
”
ｏ
】
）
雲
枢
‘
後
ゼ

Ｑ
じ
眩
メ
ｍ
卜
）
塑
‘
後
理

ぐ
こ
∝
´
崎
）
鰹
‘
後
せ

３
ヽ
い
饂
＞
∽
．卜
）
鯉
‘
後
退

６
ヽ
Φ
眩
”
い
）
興

３
お
ぼ
＞
ゆ
卜
）
媒
‘
後
壺

Ｑ
ヽ
Φ
∝
い
い
。卜
）
騨
‘
咎
ゼ

（ｏ
ヽ
Φ
“
´
じ

量

Ｑ
お
ぼ
´
い
．卜
）
雲
３
後
想

６
ヽ
い
ば
い
ｏ
【
）
博
枢
‘
螢
ゼ

（ミ
ヾ
“
´
い
．じ

鰹
Ｋ

貧
お
眩
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
К

（Ｒ
Φ
眩
ン
Ю
）
塑

６
ミ
に
い
い
。卜
）
熙

３
お
“
ン
い
．卜
）
暉
‘
後
望

３
ｂ
“
い
い
卜
）
璽
‘
％
セ

貧
お
ぼ
´
い
。」
）
鰹
Ｋ

（ヾ
ヽ
０
ば
´
い

（ヾ
ヽ
０
ば
い
い

（∞
ヽ
ゆ
∝
´
Ю

Ｑ
ヽ
卜
“
´
Ю
卜
）
鰹
‘
後
せ

Ｑ
ミ
∝
＞
∽
卜
）
塑
‘
後
壺

∞
ヽ
い
ば
”
ｏ
Ｈ

で
ヽ
０
眩
´
ｏ
〓

∞
ヽ
卜
∝
い
ｏ
【

∞
ヽ
卜
饂
´
ｏ
劇

燿
枢
‘
擬
ゼ

興
枢
‘
螢
せ

鰹
枢
‘
峰
ゼ

鰹
枢
‘
後
里

鰹
‘
後
セ

響

Ｓ
後

せ

鰹
‘
後
想

癬

需

掴

　

　

Ｋ

体

（

篠

ホ

体

ホ

味

ヽ

篠

ヽ

Ъ

ホ

Ъ

ヽ

篠

小

篠

（

体

ホ

体

ふ |

筆

ふ

篠

（

摯

ヽ

体

ホ

箪

ヽ

妹

（

体

ホ
猿
ホ

篠

ホ

宋

ホ

朱

ヽ

年

ふ

篠

ふ

体

ふ |

体

ふ

篠

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

小

Ъ

ヽ

体

ホ

篠

ホ

窯
盤

掴

　

　

く

黙

小

篠

ホ
Ъ
ふ

Ъ
ヽ

Ъ
（

篠
ヽ

ふ
く
ヽ
ふ

篠

ホ

ふ

く

篠

ふ

ヽ

ホ |

Ъ

ホ
体
（

体

（

篠

ヽ

Ъ

（

体

（

祢

ホ

篠

ホ

体

（

体

（

篠

小

体

（

体

（

体

ホ

篠

ホ

ト

ホ

林

ヽ

篠

ホ

Ъ

ホ

篠

ヽ

篠

ホ

ぶ
く
体
（

翠
赴

刺

埋

恒
　
　
鵠

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

即
　
　
墨

| | | | |

∞
Φ | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

∞
．ヽ
Ｎ

|

（滲
撻
）
趨
□

| | |

∞
ヾ | |

Ｎ
．゙
∞

∞
。い
ヽ

Ｈ
．“
Ｎ

| | |

∞
．Ｏ
Ｎ

ヽ
．Ｎ
Ｎ

| | | | | | | | | | | | | | | | | | |

ヾ
．ヾ

〓
|

睡

製

０
０
出
∞

ρ

ゆ
ｍ

彗
判
）
凶
畢

卜

０

０

∽

Φ

卜

０

∽

Ｈ
Φ
∩

∽

コ̈

　

脚

器
＝

鵠
＝

串
＝

畿
＝

鵠

＝
鎖
＝

鶉

＝
躊
＝

器
翠

離

期

躍

＝ に
騰

＝

騰

＝

騰
＝

器
＝

騰

＝

灘

＝

臨

＝

熱
素

鶏
＝

黙
翠

誰

＝

騰

＝

畿

＝

騰
＝

窯

刊

誰

＝
騰
＝

騰
＝

串
＝

雖

＝

躊

＝

躍

引
躍
＝

６
Ｚ
区

０
い
守

卜
い
マ

∞
い
ヾ

０
い
で

〇
〇
守

［
Ｏ
ヾ

Ｎ
Ｏ
ヾ

∞
Φ
ヾ

ヾ
Φ
ヾ

Ю
Φ
ヾ

Φ
Φ
ヾ

卜
Φ
ヾ

∞
０
ヾ

Ｏ
Φ
ヾ

〇
卜
ヾ

耐
卜
ヾ

Ｑ
卜
ヾ

∞
卜
ヾ

守
卜
ヾ

Ю
卜
ヾ

Φ
卜
ヾ

ト
ト
ヾ

∞
卜
ヾ

０
卜
ヾ

〇
∞
ヾ

耐
∞
ヾ

Ｎ
∞
ヾ

∞
∞
ヾ

ヾ
∞
守

Ю
∞
ヾ

Φ
∞
守

卜
∞
ヾ

∞
∞
ヾ

０
∞
ヾ

Ｏ
Ｏ
ヾ

-102-



（コ
）
誦
熙
覇
翠
興
引
Ｅ
　
痛
口
∬

撫

撃
中
ハ
心
ヽ
十
　
論
墨

中
へ
心
ヽ
十
　
颯撫
悩

ツ
ハ
心
ヽ
十
　
崚駆
悩
駆

中

′、
心
ヽ
十
　
職
墨
駆

中
へ
心
ハ
十
　
Ｋ
κ
改
　
論
悩

鈴
藤
□
熙

雛
曖
□
部

雛
縣
□
翻

論
曖
□
郁

κ
К
く
　
曖燕
縣
□
羅

蹴
礎
□
駆

競
曖
□
駆

乖
曖
□
熙

誰
曖
□
一
樹

翠
撫
く
超
　
職
礎
□
爾

輸
曖
回
駆

襦
礎
日
細

Ｋ
К
ま
　
ｍｍ
縣
□
韻

潔
撫
式
Ｋ
　
曖撫
礎
□

誰
曖
□
熙

К
Ｋ
く
　
ヨ枷
礎
口
韻

雛
曖
□
熙

雑
睫
□

策
紫
日
駆

詭
蕊
口
個

競
悩
旧

雛
礎
□

↑
採
祭
卜
　
一
埒
難
黙
皿
尽
　
崚撫
曖
□
欄

論
礎
口
側

雛
礎
□
旧

疑
悩
駆

積
悩
熙

雛
擬
熙

論
縣
口
旧

輪
曖
□
欄

Ｏ
Ｚ
Ъ
「
騒

卜
∞
ヾ
∞

ヾ
い
ヾ
∞

Ｏ
ｏ
ｍ
∞

卜
〇
い
∞

Ｈ
Ｏ
∞
∞

∞
〇
ヾ
ヾ

案
―

緊
―

緊
―

卜
【
∞
∞

Ｏ
Ｏ
ヾ
Ｎ

∞
卜
ヽ
∞

Ｎ
∽
〇
〇

∞
０
∞
Ｎ

Φ
ヽ
い
め

∞
ヾ
Ｎ
∞

゛
Ｏ
Ｎ
∞

・
Ｈ
Ｏ
Ｎ
∞

や
０
ヾ
∞

［
０
∞
Ｎ

Φ
∞
∞
∞

〇
卜
∞
∞

卜
〇
ヾ
守

０
い
０

∞
卜
ヾ
∞

∞
【
ゞ
ヾ

・
い
０
∞
∞

∞
０
∞
∞

・
Ｈ
ヾ
∞
∞

禦

―

Φ
Ｏ
Ｎ
∞

Ｏ
ｏ
ｍ

＋
０
い
０

０
い
０

Ｏ
Ю
∞
∞

い
０
∞
∞

Ｏ
Ｎ
∞

０
∞
一
∞

＝

　

　

墾

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
８
Ｅ
ヾ

伸
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
繁
Ｓ
Ｃ
く
さ

ｖ
句

゛
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
ト
バ
日
日
Ｎ

゛
墨
ぶ
ｏ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

個
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
８
一

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
興
き
Ｏ
‘
牽

〉
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
ε
日
∞

゛
尽
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
ε
日
∞

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
守

゛
禦
Ｓ
Ｏ
く
さ

〉
句

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

修
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

い
さ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

準
製
Ｓ
Ｏ
く
證

〉
句

ぐ
Ｓ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
褒
合
Ｏ
‘
さ

ｖ
句

い
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
め

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

゛
興
Ｓ
Ｃ
く
゛

ｖ
句

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

個
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

購

陣

　
　
超

で
ヽ
い
ば
”
Ю
．卜
）
ヾ
‘
螢
建

３
ｂ
κ
´
い
．卜
）
暉
‘
螢
里

墾
鮮

６
お
“
”
Ю
．じ

躯
罫

（ミ
ヾ
κ
´
ｏ
じ

螺
枢
区

貧
ミ
“
´
ｏ
円
）
博
枢
‘
後
建

３
ｂ
ば
＞
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
咎
せ

貧
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

|

３
ミ
∝
＞
ｏ
【
）
螺
枢
‘
後
せ

貧
ヽ
』
“
´
ｏ
畠
）
暉
択
３
後
懃

貧
お
ぼ
”
８

）
Ｉ
区

（ミ
∞
眩
い
０
日
）
硼
Ｋ

|

（
Φ
ヽ
卜
“
い

い
。Ｎ
）

締
黎

３
あ
∝
＞
ｏ
【
）
廻
枢
郷

貧
ミ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
ゼ

（ヽ

卜
眩
”
８

）
興
枢
‘
後
せ

０
お
∝
´
Ю
）
廻
冬

３
ヽ
Φ
“
＞
い
．卜
）
暉
‘
後
退

８
お
ぼ
´
Ю
．卜
）
鯉
釈
郷

含
あ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
螺
区

（ヽ

卜
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
せ

貧
ミ
眩
い
０
【
）
駆
枢
‘
後
壺

（く
０
ぼ
´
ｏ
じ

鰹
区

（ヽ

卜
“
＞
８

）
興
枢
‘
後
せ

３
ミ
“
´
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
ゼ

貧
お
饂
´
８

）
皿
Ｋ

Ｓ
ヽ
∞
∝
´
ｏ
Ｈ
）
優
Ｋ

代
ヽ
∞
“
´
ｏ
【
）

皿
区

？
お
眩
”
Ю
）
鰹
憔
‘
後
せ

|

貧
凝
“
”
ｏ
Ｈ
）
駆
枢
３
後
せ

Ｑ
僣
κ
´
Ю
．卜
）
鰹
‘
後
せ

３
お
“
´
ｏ
Ｈ
）
塑
枢
郷

陣

　

く

で
ヽ
Φ
“
い
い
．卜
）
騨
‘
Ｋ
せ

３
ヽ
ゆ
“
´
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

０
お
“
´
い
．卜
）
撻
‘
峰
２

６
ヽ
Φ
眩
い
い
卜
）
廻

Ｑ
ヽ
ｏ
“
´
ｏ
【
）
鰹
淑
‘
後
せ

貧
お
饂
´
ｏ
一
）
鰹
枢
Ｋ

６
ヽ
Φ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
螺
枢
‘
後
せ

含
ヽ
∞
眩
い
０
こ

硼
区

Ｑ
あ
“
´
ｏ
［
）
鯉
枢
郷

Ｑ
お
ぼ
´
い
。卜
）
鰹
区

３
ミ
∝
＞
ｏ
日
）
鰹
枢
‘
峰
２

貧
お
眩
´
８

）
皿
К

（ミ
∞
“
´
ｏ
じ

皿
区

（ヽ

卜
眩
”
９

）
撻
枢
‘
後
せ

３
お
ぼ
´
い
。卜
）
興
枢
郷

Ｑ
ミ
“
´
ｏ
【
）
翠
枢
‘
後
ゼ

貧
ミ
“
ン
ｏ
出
）
鰹
枢
‘
後
Ψ

（ｔ

卜
“
＞
ｏ
【
）
廻
枢
‘
後
せ

Ｑ
あ
“
´
∽
）
興
ヽ

（ｔ

卜
ば
＞
８

）
廻
枢
‘
後
せ

３
お
饂
い
い
。卜
）
廻
枢
郷

含
お
鍼
´
ｏ
Ｈ
）
躯
区

（ヽ

卜
“
´
８

）
廻
枢
‘
後
退

３
ヽ
眩
ン
ｏ
【
）
螺
枢
‘
後
せ

Ｑ
ヽ
０
ば
´
ｏ
じ

螺
淑
区

（ヽ

卜
“
＞
９

）
鰹
枢
‘
後
せ

３
ミ
“
´
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
せ

３
お
∝
い
い
．卜
）
興
枢
郷

代
ヽ
∞
眩
´
ｏ
日
）
優
Ⅸ

代
ヽ
∞
∝
´
ｏ
じ

皿
区

Ｑ
お
“
＞
い
）
興
‘
後
せ

で
ヽ
“
い
い
。」
）
興
‘
後
せ

貧
ミ
α
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

０
あ
眩
い
い
卜
）
廻
枢
輝

３
お
ぼ
´
ｏ
【
）
興
枢
輝

剛

羅

腟

　
　
Ｃ

筆

ふ

篠

（

朱

ヽ |

篠
小 |

Ъ
ホ

ヽ
小 |

年

ふ

潔
避

篠

小

林

ふ |

Ъ
ふ

篠
ヘ

篠

ヘ

年

小

林

ふ

体

小

纂

小

体
ヽ

篠

ホ
Ъ
ホ

ヽ
く
篠
ヽ

ふ

く

憔

ホ
箪
ヽ

篠

ふ

纂
ホ |

機
羅

黙

ふ

篠

ふ

Ъ

（

臨

　

　

意

|

Ъ

ホ

篠

ヘ

翠
撻

Ъ
小

Ъ

ふ

体

小

体

（

筆

ホ

体

（

Ъ

ホ

Ъ
ホ

Ъ
ヽ

Ъ
ふ

Ъ

ふ

ネ

小

ヽ

小
纂
ふ

Ъ
（

ふ
く
ヽ
小

Ъ
ホ

ヽ
小

ふ
く
篠
ホ

Ъ

（

ふ
く
篠
ふ

ふ
く
は
ふ

Ъ

小

Ъ
（

ふ
く
篠
ふ

ふ
く
ヽ

ふ

体

（

篠

ふ

年

小

篠

小
篠
ヽ

酬

涎

燿
　
　
器

| | |
| | | | | | | | |

| | | | | | | |
| | | | | | | |

| | | | | | |

滲

　

曇

ヾ
．゙

認

Ｏ
Ｈ | |

ヾ
．Ｏ | | |

| | | | | | | | |
| | | | | | |

| | | |

ヾ
．０ |

|

（巡
耀
）
滲
□

| | | | |
| | | | | | | | |

| |

Φ
【
゛

| | | | |
|

∞
．Ｈ
∞

卜

ヾ
Ｈ

|

ヾ
，卜
一

∞
．ヾ

Ｈ

∞
．∞
【

| | | |

腰

要

０
・つ
い
ｍ

０

い
ｍ

Ｏ
Ｎ
く

０
０
【
ｍ

磐
錮
）
区
雪

［
ｏ
∩

∽

コ映
　

綴

器
引

窯
＝

躍

＝
諮
＝

躊
＝

出
＝

鵠

鋼

業
引

識
＝

串

＝

鶉

＝

鵠

＝

熱
樹

躊

＝

窯

＝

鵠
調

鏃
引

躍
＝

諮

＝
躍
＝

躊

＝

躊

＝

熱
＝

躊
＝

識
樹

鵠

＝

騰

＝

鵠

＝

騰
＝

舗

＝

器

＝

器
＝

熱
＝

躊

＝

鵠

引

ё
Ｚ
図

Ｈ
Ｏ
ヾ

∞
〇
守

∞
い
ヾ

ヾ
０
マ

０
０
ヾ

』
０
ヾ

∞
０
ヾ

Ｏ
Ｏ
ヾ

〇
〇
い

［
Ｏ
Ю

゛
〇
∽

∞
〇
い

ヾ
〇
い

い
〇
い

〇
〇
め

卜
〇
い

∞
〇
い

０
０
Ю

Ｏ
Ｈ
い

［
【
Ю

Ｎ
【
め

∞
一
〇

ヾ
【
ゆ

Ю
［
い

Φ
Ｈ
い

卜
【
ゆ

∞
【
い

０
日
Ю

〇
ヽ
い

Ｈ
一
い

ヽ
ヽ
い

∞
一
い

ヾ
Ｎ
い

い
ヽ
い

-103-



（９
）
誦
熙
懸
Ｓ
興
召
駆
　
誦
９
∬

や

撃 ｓ
埒
維
駅
　
ヨ類
騒

ｓ
捻
維
駅
　
い
雛
野
観

ｓ
埒
帷
駅
　
競
雲

К
Ｋ
く
　
ｓ
埒
撻
駅
　
減
雲

ｓ
埒
絆
駅
　
競
雲

ｓ
埒
撻
駅
　
職
堅

窯
憮
ま
く
　
０
埒
継
悠
皿
尽
　
曖籠
朦
欄

翠
撫
　
崚権
邁

震
撫
　
織距
墨

雛
蜀

雛
護
埼
煙

メ
伏
欄
謡
　
崚確
縣
日
侭

中
へ
心
ハ
十
　
鐘抑
縣
□
駆

競
曖
□
巌

中
ハ
心
ハ
十
　
崚枷
曖
口
熙

中
ハ
心
ハ
十
　
」撫
礎
□
照

博
摯

中
へ
心

′、
十
　
崚撫
曖
□
駆
К

雛
悩

ヽ
惨
需
　
曖確
悩

欄
憮
く
　
崚撫
優

中
ハ
心
へ
十
　
戯枷
雲
と
睫
□
駆

中
へ
心
ヽ
十
　
撻
懲
田
尽
論
脚
ロ
　
ヒ撫
蕊
回
旧

中
ハ
心
ハ
十
　
」鮨
礎
日
檬

中
ハ
心
ハ
十
　
曖彙
蕊
口
熙

中

′、
心

′、
十
　
ｓ
埒
鞭
悠
　
曖枷
雲

申
ハ
心
ハ
十
　
９
埒
維
駅
皿
尽
　
崚撫
昌

中
へ
心
へ
十
　
撻
駅

競
礎
□
駆

競
礎
□
駆

雛
睫
□

脈
ぶ
卜
　
棘
悠
皿
尽
卜
礎
□
　
崚撫
礎
□
Ｍ

雛
礎
□
樹

雛
礎
日
据

補
縣
□
旧

ｏ
Ｚ
Ъ
「
麟

〇
〇
ヾ
∞

ヽ
ヾ
∞
∞

ヾ
【
Ю
∞

卜
０
い
∞

∞
［
ヾ
∞

∞
卜
∞
∞

〇
〇
∞
∞

ヽ
卜
∞
Ｎ

∞
ヾ
い
∞

卜
Φ
∞
∞
・
い
卜
∞

∞
い
日
Ｈ

Φ
Ｏ
∞

「
い
い
∞

Φ
Ю
∽
∞

゛
∞
∞
守

Ｏ
い
い
∞

Ю
Ｏ
Ｏ
Ю

い
卜
Ｈ

ヾ
卜
Ｈ

∞
〇
ヾ
ヾ

Ｏ
Ｏ
卜
一

Ｏ
Ｏ
Ｈ
∞

〇
ヾ
∞
Ｎ

で
い
０
ヾ

【
〇
∞
Ｎ

卜
∞
ヾ
０

・
Ｎ
ゆ
∞
Ｎ

∞
０
い
い

い
０
い
一

∞
０
卜
一

〇
〇
∞
Ｎ

∞
Ю
Ｈ
∞

ヾ
Φ
∞
Ｎ

∞
Ｈ
Ｈ
∞

ヾ
い
“
Φ

＝

　

墾

準
Ｓ
ぶ
Ｏ
ト
バ
Ｅ
Ｅ
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
基
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ゆ

゛
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
８
日
∞

個
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
番
日
日
め

個
ぶ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ω

佃
ぷ
糠
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
【

|

修
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

伽
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

゛
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
ヾ

|

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
８
日
ヾ

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
い

蕪
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
‘
轟

ｖ
句

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
墨
ぶ
Ｏ
ト
バ
日
８
一

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｈ

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
一

個
黎
基
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
バ
Ｅ
Ｅ
∞

佃
素
合
Ｃ
‘
牽

〉
句

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

畑
Ｓ
懸
Ｏ
ト
ベ
日
日
∞

準
黎
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

J

障

　
　
超

貧
お
眩
メ
９

）
優
Ｋ

貧
ミ
”
ｍ
Ｏ

枢
区

６
Ｎ
α
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
咎
ゼ

３
ｂ
α
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
ぜ

８
ミ
“
＞
ｏ
【
）
鯉
枢
‘
後
ゼ

３
お
ぼ
´
８

）
墾
釈
郷

傘
お
α
´
ｏ
Ｈ
）
雙
枢
郷

貧
ミ
”
い
。Ｎ
）
枢
Ｋ

|

貧
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
駆
釈
‘
後
ゼ

代
ヽ
∞
´
い
．０

題
区

|

３
ゝ
饂
＞
Ю
．卜
）
駆
３
峰
せ

貧
ミ
“
”
８

）
廻
枢
‘
後
ゼ

ぐ
お
眩
＞
∽
）
理
‘
後
せ

で
ヽ
Φ
“
＞
Ю
．卜
）
興
‘
“
せ

|

Ｑ
ミ
“
い
８

）
熙
枢
‘
後
せ

（
Φ
ヽ
Φ
眩
＞

Ю
）

詢
実

貧
ヽ
卜
“
”
ｏ
じ
　
皿
К

６
ヽ
卜
眩
＞
Ю
）
廻

３
ｂ
“
´
９

）
導
枢
‘
後
ゼ

３
ｂ
眩
＞
崎
卜
）
諄
‘
後
セ

貧
お
眩
”
い
．』
）
鰹
К

Ｑ
お

ぼ
い
い
卜
）
興

‘
後

建

３
お
“
´
ｏ
】
）
騨
枢
‘
後
想

傘
お
鍼
´
Ю
卜
）
駆
‘
後
セ

３
ｂ
“
＞
ゆ
卜
）
暉
‘
後
せ

で
あ
∝
い
い
．卜
）
廻
枢
郷

貧
ミ
“
´
Φ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
退

（ミ
ヾ
鍼
い
い
．銀
）
枢
К
普

（Ｎ
ヽ
∞
醸
´
Φ
じ
　
Ｉ
区

３
ヽ
卜
眩
´
い
．卜
）
即
‘
咎
理

貧
ミ
鍼
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
螢
Ψ

貧
ミ

い
い
．０

枢
К

踵

　

　

煮

貧
あ
眩
´
ｏ
じ

皿
区

貧
ミ
´
Ю
．こ

枢
区

含
ミ
鍼
´
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
螢
せ

３
ゝ
眩
＞
ｏ
【
）
暉
枢
区

３
ミ
％
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

３
お
“
´
ｏ
｛
）
興
枢
郷

（ｔ
∞
“
´
い
。卜
）
撻
枢
撻

貧
ミ
”
ゆ
．０

枢
区

ぐ
ヽ
∝
´
い
．卜
）
塑
‘
後
２

３
お
ぼ
´
Ю
卜
）
興
枢
郷

Ｑ
ミ
”
い
．Ｎ
）
枢
区

|

３
お
α
い
い
。卜
）
駆
‘
後
〕

Ｑ
ミ
鍼
＞
２

）
導
枢
‘
螢
ゼ

０
お
“
＞
め
）
選
‘
峰
星

Ｑ
ｈ
“
い
い
。卜
）
駆
‘
埓
せ

|

貧
ミ
“
´
２

）
興
枢
‘
峰
ゼ

（
０
ヽ
卜
“
い

い
）

耐
響

（錠
∞
∝
´
Ю
．卜
）
廻
枢
郷

３
ミ
“
´
い
。卜
）
理
‘
後
建

３
ｂ
盛
＞
２

）
塑
枢
‘
咎
理

Ｑ
お

“
´
い
．卜
）
暉

‘
後

セ

３
ヽ
ゆ
“
´
０
．卜
）
鰹
‘
螢
ゼ

で
ヽ
ｏ
“
い
い
卜
）
塑
‘
後
退

３
ｂ
“
´
２

）
磐
枢
‘
後
せ

６
ヽ
Φ
∝
´
∽
じ

鰹
‘
後
退

３
お
ぼ
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
辺

Ｑ
お
ぼ
´
い
．卜
）
輩
枢
郷

貧
お
鍼
´
ｏ
じ

翠
枢
区

畔

Ｓ
ヽ
∞
“
´
ｏ
じ

皿
区

３
ミ
“
”
い
．卜
）
鞭
‘
後
せ

貧
ミ
に
い
ｏ
Ｈ
）
騨
枢
‘
後
セ

貧
ミ

”
い
．銀
）
枢
区

悧

需

障
　
　
超

篠

小

Ъ

ホ

Ъ

小

ヽ

小

篠

小

篠

ふ

Ъ

ふ

篠

ふ
機
熙

筆

ヽ

Ъ

小 |

宋

（

体

（

林

ホ

Ъ

ホ |

猿

小

篠

ホ

体

（

体

（

ト

ホ

体

（

篠

小

篠

小

篠

ホ

篠

ふ

篠

ヽ

体

（

篠

ホ

ヽ

ふ

体

ホ

朱

（

ヽ

ホ

纂

ホ

目

　

ま

体

ふ

纂

ふ
ヽ
ふ

篠
ふ

篠

ふ

味

ヽ
Ъ
小

Ъ
（

篠

ホ

体

（
Ъ
ふ |

ヽ
ヘ

Ъ
ホ

Ъ
ヽ

ヽ
ホ |

Ъ
ホ

篠
ヽ

体

（

篠

ヽ

Ъ

ホ

Ъ

（

篠

ホ

篠

ホ

体

（

ふ
く
篠
ふ

篠

ホ

ヽ

ホ

篠

ホ

篠

ホ

体

小

篠

小

Ъ

ヽ

篠

ふ

E‐6

郎

恒
　
　
出

| | | | | | |
|

|
| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

即

　

悩

| | | | | | |

い
．∞ | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

（滲
撻
）
即
日

| | | | | | | | | | |

∞
．Ю
Ｈ

| | | | | | | | |

ヾ
．∞
Ｈ

| | | | | | | | |

∞
．卜
Ｈ

Ｎ
．〇
゛

ヾ
．い
Ｈ

Ｎ
．Ｏ
Ｈ

四

習

彗
錮
）
凶
響

円
ｏ
∩

∽

∞

ｏ
∩

の

い

ｏ
∩

∽

Ｏ
ｏ
∩

∽

守

〓
∩

∽

∞

ｏ
∩

∽

コ映
　

脚

躍
樹

躍
＝

熙

＝

離

＝

熱

＝
鵠
＝

鍵
＝

鵠

樹

鵠

＝

躍

引
躊
引

（櫂
権
）
臨
撻

諮
＝

舗

＝
離
翠

躍

＝

器

に

鵠

引

諮

引
躍
引

鵠

引

鵠

＝

鍛

＝
雛
＝

躍
＝

串
＝

躊

＝

躊

＝

鵡

引
輩
＝

躍
＝

鵠

＝
騰
＝

鶉

＝

熱
鷲

Ｏ
Ｚ
図

Φ
ヽ
い

卜
ヽ
い

∞
゛
め

〇
一
Ю

〇
∞
０

Ｈ
∞
ゆ

Ｎ
∞
い

∞
∞
い

ヾ
∞
い

Ю
∞
い

Φ
∞
Ю

卜
∞
い

∞
∞
い

Ｏ
∞
い

〇
ヾ
Ю

【
ヾ
ゆ

Ｎ
ヾ
い

∞
ヾ
Ю

ヾ
寸
い

め
ヾ
Ю

０
で
い

卜
ヾ
い

∞
ヾ
Ю

０
ヾ
い

Ｏ
Ю
Ю

【
い
い

゛
い
い

∞
い
い

ヾ
い
い

Ю
い
い

Φ
い
い

卜
い
い

∞
Ю
Ю

Φ
い
い

Ｏ
Φ
い

-104-



（資
）
憮
熙
覇
畢
興
＝
週
　
誦
〓
∬

や

撃

誰
儀
回

雛
礎
□

雛
礎
□

輪
埼
埼
傾

職
曖
隆
峻
担

κ
К
く
　
崚卵
震

」
枷
賦
嗅

雛
墨
熙

雑
閾
熙

雛
図

競
適

競
悩
郁

↑
策
礎
□
給
観

補
螢

詭
図

離
＝

区
＝
ヽ

――

ィ

難
駅
翼
準
　
職
雲

絆
悠
翼
祟
　
曖枷
艦

撻
懲
駆
墾

難
悠
駆
業

撫
悠
駆
鍵

ぶ
樽

ヾ
【
熾
叶

∞
斌
沖
　
辱

ヾ
Ｈ
楓
訃
　
∝
懸

∞
嵐
野
　
選 謬 尽

６
Ｚ
Ъ
「
麟

∞
ヾ
∞
Ｎ

Ｏ
Ｏ
∞
Ю

∞
０
０
∞

０
∞
い
ヽ

０
〇
一
ヾ

・
∞
い
０
で

∞
∞
い
一

・
一
∞
い
ヽ

Ю
Ｏ
Ｈ
∞

ヾ
〇
∞
Ｎ

０
卜
〇
∞

Ｈ
ヾ
Ю
Ｎ

ヾ
∞
∞
Ｎ

ゆ
∞
【
∞

∞
ヾ
Ｈ
∞

・
卜
∞
【
∞

ヾ
【
Ｈ
∞

卜
Ｏ
Ｈ
∞

０
卜
〇
∞

Ｏ
Ｎ
ヾ
Φ

∞
一
Ｈ
∞

Ｈ
∞
〇
∞

∞
Ｈ
Ｈ
∞

Φ
Ｈ
耐
∞

【
∞
∞
Ｎ

Ｈ
Ｏ
卜
一

卜
Ｈ
∞
い

［
Ｎ
∞
い

Ｈ
一
∞
Ю

Ｈ
一
∞
い

∞
“
｛
Φ

Ｈ
一
∞
い

ヾ
卜
い
Ｎ

Ｈ
一
∽
ゆ

∞
Ｈ
Ｈ
Ｏ

Ｈ
一
∞
Ю

卜
】
∞
ゆ

〇
い
∞
い

＝
　
　
“
瞑

゛
ぷ
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

個
黎
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
日
∞

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
■
ヽ
日
日
一

佃
Ｓ
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

準
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
Ｑ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
バ
日
日
Ｎ

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
自
ε
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

修
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
バ
日
Ｅ
ヾ

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
日
∞

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
さ

〉
句

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
Ｅ
∞

佃
゛
Ｓ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
番
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
』

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
゛

佃
ｓ
ぶ
ｏ
ｒ
、
日
日
ヾ

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
゛
糠
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

| |
i | | | | | | | |

| |

IIl

口
　
　
Ｅ

３
あ
∝
＞
ｏ
＝
）
塑
枢
饉

含
ミ
“
´
い
．０

優
区

（
Φ
ヽ
卜
眩
い

い
．卜
）

醐
雫

３
ヽ
ぼ
´
ｏ
【
）
響
枢
‘
後
せ

|

８
ミ
眩
”
ｏ
Ｈ
）
騨
枢
‘
後
ゼ

８
あ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
興
沢
郷

６
あ
“
´
ｏ
｛
）
婆
枢
郷

鰹
畔

貧
ｂ
眩
”
ｏ
【
）
鰹
枢
区

Ｓ
ヽ
∞
“
＞
ｏ
Ｈ
）

避
区

Ｑ
ミ
に
´
い
．卜
）
響
３
後
退

（ミ
∞
“
´
ｏ
じ

皿
区

３
お
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
塑
枢
郷

６
ヽ
Φ
眩
´
Ю
卜
）
鰹
‘
後
ゼ

３
あ
“

，
８

）
熙
枢
郷

Ｓ
ヽ
∞
“
´
ｏ
Ｈ
）
颯
К

傘
じ
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
理
枢
‘
終
せ

３
ｂ
眩
＞
８

）
響
枢
‘
咎
せ

６
ヽ
卜
醸
い
い
）
蝶

（
∞
ヽ
卜
“
”

Ю
）

締
終

貧
ミ
に
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
３
縫
Ψ

| | | | | | | | | | | | |

陣
　
　
ま

６
お
“
＞
ｏ
じ

塑
枢
撻

貧
ミ
眩
´
ｏ
【
）
鰹
枢
‘
後
ゼ

（
Φ
ヽ
卜
“
い

い
．卜
）

興

ぐ
こ
眩
´
ｏ
【
）
簗
枢
‘
後
せ

Ｑ
お
κ
い
ｏ
Ｈ
）
弊
枢
３
峰
せ

お
ミ
κ
”
い
）
戦

３
あ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
塑
淑
郷

３
あ
“
ン
ｏ
日
）
璽
枢
輝

８
ミ
眩
＞
ｏ
円
）
運
沢
‘
後
せ

代
ヽ
ぼ
´
８

）
鰹
枢
‘
後
セ

３
き
ば
´
ｏ
【
）
鞭
枢
‘
後
せ

ぐ
ミ
眩
´
い
．卜
）
騨
‘
後
せ

８
お
∝
”
ｏ
Ｈ
）
興
枢
郷

６
お
饂
´
８

）
聖
枢
郷

Ｑ
ヽ
Φ
“
´
い
。卜
）
響
‘
後
せ

３
あ
“
´
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
輝

貧
あ
∝
メ
９

）
Ⅲ
区

８
じ
“
”
２

）
週
枢
‘
後
理

貧
お
眩
”
ｏ
Ｈ
）
颯
枢
Ｋ

３
ミ
“
´
８

）
廻
枢
‘
螢
Ψ

で
ヽ
卜
“
”
い
．卜
）
興
‘
螢
里

貧
ミ
“
ン
２

）
選
枢
‘
後
せ

| | | |
| | | | | | | | |

副

需

檬
　
　
超

ヽ

小
体
＾ |

篠

ふ |

筆

ホ

憔

ヽ

ヽ

ホ

篠

ふ
体
（

ヽ
ホ

筆

ふ

Ъ

ホ

体

ヽ

篠

ふ

篠

ホ

筆

ホ

篠

ヽ

休

ホ

年

本

体

小 | | | | | | | | | | | | |

障
　
　
く

体

ホ

篠

ホ |

篠

ふ

ヽ

小

Ъ
ふ

篠
ヽ

篠

ふ

箪

ふ

ヽ

ホ

ヽ

ヽ

体

ヽ

ふ
く
は
ふ

ふ
く
篠
ホ

Ъ
（

体
ヽ

ヽ
ふ

箪

ふ

Ъ

ホ

篠

ホ

妹

（

筆

ホ | | | | | | | | | | | |
|

劇

輝

撻
　
　
識

| | | | | | | | | | | | | | | |

０
．Ｈ
２

い
い
嘉

| | | | |
l | | | | | | | |

| | | |

滲
　
　
選

|
| | | | | | |

Ｎ
．ト

【
い

ヾ
．ト |

Ｏ
．い | |

| | | | | | | |
| | | | | | | |

（趨
攘
）
巡
□

| |

い
．∞
Ｈ

|

Ｎ
．∞
Ｎ

∞
．ヾ

| | | | | | | | | |

属
．ヾ | | | | | | |

| | | | | | | |
| | |

国

製

起
瓢
）
区
響

∞
ｏ
∩

∽

コ腋
　
　
鰹

窯

＝

躍

＝

臨

＝

疇

＝

躍

＝

識
＝

器
喘

器
＝

窯
＝

出
＝

鵡

猥

雛

＝
離
華

鵠
＝

器

＝

器
＝

器

＝

臨

＝

熱

＝

鵠
＝

繁
署

躍

編

騨

即

唱
部
機

軽
熙
Ｋ

唱
郡
Ｋ

娼
熙
Ｋ

唱
潔
Ｋ

岨
熙
終

疇
郡
Ｋ

嘔
熙
Ｋ

嘔
熙
Ｋ

嘔
熙
Ｋ

唱
郡
終

唱
熙
Ｋ

６
Ｚ
図

〓
Φ
い

゛
０
ゆ

∞
Φ
Ю

ヾ
Φ
Ю

Ю
Ｏ
ｍ

卜
Φ
ゆ

∞
Ｏ
ｍ

Ｏ
Φ
い

〇
卜
い

Ｈ
卜
ゆ

Ｎ
卜
め

∞
卜
い

ヾ
卜
Ю

い
い
い

Φ
卜
Ю

ト
ト
い

∞
卜
Ю

い
卜
∽

〇
∞
い

【
∞
い

Ｎ
∞
ゆ

∞
∞
Ю

ｍ
∞
い

Φ
∞
い

卜
∞
Ю

∞
∞
ゆ

い
∞
い

０
０
い

串
Ｏ
ｍ

Ｎ
Ｏ
い

め
０
い

ヾ
い
０

い
０
ゆ

-105-



（”
）
踊
熙
薇
ぷ
興
＝
謝
　
誦
”
∬

撫

攣

∞
嵐
帥
　
尽

ヾ
串
楓
叶
　
↑
熔
殴

Ｎ
【
観
呻

中
へ
心
ハ
十
　
撻
駅
皿
釈
　
崚撫
曖
□
羅

中

′、
心

′、
十
　
崚権
曖
□
熙

中
へ
心

′、
十
　
崚籠
礎
□
熙

］
へ
心
へ
十
　
ｓ
埒
継
蠍
　
崚籠
裏

中
へ
ヽ
へ
十
　
ｓ
埒
撫
悠
　
曖撫
震

中
ハ
ヽ
ハ
■
　
ｓ
埒
継
駅
　
曖確
震

中
へ
心
ハ
十
　
競
閾
熙

中

′、
心

′、
十
　
崚確
樋

中

′、
心

′、
十
　
ｍ枷
幽

中
ハ
心
ヽ
十
　
」枷
索
田
部

中
へ
心

′、
十
　
曖黎
蕊
口
駆

中
ハ
心

′、
十
　
曖籠
儀
口
旧

中
ハ
心
ヽ
十
　
９
埒
絆
駅

競
山
口
網

論
藤
回
駆

誰
藤
回
郎

論
蒻
回
綴

誰
曖
□
駆

誰
曖
回
網

К
К
く
　
乖
礎
回
駆

乖
蕊
回
樹

策
曖
口
駆

翼
熱
く
Ｅ
　
論
礎
□
駆

雑
礎
回
癬

輸
礎
□
郎

К
К
く
　
疑
礎
□
駆

９
埒
難
悠
　
颯榊
堅

９
埒
絆
繋
　
雛
雲

９
埒
推
駅
田
尽

９
埒
推
悠
　
崚籠
璧

９
埒
絆
悠
　
ｍ確
豊

６
Ｚ
Ъ
「
鮮

【
Ｎ
∞
め

∞
［
Ｈ
０

０
∞
卜
崎

０
０
卜
ゆ

∞
∞
Φ
ω

い
０
ヾ
０

∞
Ｏ
Ｎ
∞

〇
〇
∞
Ｎ

〇
゛
Φ
Ｎ

Ю
Ю
∞
Ｎ

ヾ
ヾ
卜
ヽ

ヾ
Ю
ト
ベ

∞
卜
Ｈ
∞

Ｎ
Ｏ
∞
い
・
〇
∞
ト

∞
Φ
Ｈ
Φ

Ｏ
０
０
ゆ

卜
ヾ
∞
Ｎ

卜
０
ヾ
Φ

Ｈ
ヾ
ヾ
Φ

∞
ｍ
卜
ヽ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

Φ
卜
ヾ
Φ

Ｏ
Φ
ヾ
Ｎ

０
ヾ
卜
゛

Φ
∞
卜
ヽ

∞
∞
卜
ヽ

い
０
日
∞

∞
Ｏ
Ю
゛

ヾ
卜
ヾ
゛

〇
ヾ
卜
ヽ

∞
０
日
Φ

卜
０
卜
一

で
い
い
Ｏ

・
』
ヾ
ヾ
Φ

い
い
ヾ
Φ

・
』
〇
ゆ
Ｎ

＝

　

震

| | | |

個
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

゛
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
絆
バ
８
日
∞

個
黎
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
い

゛
゛
ぶ
Ｃ
ト
バ
Ｅ
Ｅ
Ｑ

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

ぐ
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

個
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
で

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

ぐ
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
゛

ぐ
ぶ
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

修
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

準
ぶ
ぶ
Ｃ
ト
パ
颯
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
Ｎ

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

個
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
番
日
日
Ｎ

蒻
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
バ
日
日
Ｈ

頓

目
　
　
痙

| | | | |

６
お
“
´
Ю
．卜
）
博
‘
後
セ

螺
畔

？
お
“
い
い
。卜
）
暉
‘
後
セ

代
ヽ
Φ
“
´
い
．卜
）

鰹
‘
螢

せ

で
お
ぼ
＞
Ю
．卜
）
鯉
‘
螢
Ψ

|

３
お
∝
い
０
．卜
）
螺
３
峰
せ

傘
ヽ
い
∝
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
淑
３
後
２

で
ヽ
Φ
“
＞
い
．卜
）
興
３
咎
ゼ

３
お
∝
い
い
．卜
）
鰹
‘
峰
想

寧
畔

貧
お
饂
´
ｏ
じ

簿
枢
区

| | | |

Ｑ
お
眩
い
い
卜
）
駆
‘
後
セ

|

貧
ミ
κ
＞
ｏ
Ｈ
）
韓
枢
‘
後
せ

貧
ミ
∝
”
２

）
理
枢
‘
後
退

貧
ミ
∝
´
８

）
廻
枢
‘
後
Ψ

３
ヽ
Ю
α
い
い
．卜
）
鰹

‘
後

壇

３
お
ぼ
´
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
郷

貧
ミ
饂
＞
８

）
興
枢
‘
峰
せ

貧
ミ
α
＞
８

）
興
枢
‘
後
ゼ

代
ヽ
露
＞
８

）
理
枢
‘
後
恩

Ｑ
お
∝
＞
ｏ
【
）
螺
枢
区

鰹
畔

貧
ミ
饂
´
２

）
鯉
枢
３
後
退

含
ヽ
卜
“
´
Ю
．Ｎ
）

皿
区

躊
　
　
武

| | | |

３
お
ぼ
＞
８

）
墾
枢
‘
後
里

３
お
ぼ
い
い
卜
）
鰹
‘
後
ゼ

３
ヽ
い
に
＞
ゆ
卜
）
鰹
‘
後
連

３
お
眩
＞
め
卜
）
鰹
‘
擬
ゼ

３
ヽ
Φ
“
い
い
．卜
）
鰹

‘
後

ぜ

（く
ヾ
∝
´
ｏ
召
）
螺
К

３
ゝ
に
＞
ｏ
諷
）
慕
枢
‘
後
ゼ

３
ヽ
い
に
い
い
．卜
）
鰹
３
後
ゼ

Ｑ
お
ぼ
´
ｅ

鯉
憔
‘
後
せ

で
ヽ
“
卜
Ю
．卜
）
噂
‘
後
里

３
ゝ
眩
い
い
卜̈
）
螺
‘
後
せ

３
ｂ
“
”
Ю
．卜
）
螺
‘
後
製

（ミ

ヾ
“
い
い
．卜
）
鰹
区

Ｑ
ヽ
∞
“
”
い
．卜
）
鰹
枢
郷

貧
ミ
饂
”
８

）
鰹
枢
‘
峰
せ

３
ミ
“
´
Ю
．卜
）
興
‘
埓
想

３
お
“
´
ｏ
じ

鞭
枢
郷

０
あ
∝
”
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
里

３
ミ
κ
´
ｏ
【
）
興
楓
‘
峰
製

代
ヽ
Φ
“
”
ｏ
Ｈ
）
ヾ
枢
区

貧
ミ
“
＞
８

）
興
枢
‘
後
せ

貧
ミ
∝
メ
２

）
響
枢
‘
峰
Ψ

８
ヽ
い
眩
´
∽
卜
）
鰹
‘
後
せ

３
あ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
熙
枢
郷

貧
ミ
饂
´
８

）
鰹
枢
‘
後
里

代
ヽ
Φ
“
´
ｏ
じ

暉
枢
区

３
ヽ
配
´
８

）
興
枢
‘
後
理

Ｓ
ヽ
Φ
眩
´
ｏ
じ

暉
択
区

代
ヽヾ
∝
＞
ｏ
出
）
螺
枢
区

（く
ヾ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
駆
К

３
お
“
´
Ю
．卜
）
興
枢
郷

悧

需

睡
　
　
Ｋ

| | | | |

体

ホ

体

ホ

Ъ

ヽ

体

ホ

憔

小 |

篠

ヽ

体

（

体

（

Ъ

本

篠

ふ

篠

ふ | | | |

篠

ふ |

黙

ふ
Ъ
ふ

Ъ
（

摯

小

祢

ふ
Ъ
ふ

ヽ
ふ

Ъ

ふ
ヽ
ふ

ヽ
ふ

Ъ
ヽ

ヽ
ふ

巨
　
　
く

| | | |

篠

ホ
体
ふ

ふ

く

篠

ヽ

休

ホ

Ъ

ホ

ふ

く

Ъ

ヽ

篠

ヽ

体

（

祢

ふ

ふ
く
体
（

篠

ホ

Ъ

ホ

篠

小

憔

ホ

体

小

篠

ヽ

体

ヽ

鯨

ヽ

体

（

篠

ホ

体

ホ

篠

ホ

年

ヽ

体

ホ

箪

ヽ

体

ふ

祢

ヽ

ふ
く
篠
ふ

体

ふ

珊

爆

撻
　
　
舗

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

即
　
　
図

| | | | | | | | | |

∞
．Φ

Ｏ
Ｏ | | | | | | |

| | | |
| | | | | | | | | | |

（邸
撻
）
趨
回

| | | | | | | | | | | | |

０
．Ｏ
∞

∞
．〇
゛

| | | | | | | | | | | | | | | | | | |

国

製

爆
錮
）
凶
響

∞

ｏ
∩

∽

コ映
　

脚

曜
熙
Ｋ

唱
熙
終

嘔
郡
終

唱
郡
終

雛

＝

鵠

樹
鍛
＝

輩
＝

躍

調

離

＝

躊

＝

鵠

＝
鍛
＝

雛

引

躊

＝

鴎

＝

鵡

＝

疇

＝

鵠

爆

躍

＝
串
爆

鵠

＝

鵠

＝

鶉

＝

鶉

＝
躍
＝

騰

＝

躊

＝

躊

＝
業
＝

躊
引

躍

＝
躊
＝

躊

＝
躍
爆

ё
Ｚ
図

０
い
い

卜
０
め

∞
０
い

Ｏ
Φ
∽

〇
〇
〇

【
〇
〇

Ｎ
０
０

Φ
Ｈ
Ｏ

∞
∞
Φ

ヾ
Ｎ
Φ

い
一
Φ

Φ
Ｎ
Ｏ

ト
ベ
Φ

∞
Ｎ
Φ

Ｏ
Ｎ
Ｏ

〇
∞
Φ

-106-



（２
）
誦
熙
懸
累
興
引
■
　
騨
９
∬

゛

撃

非
蘇
　
雛
雲

９
埒
撻
駅
　
ョ駆
曖
口
熙

ｓ
埒
撫
悠
　
雛
墜

論
縣
回
欄

雛
睫
□
旧

職
礎
□
欄

誰
縣
□
翻

職
曖
□
側

疑
曖
回
翻

聯
礎
□
旧

論
縣
口
翻

↑
乖
騒
圏

９
捻
撻
継
　
」卵
眠
欄

ｓ
ヾ
維
懲
　
競
眠
翻

ｓ
埒
糠
悠
　
颯抑
雲

ｓ
埒
聴
駅
　
崚枷
眠
旧

競
曖
口

競
蒻
口
翻

疑
曖
□
機

輸
墨

競
樋

競
悩
駆

競
閾

雛
悩

稲

悩 辱

中
ハ
心
ハ
キ
　
曖憮
礎
□
照

中
へ
心

′、
キ
　
」撫
曖
口
欄

中
へ
心

′、
十
　
崚確
礎
Ｅ
脳

中
へ
ヽ
ハ
■
　
“撫
礎
回
檬

中
へ
心
ヽ
十
　
」撫
蒻
回
檬

中
ハ
心

′、
キ
　
曖樺
縣
口
照

中
へ
心
ハ
十
　
戯撫
礎
□
駆

６
Ｚ
Ъ
＝
麟

Φ
ヾ
卜
一

Ｎ
Ｎ
卜
一

Φ
∞
い
一
・
一
Ｈ
い
い
。
Ｏ
∞
Φ

０
∞
ヾ
Φ

耐
Ｈ
卜
ヽ

Ｏ
Ｏ
ヾ
゛

∞
ｍ
卜
ヽ

∞
Ｎ
ｍ
一

∞
Φ
ヾ
Ｎ

ヾ
∞
ヾ
Φ

【
卜
ヾ
Ｎ

い
一
∞
ゆ

∞
卜
ヽ
Φ

Ｎ
Ｏ
ヾ

月
０
ヾ
゛

卜
∞
∞
Φ

Ю
∞
ト
ベ

Ｈ
Ｏ
い
Φ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｎ

卜
∞
Ｏ
Φ

い
ヾ
ヾ
Φ

Ｎ
∞
一
Φ

耐
Ｏ
Ｎ
∞

〇
∞
め
Ｎ

∞
Ｈ
［
Φ

∞
Ｈ
Ｈ
Φ

Ｏ
Ю
Ｎ
０

躍
―

∞
Ｈ
ヾ
Ｎ

卜
ω
ヾ
∞

ヾ
Ｈ
ヾ
Ｎ

∞
ヾ
０
ヾ

∞
Ｈ
ト

卜
ヽ
Φ

＝
　
　
“
硬

個
黎
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
自
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
い

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

個
黎
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

御
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
で

御
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

修
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
黎
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

ぐ
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
ぶ
ぶ
Ｏ
■
バ
日
日
∞

伽
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

愧
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

憫
゛
基
Ｃ
降
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
糠
Ｃ
卜
ヽ
自
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
墨
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

ぐ
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

伽
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
謬
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
Ю

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ト

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
ε
日
Ｎ

憫
゛
Ｓ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
０

| | |

佃
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
日
∞

個
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
機
会
Ｏ
そ
牽

ｖ
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
バ
日
日
Ｎ

佃
黎
ぶ
Ｃ
ト
ベ
日
日
ヽ

個
尽
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
ヾ

硼

踵
　
　
超

お
お
ぼ
´
ｏ
【
）
理
枢
郷

貧
じ
眩
ン
ｏ
Ｈ
）
螺
楓
区

Ｓ
ヽヾ
∝
´
ｏ
じ

翠
枢
区

貧
ミ
“
メ
８

）
熙
楓
‘
擬
ゼ

３
あ
κ
い
０
日
）
鰹
枢
郷

貧
き
ば
＞
ｏ
｛
）
廻
枢
‘
後
里

傘
お
“
´
ｏ
串
）
興
枢
郷

含
む
κ
メ
ｏ
Ｈ
）
鰹
区

貧
ミ
饂
”
９

）
霧
枢
‘
咎
せ

貧
ミ
“
´
８

）
墾
枢
‘
後
ゼ

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
３
擬
ゼ

３
あ
ば
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
郷

Ｓ
ヽ
∞
餡
”
ｏ
Ｈ
）

皿
区

貧
ミ
＞
い
。Ｓ

枢
К

貧
ヽ
∞
餡
”
ｏ
【
）

世
К

Ｑ
ミ
“
´
ｏ
【
）
聖
枢
‘
後
せ

貧
ヽ
ぼ
´
９

）
興
枢
‘
後
せ

代
ヽ
∞
眩
い
い
．こ
　
皿
区

代
ヽ
∞
“
＞
Ю
．０

皿
区

|

貧
お
ぼ
´
ｏ
【
）
鰹
枢
区

|

３
お
ぼ
＞
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
郷

| | | | |

３
ヽ
い
“
´
い
。卜
）
鯉
‘
峰
せ

貧
ミ
“
´
ｏ
｛
）
聖
枢
‘
後
セ

３
ｂ
∝
＞
ｏ
Ｈ
）
駆
枢
‘
後
せ

で
ヽ
い
ば
い
い
。し

燿

‘
後

せ

貧
ミ
眩
´
Φ
Ｈ
）
螺
枢
‘
後
せ

Ｑ
ヽ
ｏ
ば
”
め
卜
）
興
‘
後
想

Ｑ
ヽ
Φ
眩
い
い
．卜
）
聖
３
峰
２

輝

　

煮

８
お
ぼ
”
い
。卜
）
磐
枢
郷

６
ヽ
い
“
＞
ｏ
Ｈ
）
螺
枢
‘
後
せ

貧
ゝ
“
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
区

貧
ミ
κ
´
ｏ
【
）
興
枢
‘
後
ゼ

↑
ミ
“
´
い
．卜
）
鞭
‘
峰
せ

貧
ミ
κ
”
８

）
塑
枢
‘
螢
せ

８
お
“
＞
Ｒ

）
熙
枢
郷

含
む
∝
´
ｏ
Ｈ
）
簿
Ｋ

貧
ヽ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
鯉
枢
‘
後
ゼ

貧
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
想

３
あ
“
´
ｏ
じ

熙
枢
郷

（ｔ
∞
“
´
２

）
霧
枢
郷

貧
ミ
に
メ
２

）
軽
枢
‘
後
ゼ

３
ミ
ば
´
ｏ
Ｈ
）
墾
枢
‘
後
２

（
Ｎ
ヽ
∞
眩
´

ｏ
じ

　
皿

Ｋ

貧
ミ
眩
＞
２

）
墾
枢
‘
後
理

貧
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
響
枢
‘
後
壺

Ｓ
ヽ
∞
眩
´
い
．゙
）

皿
区

貧
あ
α
＞
い
．０

■
区

貧
ミ
“
´
ｏ
｛
）
廻
枢
‘
後
せ

３
ｂ
∝
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

貧
ミ
饂
´
８

）
墾
枢
‘
後
せ

３
お
ぼ
＞
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
郷

貧
お
“
＞
ｏ
Ｈ
）
鯉
枢
К

３
お
鍼
＞
ｏ
Ｈ
）
興
枢
輝

| |
|

（ミ
ヾ
“
＞
い
．卜
）
螺
К

貧
ミ
∝
´
ｏ
Ｈ
）
導
淑
‘
螢
Ψ

３
ヽ
ｏ
∝
´
ｏ
｛
）
螺
枢
‘
後
ゼ

で
ヽ
い
に
い
い
．』
）

鰹
‘
螢

ゼ

代
ヽ
ぼ
”
８

）
騨
枢
‘
後
せ

Ｑ
ヽ
０
ば
´
い
．卜
）
鯉
‘
後
望

等
ヽ
０
ば
い
い
卜
）
興
‘
後
せ

剛

需

躊
　
　
く

年

ホ
篠
ふ

体

小

は

ヽ

体

小

筆

小

Ъ

ヽ

ヽ
小

Ъ
ホ

恭
ホ |

Ъ

ふ

筆

ふ

篠

ホ

年

小

Ъ

（

Ъ

ヽ

Ъ
ホ

鯨

ふ |

篠

＾ |

体

（ | | | | |

体

ふ

休

ふ

体

ふ

休

ヽ

鯨

ホ

篠

ホ

筆

小

陣
　
　
く

体

小

篠

ふ

Ъ

ヽ

Ъ
（

Ъ
ホ

ヽ
小

ヽ
小

Ъ

（

憔

（

篠

ホ

ヽ

ホ

篠

ふ

Ъ

ヽ

Ъ

ふ

篠

ふ

Ъ

ホ

Ъ

ふ

篠

ヽ

体

ヽ

Ъ

ホ

年

小

体

小

Ъ
ヽ

体

（

篠

ふ | |
|

年

ヽ

年

ふ

篠

小

Ъ

小

Ъ
ふ

Ъ

ホ
Ъ
ふ

涎

駆
　
　
出

| | | |
| | | | | | | | | |

| | | | | | | | |
| | | | | | | | | |

| l

滲
　
　
悩

| | | | | | | | | | | | | | | | | | |

Φ
．Φ | | |

| | | | | | |

（巡
耀
）
滲
口

|

Ｈ
一 |

Φ
Ю
∞

∞
Ｎ

い
．Φ
Ｈ

Ю
Ｏ
∞

Φ
Ｏ
ヽ

| | | | | | | |
| | | | | | | | |

| | | | | | | |

Ю
．Ю
Ｈ

|

回

雲

導
錮
）
凶
翠

∞

ｏ
∩

∽

「映
　

騨

諮
＝

躍

＝

鵠

＝

窯

＝

躍
＝

誰
＝

鵠

＝

鵠
樹

黙

＝

躍
鋼

窯
＝

窯
署

躍

＝

鵠

＝

窯
需

躍

＝

器

＝

躊

＝

熱

＝

鵡
期

鵠

＝
誰
需

臨

喘

鶏

＝

熱

嗅

曜
熙
Ｋ

岨
熙
Ｋ

唱
郡
Ｋ

躍

＝

雛

＝

鵠

＝

熱

＝

騰
引

窯

＝

窯

＝

ｏ
Ｚ
図

【
∞
０

Ｎ
∞
Φ

∞
∞
Φ

い
∞
Φ

０
∞
Φ

卜
∞
Φ

∞
∞
Φ

０
∞
Φ

〇
ヾ
Φ

Ｈ
ヾ
Φ

Ｎ
ヾ
Φ

∞
ヾ
０

ヾ
ヾ
Φ

Ю
ヾ
Φ

卜
ヾ
Φ

∞
ヾ
Φ

０
ヾ
Φ

Ｏ
Ю
Φ

Ｎ
い
Φ

∞
い
Φ

め
Ю
Φ

０
い
Φ

卜
い
０

∞
い
Φ

０
ゆ
Φ

０
０
０

Ｈ
Ｏ
Φ

Ｎ
Φ
Φ

ヾ
Ｏ
Ｏ

Ю
Φ
０

-107-



６
銀
）
誦
側
職
累
興
＝
顎
　
誦
Ｒ
鵬

や

選

中

′、
心
ハ
■
　
一
埒
撻
懲

中
へ
心
へ
什
　
ｍ彙
礎
願
網

中
へ
心
へ
十
　
」撫
曖
□
↑
鵬

中
ハ
心
ハ
■
　
颯抑
懸
翻

論
曖
□
駆

齢
礎
回
園

雛
礎
□

雛
曖
回
熙

職
礎
□

疑
藤
□
駆

Ｋ
Ｋ
く
　
崚距
儀
口
欄

ｓ
埒
推
悠
皿
鼠
辺
卜
礎
口
　
重獅
索
回
翻

Ｋ
Ｋ
式
　
乖
悩

い
ヽ
■
ホ
ーー

″
　
輪
贅

鈴
索
口
圏

Ｋ
К
ま
　
維
懲
翼
鯉
　
」権
曜

競
蜀

論
画

中
ハ
心
ハ
■
　
翠
憮
　
」鮨
図

Ｋ
Ｋ
く
　
鎌
悩
翻

乖
悩

翼
撫
　
ヨ珈
壼

論
図

棚
ぺ
ｍ
ホ

屑
綴
皿
ヽ
習
К
　
雛
擬
盤

採
レ
ヽ
小
　
“撫
悩

中
へ
心

′、
十
　
回
尽
想
山
口
　
崚知
曖
口
韻

岬
へ
ヽ
ハ
■
　
９
ヾ
灘
悠
　
“鮨
展

中
へ
心

′、
十
　
ｓ
ヽ
韓
蠍
　
」躯
震

誰
礎
□
い
欄

雛
礎
口
檬

覇
塞
樹

職
墨
崎
撻

論
墨

輸
悩

６
Ｚ
Ъ
「
麟

∞
Ｎ
ヾ
Ｎ

∞
［
ト

い

ヾ

∞
∞
∞

Φ
Ｈ
Ｏ
守

［
い
０
）

Ｎ
Ｏ
Ｏ

０
や
Φ
・
∞
゛
Φ
・
∞
寸
Φ
・
Ｎ
ヾ
Φ

埋
―

Ｎ
卜
〇
∞

贈

―
∞
Ｏ
Φ

３
無
醸
」
た
繊
況

蛯
鶏

Ｎ
Ｏ
』

Ｏ
Ю
∞

。
い
ヾ
∞

Φ
Φ
∞

・
Φ
∞
∞

螺
―

〇
〇
ト

Φ
Ｎ
ヾ

〇
〇
ト

〇
卜
Ｈ
Ｏ

∞
０
∽
Ｎ

０
い
∞

∞
０
〇
一

∞
〇
卜
一

∞
ト
ト

Ю
Ｏ
ヾ
Ｏ

Ｏ
０
０
Ｎ

＝

　

　

震

佃
禦
台
Ｃ
く
さ

Ｖ
句

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

伽
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

値
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

Ｏ
Ｓ
ぶ
Ｃ
ト
バ
Ｅ
Ｅ
∞

値
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
゛
職
Ｏ
卜
ヽ
日
日
め
，゙

や
ヽ
悪
ｅ
卜
ヽ
日
日
ヽ

個
黎
碁
Ｏ
卜
ヽ
日
日
い

゛
ぷ
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

愧
ぶ
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

Ｏ
Ｓ
ぶ
ｅ
■
バ
Ｅ
Ｅ
Ｑ

畑
黎
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

゛
ぷ
糠
ｅ
卜
ヽ
日
日
゛

値
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ю

御
ヽ
悪
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Φ

佃
黎
ぶ
Ｃ
ト
バ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

| | |

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
゛

Ｖ
句

佃
黎
ぶ
日
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

ぐ
興
Ｓ
Ｃ
く
さ

Ｖ
句

゛
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

御
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
ω

い
ぶ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
”

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
さ

ｖ
「

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

値
゛
碁
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

姻

踵

　

　

Ｋ

３
ヽ
い
ば
´
ｏ
【
）
螺
枢
‘
後
せ

Ｓ
ヽ
Ю
ぼ
＞
Ю
卜
）
鰹
区

３
ヽ
Φ
“
´
い
．じ

螺
‘
擬
Ψ

Ｑ
じ
“
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
Ψ

貧
あ
∝
＞
ｏ
じ

週
区

|

含
ヽ
卜
眩
”
ｏ
じ
　
Ⅲ
区

６
ミ
∝
＞
ｏ
一
）
響
枢
‘
後
せ

６
お
“
＞
い
卜
）
螺
‘
峰
せ

３
ｈ
“
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
ゼ

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
螢
せ

貧
ミ
α
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
螢
せ

（ミ
０
ば
´
ｏ
じ

鰹
枢
К

３
あ
“
＞
２

）
鞭
枢
輝

|

含
お

＞
い
。Ｎ
）
枢
К

３
ミ
“
い
い
．卜
）
廻
‘
後
せ

|

３
ヽ
Φ
“
＞
い
．卜
）
螺
‘
後
せ

代
ヽ
Φ
麟
´
ｏ
Ｈ
）

暉
枢
区

貧
ミ
∝
メ
８

）
準
枢
‘
後
理

３
ミ
饂
＞
ｏ
Ｈ
）
樫
枢
３
後
Ψ

３
ミ
鑑
ン
ｏ
【
）
興
枢
‘
峰
Ψ

| | |

（ミ
ヾ
眩
”
ｏ
】
）
鰹
枢
К

０
い

ば
い
い
．じ

韓
‘
咎
せ

３
ミ

“
”
ｏ
【
）
理
枢
‘
後
ゼ

貧
お

ぼ
ン
ｏ
日
）
鰹
枢
К

貧
お

“
´
８

）

亜
К

（ｔ
∞
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
輝

貧
ミ

い
い
．こ

枢
区

Ｑ
ミ

“
＞
ｏ
［
）
廻
枢
３
後
想

障
　
　
く

ぐ
お
“
＞
い
．卜
）
鰹
‘
峰
理

６
ヽ
ゆ
鍼
い
０
．卜
）
燿
‘
縫
セ

３
ヽ
Φ
眩
´
Ю
卜
）
鰹
‘
後
恩

で
お
∝
い
い
卜
）
廻
‘
埓
想

貧
ヽ
∞
“
い
０
じ

皿
区

３
お
ぼ
い
い
じ

鰹
枢
郷

含
ヽ
卜
“
´
ｏ
じ
　
優
Ｋ

Ｑ
ミ
“
´
ゆ
．卜
）
熙
３
後
〕

貧
ミ
饂
”
ｏ
［
）
戦
枢
‘
後
ゼ

Ｑ
ゝ
“
”
Ю
．卜
）
博
３
後
２

３
ミ
饂
”
８

）
軽
枢
‘
後
せ

貧
注

“
メ
２

）
熙
枢

３
咎

想

Ｑ
ミ
饂
´
ｏ
［
）
細
枢
‘
後
退

３
お
∝
”
９

）
塑
枢
郷

３
ｂ
“
＞
９

）
塑
枢
郷

貧
ミ
饂
”
ｏ
円
）
熙
枢
３
後
ゼ

３
ミ

“
＞
∽
じ

廻

‘
峰

２
２

代
お

∝
＞
ｏ
じ

■
Ⅸ

貧
ミ
饂
＞
ｏ
［
）
鞭
釈
‘
後
想

（く
゛
∝
＞
Φ
こ

翠
К
２

３
ｂ

眩
＞
い
じ

暉
‘
後

世

貧
ミ
饂
＞
ｏ
Ｈ
）
繊
枢
‘
後
〕

貧
ミ
“
´
ｏ
【
）
組
枢
‘
後
］

３
ミ
饂
´
ｏ
［
）
騨
楓
‘
後
せ

３
ミ
醸
´
ｏ
Ｈ
）
鞭
枢
‘
後
セ

| | |

（く
ヾ
“
´
ｏ
【
）
翠
Ｋ

（ミ
ヾ
∝
´
ｏ
じ

鰹
淑
区

Ｑ
お

餡
い
い
．卜
）
即
‘
後
里

で
あ

鍼
”
ｏ
一
）
聖
枢
郷

３
ミ

“
”
９

）
腱
枢
‘
後
せ

３
あ

“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
郷

代
ヽ
∞
“
´
ｏ
日
）
題
К

６
お

ぼ
い
い
．卜
）
興
枢
鰹

３
ミ

眩
´
９

）
興
枢
‘
峰
想

剛

需

臓

　
　
超

箪

ホ

篠

ホ
Ъ
ホ

ヽ
ふ

Ъ
ホ |

篠

ホ
体
（

Ъ
ふ

Ъ
ホ

Ъ
ふ

Ъ

ヽ
篠
ヽ

篠

ホ |

篠
ヽ

ふ
く
体
ホ

|

纂
ヽ

篠
ふ

篠

ホ |

Ъ

ホ | | |

体

ヽ

篠
ふ

Ъ
ホ

ふ

く

Ъ
ホ

篠
ホ

ふ

く

Ъ
ホ

ヽ
ホ

臓

　

ま

箪

（

篠

ふ

体

小

体

ふ

篠

（

Ъ

ホ

篠

ふ

Ъ

ふ

篠

ふ

篠
ホ
ふ
く

篠

ホ
Ъ
ヽ

篠

ふ

憔

ふ

体

ふ

篠

ふ

ヽ
く
体
ヽ

|

ヽ
ふ

Ъ

（

体

ふ |

箪

ふ | | |

ヽ
小

Ъ
ホ `トふ

ふ
く
篠
ヽ

Ъ

ふ

篠

ヘ

ヽ
く
体
ヽ

Ъ

ふ

篠

ヽ

劇

輝

傾
　
　
器

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

泄

　

墨

| | | | | | | | | | | |

【
．Ｏ
Ｈ

| | |

∞
．ト

∞
Ю

∞
．∞

Ｎ
．守 |

∞
Ｎ
［

| | | | | | |

（即
長
）
巡
□

|

０
一 | | | | | |

ヾ

Ю
∞

守

Ｎ
Ｎ

| | |

卜
．Ｈ
∞

| | | | |
|

|
| | | |

|
|

Φ
【 | | | |

興

製

撻
製
）
凶
螢

∞

ｏ
∩

∽

Ｏ

ｏ
∩

∽

コ映
　

鰹

鵠

＝

臨

引

鶉
＝

鶉
＝

鵠
＝

鑢

樹
鍛
＝

輩
＝

鵠

＝
窯
＝

鵠
調

躍
＝

鶏
＝

臨
需

器
＝

躊
調

識

＝

臨

＝

騰

需

謙
＝

識

＝

舗

＝

謙

需

需
壁

騰

盤

器
醒

鏃
＝

熱

＝

諮
＝

熱

＝

器
＝

鵠

＝
窯
輩

躍
＝

躍

＝

６
Ｚ
図

Φ
Φ
０

卜
Ｏ
Ｏ

∞
Φ
Φ

Ｏ
Φ
Φ

〇
卜
Φ

】
卜
０

゛
卜
Φ

∞
卜
Φ

ヾ
卜
Φ

め
い
０

Φ
卜
０

ト
ト
Φ

∞
卜
Φ

０
卜
Φ

〇
∞
０

［
∞
Φ

Ｎ
∞
Φ

ヾ
∞
Φ

卜
∞
Φ

０
∞
０

【
Ｏ
Φ

Ｎ
０
０

∞
Ｏ
Φ

い
Ｏ
Φ

Φ
Ｏ
Φ

』
Ｏ
Φ

∞
Ｏ
Φ

〇
〇
ト

-108-



（
馬
）
誦
熙
職
翠
興
＝
Ｉ
　
輝
馬
∬

や

撃

博
雄

に
継

Ю
斌
酔
　
↑
熔
眠 選

∞
ζ
経

雛
礎
□

覇
礎
□

雑
縣
□

雛
礎
回

競
菫
□

策
曖
□

輪
螢
欄

中
へ
心
ヽ
キ
　
ｓ
埒
韓
懲
　
輪
目

稲
野
部

雛
図

脈
レ
ヽ
か
　
」瓶
礎
回
駆

中
ハ
心
へ
十
　
曖駆
索
Ｅ
駅

職
礎
□
駆

螺
撫
ま
く
　
詮駆
悩

総
駅
　
ヽ
＝
ホ
ーー

″

雑
図
熙

輸
螢
脳

競
礎
□
懇

ｓ
Ｓ
熙
懸
翠

・
葉
経
督
　
翻

ｓ
埒
霞
欅
彗
　
曖枷
朦
欄

雛
墨

雛
擬
郎

９
埒
熙
朦
理

中

′、
心
ヽ
十
　
崚撫
曖
□
庸

中

′、
心
ハ
■
　
競
礎
□
駆

６
Ｚ
Ъ
＝
麟

ヾ
卜
Ｈ
０

Φ
卜
Ｈ
Ｏ

Ｏ
∞
一
Φ

∞
卜
日
Φ

い
〇
卜
一

∞
卜
｛
０

∞
゛
Ｎ
Φ

【
【
寸
Ｏ

Ｈ
【
ヾ
Φ

ｏ
ｍ
ヾ
０

卜
Φ
め
ヽ

０
ゆ
゛

ヾ
Φ
Ю
Ｎ

∞
Φ
ト

卜
∞
∞
∽

Φ
Ｏ
ト

埋
―

・
゛
Φ
い
ヽ
・
い
∞
ト

Φ
卜
∞
Ｎ

一
〇
０
い

。
日
∞
∞
い

０
い
ト

祟
―

理
―

Ю
Φ
Ｏ
い

∞
Φ
【
Ｎ

Ｈ
∞
Ｈ
一

ゆ
Ｎ
Ｏ
い

〇
∞
０
ヾ

・
Ю
Φ
Ｏ
ヽ

訂

一

∞
』
Ｈ
一

・
ト
ト
Ｈ
一

∞
卜
＝
Ｎ

〇
∞
Ｏ
Ю

Ｎ
∞
〇
い

〇
ヾ
〇
ゆ

・
０
一
〇
Ю

Ю
∞
Ｏ
Ю

引

　

　

墾

| | |
| | | l | | |

佃
Ｓ
糠
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ヾ

御
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
８
日
め

佃
゛
ぶ
Ｃ
降
ヽ
日
日
∞

個
゛
ぶ
Ｃ
く
姦

〉
句

゛
゛
糠
Ｏ
ト
バ
日
日
Ｈ

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
ト

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
゛
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
〓

佃
ぶ
ぶ
Ｃ
ト
パ
露
日
∞

|

個
ぷ
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
ｏ

個
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
一

゛
ぶ
ぶ
Ｃ
ト
バ
編
日
ヾ

゛
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
匡
∞

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
で

準
禦
Ｓ
Ｃ
く
さ

ｖ
句

佃
Ｓ
ぶ
Ｃ
く
牽

ｖ
句

御
ヽ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
Ｑ

個
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
Ｅ
日
Ｎ

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

御
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
Ｅ
ヾ

個
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
一

国

陣

　
　
ζ

| | | | | | | | | |

で
ヽ
∝
い
い
．卜
）
即
‘
後
せ

３
ミ
眩
”
９

）
涎
枢
‘
咎
せ

３
ミ
鍼
´
Ю
．卜
）
鰹
‘
後
理

Ｑ
ミ
κ
´
８

）
鯉
枢
‘
後
せ

傘
ヽ
ｏ
眩
＞
Ю
．卜
）
鰹
‘
後
せ

Ｑ
お
ぼ
”
ｏ
沼
）
諄
据
К

３
ミ
饂
´
ｏ
＝
）
螺
枢
‘
後
ゼ

３
ヽ
０
鑑
´
Ю
．卜
）
鰹

‘
後

ゼ

（く
Φ
鍼
´
ｏ
Ｈ
）
燿
区

貧
ミ
α
´
８

）
興
枢
‘
後
Ψ

|

６
お
ぼ
ン
Ю
）
興

貧
ミ
眩
´
２

）
響
枢
‘
螢
ゼ

で
お
鑑
い
い
．卜
）
廻
‘
螢
せ

Ｓ
ヽ
ぼ
＞
８

）
興
枢
‘
峰
せ

|

含
ヽ
卜
眩
´
ｏ
じ

皿
区

Ｑ
ミ
“
´
い
．卜
）
聖
‘
後
せ

Ｑ
ミ
∝
＞
ｍ
．卜
）
騨
‘
後
退

お
お
α
＞
８

）
塑
枢
‘
後
ゼ

お
お
“
メ
８

）
塑
枢
‘
後
せ

含
む
眩
´
ｏ
Ｈ
）
鯉
区

ぐ
ヽ
い
ば
´
Ю
卜
）
鰹
‘
後
想

３
ヽ
Ю
∝
´
い
．卜
）
鰹
‘
後
セ

３
ヽ
い
α
”
Ю
．卜
）
螺
‘
後
せ

目

　

　

ま

| | | | | | |
| | |

（
ｏ
ヽ
卜
Ｍ
い

い
）

続
響

で
あ
“
”
ゆ
）
墾
ヽ

Ｑ
あ
“
´
い
．じ

枢
廻

（錠
∞
“
＞
ｏ
Ｈ
）
塑
枢
郷

３
お
“
´
Ю
．卜
）
螺
‘
後
Ψ

Ｑ
ミ
に
い
０
日
）
組
枢
‘
後
恩

３
ヽ
ぼ
´
８

）
廻
枢
‘
後
ゼ

３
ｂ
醸
い
い
．卜
）
聟
‘
後
せ

（く
Φ
眩
´
ｏ
じ

螺
区

貧
ヽ
∞
∝
”
ｏ
【
）

Ⅲ
Ⅸ

|

６
こ
ぼ
”
Ю
）
鰹

貧
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

Ｑ
じ
∝
い
い
卜
）
興
‘
螢
製

Ｑ
ミ
∝
´
８

）
墾
枢
‘
後
２

ｅ
し
ば
＞
め
，卜
）
撻
‘
後
想

貧
ヽ
∞
“
”
ｏ
耐
）

Ⅲ
区

Ｃ
ヽ
∝
´
Ю
．卜
）
雲
‘
螢
ゼ

Ｃ
ヽ
卜
∝
´
Ю
卜
）
興
‘
後
ぜ

Ｑ
ミ
眩
い
い
．卜
）
興
３
後
理

３
Ｎ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
襲
枢
‘
後
恩

８
ミ
“
”
９

）
暉
枢
３
後
ゼ

Ｑ
ヽ
い
ば
い
ｏ
一
）
鰹
枢
‘
後
せ

（ミ
ヾ
饂
´
い
．卜
）
螺
区

（ミ
ヾ
“
”
い
．じ

噂
区

熱

羅

陣

　
　
超

| | | | | | | | |
|

Ъ

ふ

鯨

ホ

体

ホ

体

（

Ъ
ふ

妹

ふ

篠

＾

味

ヽ

篠

ふ
ヽ
ホ |

林

ヽ

休

ヽ

体

小

Ъ

ホ |

Ъ
＾

篠
ホ

ヽ
ふ

体

ふ |

体
（

宋

ヽ

纂

ふ

篠

ふ

躊

　

　

ま

| | i | i
| | | | |

Ъ

ヽ

Ъ
ヽ

Ъ

ヽ

味

ホ

十
狡

″

十
狡

″

ふ
く
体
ホ

ふ
く
年
ヽ

篠

ホ

休

ふ |

Ъ
＾

Ъ
ふ

体
ヽ

ヽ
ふ

Ъ
ふ

年

ホ

筆

小

体

ヽ

篠

ふ

篠

ヽ

篠
ヽ

Ъ
＾

Ъ
ホ

Ъ
ヽ

迅

輝
　
　
器

| | | | | | | | | | | |
| | | | | | | | | | | |

∞
．一
２

一
＾

| | | | | | |

∞
．ヾ

，
ふ

ヾ

| |

滲
　
　
悩

| | | | | | |
| | | | | | | | | | |

|

卜
．ヾ | | | |

∞
．Φ | |

| | | |

（燎
奨
）
巡
□

| |
| | | | | | | |

ヽ
Ｎ | | |

| | | | | | |

【
∞ |

い
．ヾ | |

∞
．Ｏ
Ｈ

| | |

Ｎ
．∞
Ｎ

国

製

翠
製
）
区
悧

Ｏ

Φ
∩

∽

ｏ

Ｈ
∩

∽

Ｈ

【
∩

∽

∞

【
∩

∽

「映
　

熙

躊
障

器

障

唱
郡
Ｋ

軽
熙
Ｋ

曜
熙
終

唱
郡
Ｋ

唱
熙
終

嘘
熙
Ｋ

岨
郵
Ｋ

嘔
烈
終

鵠

＝
黙
＝

服

＝

器

＝

識
＝

串
＝

纂

引

識
樹

業
期

黙

引
躍
繊

築
＝

器

＝

躍
＝

器

＝

串
＝

舗

引

騰
樹

躍
引

鵠

＝
窯
＝

纂

＝
雛
＝

躍
編

識

颯

ё
Ｚ
図

Ｈ
Ｏ
ト

Ｎ
Ｏ
ト

∞
〇
ト

ヾ
〇
ト

い
〇
ト

０
０
ト

卜
〇
ト

∞
〇
ト

〇
〇
ト

〇
〓
ト

串
【
ト

一
Ｈ
ト

∞
Ｈ
ト

ヾ
【
ト

い
Ｈ
卜

Φ
【
ト

卜
【
ト

∞
昌
ト

０
「
ト

〇
ヽ
ト

｛
ヽ
ト

Ｏ
Ｎ
ト

∞
Ｎ
ト

ヾ
Ｎ
ト

Ю
ベ
ト

Φ
ヽ
ト

卜
ヽ
ト

∞
ヽ
ト

〇
一
ト

〇
∞
ト

一
∞
ト

［
∞
ト

∞
∞
ト

ヾ
∞
ト

Ю
∞
ト

-109-



Ｑ
銀
）
輝
熙
覇
Ｓ
興
＝
理
　
誦
ミ
鵬

撫

撃

競
礎
日
熙

障

堅

博

堅

中
へ
心
ヽ
十
　
ｓ
埒
撫
駅
　
」和
礎
□
駆

中
へ
心
ハ
十
　
曖躯
雲
２
曖
□
庸

中
ハ
心
ハ
十
　
雑
藤
□
欄

中

′、
心
へ
十
　
ヨ枷
曖
□
駆

〕
ハ
心
ヽ
十
　
曖鮨
礎
□
爾

］
へ
さ
へ
十
　
崚彙
曖
日
熙

中
へ
心
へ
十
　
崚確
礎
□
網

Ｋ
Ｋ
く
　
中
ハ
心
ハ
十
　
鐘枷
索
□
駆

中
ハ
心
ハ
■
　
疑
図
熙

翼
撫
　
中
ハ
心
へ
十
　
競
閾
照

中
へ
心

′、
キ
　
乖
悩
駆

中
ハ
心
ハ
■
　
」枷
礎
口
網

輪
礎
□
羅

Ｋ
Ｋ
ま
　
雛
曖
口
熙

雛
礎
□
部

粟
＝
震
　
」撫
縣
□
爾

К
К
ま
　
職
礎
□
熙

誰
礎
口
鰯

詭
曖
ヨ
熙

錐
礎
□
圏

誰
曖
□
側

論
礎
□
側

縮
蕊
口

雛
索
□

雛
索
口

乖
蕊

□
憮

９
築
卜
ヾ
瀾
　
」権
凛
回
据

雛
紫
□

雑
野
圏

９
埒
推
蘇
　
崚枷
眠
翻

中
へ
心
へ
十
　
９
埒
雑
懲
　
論
堅

９
総
継
悠
　
崚榊
眠
樹

６
Ｚ
Ъ
「
麟

Φ
∞
Ｈ
一

卜
∞
Ｈ
∞

Ｎ
∞
０
守

∞
卜
Ю
Ｏ

∞
Ｈ

ゆ
一
Ｈ

・
ヾ
一
Ｈ

∞
∞
Φ
ヾ

・
Ｎ
∞
Φ
守

Ｎ
ヾ
ヽ
Ｎ

Ｏ
Φ
∞
Ｈ

∞
Φ
∞
Ｈ

Ｏ
∞
Ｈ
〓

ヾ
０
い
Ｈ

∞
∞
卜
Ｈ

卜
ヾ
∞
Ｈ

卜
∞
∽
Ｈ

ヾ
ヾ
Ｎ
Ｎ

Ю
∞
ヾ

理
―

Ю
Φ
Ｈ

Φ
め
ヾ

・
Ю
∞
守

〇
ヾ
Ｈ

Φ
ヽ
い

ヾ
ヾ
０
【

ヾ
∞
Ю
【

［
Φ
Ｏ
Ｈ

卜
導

Ｈ

卜
ヾ

【
Ｎ

〇
∞
一
一

〇
∞
Ｈ
Ｈ
・
』
一
Ｈ
Ｈ

卜
〇
〇
ヽ

Ｈ
い
一
∞

∞
い
一
Ｈ

い
∞
ヽ
Ｎ

∞
Ｎ
【
【

ｍ
〓

翠
　
　
墾

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

| |

佃
興
Ｓ
Ｃ
く
牽

ｖ
句

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
で

伸
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヾ

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
∞

佃
興
き
Ｃ
く
姦

〉
「

準
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ю

佃
゛
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
め

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

゛
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
ヽ

悽
゛
ぶ
Ｏ
ｒ
ヽ
日
日
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
Ｃ
降
バ
日
編
∞

伽
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
興
゛
Ｏ
く
驚

ｖ
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
８
一

佃
ｓ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

佃
繁
Ｓ
Ｏ
く
牽

Ｖ
句

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
Ｆ
ヽ
日
日
Ｎ

個
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
臼
ヾ

佃
興
Ｓ
Ｏ
く
牽

ｖ
句

゛
ぷ
碁
Ｃ
卜
ヽ
日
日
守

佃
黎
ぶ
ｅ
卜
ヽ
日
日
∞

御
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
∞

佃
黎
ぶ
ｅ
ト
パ
日
日
ヽ

準
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
Ｎ

佃
゛
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
日
い

゛
゛
ぶ
Ｏ
ト
バ
日
日
Ｎ

lJD

障

　
　
超

傘
お
ぼ
”
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
郷

| |

で
ヽ
Φ
眩
´
い
．卜
）
翌
３
後
せ

Ｑ
お
∝
＞
ゆ
）
鰹
憔
‘
後
退

３
ｂ
“
＞
ｏ
嵩
）
響
枢
‘
後
壺

Ｑ
ヽ
い
ば
´
い
．じ

鰹

‘
後

せ

３
ヽ
ゆ
眩
い
い
．卜
）
鰹
‘
後
せ

３
ヽ
い
に
い
い
．卜
）
駆
３
後
想

Ｑ
ヽ
Φ
“
い
い
卜
）
鰹
‘
後
せ

３
ｂ
“
´
ｏ
【
）
廻
枢
‘
後
望

| | |

Ｑ
ヽ
い
κ
い
い
。じ

鰹
‘
峰

せ

貧
ミ
“
＞
ｏ
Ｈ
）
鰹
枢
‘
後
せ

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
ゼ

（錠
∞
κ
＞
ｏ
Ｈ
）
興
枢
郷

（ｔ
∞
∝
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
郷

貧
ミ
饂
´
め
じ

鰹
К
罫

含
む
眩
´
ｏ
【
）
興
枢
‘
後
想

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
騨
枢
‘
螢
せ

３
ミ
“
”
９

）
塑
枢
‘
峰
せ

Ｑ
ミ
“
´
８

）
廻
枢
‘
峰
せ

貧
お
饂
´
ｏ
Ｈ
）
簿
釈
区

貧
あ
“
´
ｏ
じ

亜
区

貧
ミ
“
´
ｏ
じ

亜
К

で
き
∝
い
Ю
卜
）
興
‘
後
セ

代
ヽ
ｏ
“
´
ｏ
じ

暉
枢
区

貧
お
眩
＞
ｏ
じ

皿
区

傘
ミ
眩
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
せ

（く

∞
ば
”
ｏ
【
）

Ｅ
Ｋ

貧
お
ぼ
”
ｏ
Ｈ
）
鰹
区

貧
ヽ
Φ
“
´
ｏ
“
）
駆
枢
区

３
お
“
ン
０
．卜
）
軽
枢
郷

臓

　

ま

３
お
ぼ
´
８

）
熙
枢
郷

| |

０
お
饂
´
ｏ
Ｈ
）
岬
枢
Ｓ
咎
ゼ

（
め
ヽ
ヾ
“
´

Ю
．卜
）

耐
ヽ

（∞
ヽ
い
∝
´
い
．卜
）
雨
ヽ
‘
後
，選

０
あ
κ
＞
い
．卜
）
駆
‘
後
ゼ

貧
お
∝
＞
ｏ
【
）
螺
楓
区

３
ヽ
０
饂
い
い
。卜
）
鰹
‘
後
せ

で
お
麟
´
Ю
．卜
）
興
‘
峰
せ

で
お
“
´
い
．卜
）
鰹
‘
螢
２

Ｑ
お
ぼ
ン
ｏ
Ｈ
）
廻
枢
Ｓ
後
退

Ｑ
お
ぼ
´
ｏ
【
）
廻
枢
Ｓ
後
ゼ

Ｑ
お
∝
い
い
．卜
）
興
‘
後
望

（ヾ
ヽ
い
餡
＞
い
．卜
）

面
ヽ
‘
％
．２

含
ヽ
眩
´
ｏ
】
）
興
枢
‘
鋒
せ

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢
‘
後
せ

３
あ
∝
”
∽
．卜
）
興
‘
後
せ

３
ミ
“
”
８

）
興
枢
‘
後
ゼ

含
ヽ
卜
饂
´
ｏ
Ｊ
　
皿
区

３
お
ぼ
´
ｏ
【
）
塑
枢
郷

傘
お
餡
”
２

）
興
枢
‘
峰
里

３
ミ
α
´
ｏ
Ｈ
）
興
淑
‘
峰
せ

３
ミ
餡
´
ｏ
【
）
興
淑
‘
擬
里

ぐ
ミ
眩
メ
ｏ
〓
）
鰹
枢
‘
後
里

Ｓ
ヽ
∞
“
´
ｏ
【
）

Ⅲ
区

３
ミ
“
´
ｏ
Ｈ
）
興
択
３
後
ゼ

（０
ヽ
卜
“
い
い
．卜
）
醐
終

傘
卜

∝
´
ｏ
Ｈ
）
興
枢

‘
後

壺

（Ｎ
ヽ
∞
饂
´
ｏ
じ
　
皿
区

３
ミ
饂
´
ｏ
【
）
細
枢
‘
螢
想

Ｑ
ミ

眩
´
ｏ
【
）
鞭
枢

３
縫

ゼ

含
お
ぼ
´
い
．卜
）
興
枢
郷

３
お
ぼ
＞
め
．卜
）
鰹
‘
後
想

３
ミ
“
´
い
．卜
）
興
‘
後
せ

副

駆

輝

　
　
ζ

摯

ヽ | |

Ъ
＾

Ъ
ヽ

ヽ

小

体

ふ
Ъ
ヽ

Ъ
＾

ヽ
ホ

ヽ
ホ | | |

は

ふ

体

ふ
体
＾

ヽ
ふ

Ъ
ホ

篠

ヽ

体

＾

纂

ふ
Ъ
ふ

篠

ふ
Ъ
ふ

Ъ
ふ

筆

ふ

篠

＾

篠

ふ

箪

ホ |

↑
摯
小

体

ホ

筆

ホ

林

ふ

腟
　
　
ま

体

ヽ | |

ふ
く
体
ふ

は

ヽ

Ъ

（

篠

ホ

ふ
く
体
ふ

体

（

祢

ヽ

篠

ヽ

篠

ふ

筆

ヽ

摯

ホ

Ъ

ふ

篠

ホ

Ъ

ホ

Ъ

ふ

筆

ホ

は

ヽ

体

ホ

ふ
く
篠
（

年

ヽ

体

ふ

体

ふ

篠

ふ

篠

ふ

篠

ふ

Ъ

ホ

篠

ヽ

体

（

体

小

Ъ

ホ

Ъ

小

Ъ
（

酬

輝

耀
　
　
騰

| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

即

　

擬

| | | | |
| | | | | | | | | | |

| | | | | | | | | | | | | | | |

（巡
攘
）
即
日

い
．〇
∞

| |

一
〇
∞

ヾ

Ｏ
Ｎ

０
卜
ヽ

Φ
∞
Ｑ

| | | | | | |

Φ
嵩 | | |

∞
∞
Ｎ

ヾ
．∞
●

| | | | | |

い
．Φ
∞

∞
．〇
ヽ

| | | | |

興

響
> > > > > > > > > > > > > > > > > > > > >

磐
梨
）
凶
畢

∞

Ｈ
∩

∽

Ｏ
Ｏ
く

Ｏ
Φ
く

ｏ
い
く

０
【
０

“
Ｏ
ｍ

Ｃ
Ｏ
ｍ

ρ
∞
ｍ

“
∞
ｍ

ｏ
∞
ｍ

ρ
〓
０

‘
∞
く

ρ
Φ
く

”
∞
く

０
や

ｍ

る
Ｏ
ｍ

０
∞
０

”
〇
日
ｍ

０
【
【
ｍ

Ｏ
Ｈ
０

０
日
０

‘
Ｏ
Ｈ
ｍ

Ｏ
Ｏ
く

「映
　
　
榔

諮
＝

鵠

に
鵠
檬

躍

＝

躊

＝
躊
＝

躍
調

騰
＝

鶏

＝

騰

＝

鶉

＝
器
＝

器
＝

騰
＝

諮

＝

躍
＝

躊

＝

鵠

＝
器
薇

鵠

＝
躊
＝

躍

＝

鵠

＝
躍
＝

業
喘

躍
樹

謙

引
鵠
＝

器

引
熱
調

窯
＝

臨

颯

鵠

＝
鵠
＝

雛
＝

Ｏ
Ｚ
図

Φ
∞
ト

卜
∞
ト

∞
∞
ト

０
∞
ト

〇
ヾ
ト

月
ヾ
ト

Ｎ
ヾ
ヽ

∞
ヾ
ト

ヾ
ヾ
ト

Ю
ヾ
ト

Φ
ヾ
ト

卜
ヾ
ト

∞
ヾ
ト

０
ヾ
ト

Ｏ
Ю
ト

【
い
ト

ヽ
い
ト

∞
い
』

ヾ
ゆ
ト

い
Ю
ト

０
い
ト

卜
Ю
ト

∞
Ю
ト

０
い
』

Ｏ
Φ
ト

出
０
ト

Ｎ
Φ
』

∞
Φ
ト

ヾ
Φ
ト

ゆ
Ｏ
ト

Φ
Ｏ
ト

卜
Ｏ
ト

∞
Φ
ト

Φ
Φ
ト

〇
ト
ト

-110-



３
Ｎ
）
誦
熙
懸
累
製
＝
■
　
誦
Ｒ
選

や

準 ｓ
埒
継
駅
　
崚撫
雲

Ｋ
К
く
　
メ
黎
爆
　

Ｒ́
詭
眠
欄

中
へ
心

′、
十
　
ヨ枷
甕
熙

ｓ
Ｓ
判
屏
К
　
競
違
給
掟

中
へ
ヽ
ハ
キ
　
崚駆
悩
熙

К
Ｋ
く
Ｋ
　
颯撫
悩

競
図

中
ハ
心
へ
十
　
」枷
悩

樋
「
　
曖枷
悩
稲

ぶ
脈
悩
＝
　
輸
適

競
墨

論
閾

翼
熱
く
　
論
墨
駅

ｓ
埒
ヾ
９
湿

・
皿
尽
雛
順
□
　
餃駆
礎
□

“
雛
適

怒
障

怒

に

に

経

機
Ｋ
雛
駅
　
繊
樽

翼
撫
　
繊
障

滅
睫
Ｅ
綾

霞
撻

雛
嬰
２
縣
□
細

９
隧
尽
継
目
閾
　
颯距
螢

０
罫
い
ζ
　
ｍ撫
墨
埼

９
罫
心
ζ
　
曖確
悩

畔
Ｋ
　
崚籠
“
撻
崚

詭
撻
罫

ｏ
一
Ｈ
　
肇

【
　

メ
ロ
扁
　
颯
〓
乖
悩
巡

ｏ
∞
Ｈ
　
照

０
ロ
　
メ
僚
測
摺
　
」抑
索
□
Ｓ

丼
経

ｏ
ヾ
Ｈ
　

腱́
野
≧
　
埼
‘

緊
≧
　
策
礎
□
侭

熙
≧
　
」権
蕊
口
侭

熙
≧
　
」籠
蕊
口
Ｓ

丼
巡

ｏ
８
　
詮撻
礎
□
颯
Ｎ
Ｓ

Ｏ
Ｚ
Ъ
「
麟

∞
ヾ
Ｏ
Ｈ

０
∞
∞
日
。
卜
∞
∞
Ｈ

∞
卜
Ю
Φ

∞
Ю
串
Ｎ

Ｎ
∞
∞

い
Ｈ

Φ
卜
ヾ

∞
∞
“
耐

０
い
Ｈ
Ｎ

Ｈ
め
∞

い
０
ヾ

』
゛
∞
【

０
∞
Ｎ
Ｎ

ヾ
Ｏ
Ｈ
一

禦

―

Ｎ
Ｏ
∞
Φ

い
０
０
＝

Ｈ
卜
ヽ

ヾ
い

Ｎ
ヾ
Φ
Ｈ

い
ヾ
●
Ｈ

・
∞
∞
Ｎ
燎

ヾ
ｏ
ヽ
Ｎ
２

一
ｏ
Ｎ
Ｎ

ヾ
卜
ヽ
Ｎ

・
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｎ

Ｏ
Φ
Ｎ
Φ

Φ
ヾ
一
ω

∞
０
ヾ
日

・
Φ
Φ
ヾ
【

∞
∞
∞

Ｏ
〇
一

撃
―

卜
０
日
Ｎ

燻
―

燻
―

い
ヾ
Ｈ

＝

　

　

墾

個
ｓ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
日
∞

゛
ぷ
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
日
露
肉

個
禦
゛
Ｃ
く
牽

ｖ
句

佃
興
Ｓ
Ｃ
く
さ

Ｖ
句

佃
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
日
日
∞

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
】

佃
ヽ
さ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
で

嚇
黎
ぶ
Ｏ
卜
ヽ
日
Ｅ
Ｎ

佃
ぷ
ぶ
Ｃ
ｒ
ヽ
日
日
一

御
ぷ
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
黎
ぶ
ｅ
ト
パ
日
日
で

佃
禦
Ｓ
Ｃ
く
さ

〉
句

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
Ｅ
Ｅ
∞

佃
゛
ぶ
Ｃ
ト
パ
匡
日
Φ

佃
゛
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

|
| | | | |

“
゛
ぶ
Ｏ
ト
パ
Ｅ
Ｅ
∞

゛
゛
ぶ
ｃ
ｒ
ヽ
自
日
Φ

個
壊
Ｓ
Ｃ
く
牽

ｖ
句

個
黎
ぶ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
∞

゛
禦
Ｓ
Ｃ
く
さ

ｖ
句

佃
襲
合
Ｃ
く
牽

ｖ
句

゛
ぷ
基
Ｃ
ト
バ
Ｅ
日
ヾ

|
| | | | | |

頓

障
　
　
ζ

３
ミ

い
い
Ｓ

枢
区

３
ミ
∝
”
８

）
塑
枢
‘
後
せ

代
ヽ

い
い
．０

枢
区

貧
ミ
眩
´
８

）
鯉
枢
‘
後
里

０
こ
に
い
０
．卜
）
熙
‘
峰
ゼ

３
お
∝
＞
め
卜
）
雲
‘
後
せ

貧
ヽ
∞
眩
”
ｏ
Ｈ
）

亜
区

Ｑ
ヽ
ｏ
“
´
Ю
．』
）
鰹
‘
後
理

|

３
あ
“
＞
ｏ
じ

興
楓
郷

３
あ
“
´
ｏ
【
）
熙
枢
郷

|

貧
き

眩
＞
い
じ

鰹
区

謬

Ｑ
ヽ
Φ
“
´
い
卜
）
鞭

‘
後

退

（Ｑ
∞
眩
い
ｏ
Ｈ
）
騨
枢
輝

| | | | | |

お
こ

α
´
い
０

塑

Ｑ
お

ぼ
い
い
じ

塑
枢
郷

Ｑ
ミ

α
´
ｅ

響
‘
後
せ

Ｑ
ミ

“
´
Ю
．じ

鰹
‘
後
ゼ

８
お

ぼ
＞
ｏ
｛
）
戦
枢
‘
後
退

畔

３
ミ

眩
い
い
じ

鰹
‘
後
ゼ

| | | | | | |

旧
　
　
ま

３
ミ
∝
＞
８

）
鰹
枢
３
後
里

３
ミ
ば
い
ｏ
［
）
鰹
枢
‘
後
望

貧
ミ

´
い
。Ｎ
）
枢
Ｋ

Ｑ
ミ
“
´
８

）
繊
枢
‘
後
せ

０
こ
眩
い
い
卜
）
興
‘
後
せ

３
ヽ
い
口
´
い
．じ

翠
‘
後
せ

（く
Φ
ば
´
ｏ
串
）
鰹
区

Ｑ
お
∝
＞
め
卜
）
興
‘
後
せ

３
ミ
“
い
い
．卜
）
興
‘
後
せ

（ｔ
∞
餡
”
ｏ
癬
）
熙
枢
郷

３
ミ
鑑
メ
ｏ
｛
）
迎
枢
‘
後
せ

貧
お
ぼ
´
ｏ
一
）
螺
枢
区

貧
ミ
“
´
９

）
塑
枢
‘
後
せ

で
ヽ
０
“
´
Ю
．卜
）
興
‘
後
退

３
ミ
饂
´
ｏ
【
）
興
枢
３
後
ゼ

| | | | | |

の
お

∝
ン
Ю
．０

騨

Ｑ
あ

∝
い
い
．卜
）
塑
枢
郷

９
ミ

α
い
い
）
騨
‘
後
退

６
お

“
い
い
』
）
興
枢
輝

３
卜

“
´
８

）
涎
枢
‘
峰
せ

８
Ｎ

餡
´
ｏ
【
）
暉
枢
‘
螢
ゼ

Ｑ
ミ

眩
´
い
．じ

塑
‘
後
辺

| | | | l | |

熙

需

目

　

　

Ｋ

摯

ホ

篠

ホ

Ъ
ホ

篠

ヘ
Ъ
ふ |

Ъ
ホ

篠
ふ |

は

ふ

体

ふ |

ヽ

小

憔

ホ

体

（ | | | | |

Ъ
小 |

「
ヽ
ふ
篠
ホ

篠

ふ

篠

ふ

体

ホ

Ъ

ヽ

篠

小 | | | | | | |

澤

　

　

く

体

＾

篠

ふ

篠

ふ

篠

＾

体

ふ |

体

小

体

（

ふ
く
篠
ふ

年

ヽ

祢

ヽ

篠

ホ

体
ふ

体
＾

竹ト
ホ | | | | |

篠

ふ

Ъ

ふ

ヽ
小
ふ
く

篠

小

篠

ふ

体

ホ

Ъ
ホ

Ъ
ト | | | | | |

|

嘲

郎

恒
　
　
識

| | | | | | | | | | | | | | |
| | | | | | | | | | | | | |

|

Φ
．∞ | | | |

即

　

　

悩

| | | |

∞
．い

Φ
Φ

ヾ
．い

Ｏ
Ｏ | | | | | | | | |

| | | | | |

（邸
攘
）
熙
匡

|
| | | | | | | | | | | | | | | | | | | |

卜
Φ
一

| | | | | | |

Ю
Ｈ

∞
０
日

ヾ
．∞
燎

殴

製
> > > > > > > > > > > > ≧ > > > > > > > ≧ > ≧ > 轟 ≧ ≧

撻
螂
）
凶
雫

０
ヾ
ｍ

０
∞
∞

０
∞
０

も
い
く

０
〓
ｍ

０
の
く

０
い
く

０
∞
く

ρ
Ю
ｍ

０
∞
く

Ｏ
Ｏ
ｍ

０
日
０

０
い
０

●
Ｏ
ｍ

Ｏ
Ｏ
ｍ

●
∞
く

０
卜
ｍ

Ｏ
Ｏ
【
ｍ

０
∞
０

“
一
〇

０
日
０

Ｏ
Ｏ
ｍ

０
菫
ｍ

“
∞
く

０
∞
０

出
ｍ

∞
く

も
Φ
く

コ映
　

脚

舗
＝

諮
＝

紫

＝

鵠

＝
躍
＝

識
調

鏃

引

鶏
＝

躍

＝

鵠

＝
躍
引

騰
＝

窯
＝

鵠

＝
躊
樹

雛

に

器

に

嘔
郵
燎

舗

博

熱

に

騰
硬
熙

鵠
引

鵠
霊
＝

鰺
壼
刊

躍
最
引

鵠
艦
調

窯
塩
＝

鵠
霊
樹

（櫂
拒
）
鵠
選

（燿
距
）
鵠
櫂

（檸
牌
）
熱
選

（櫂
権
）
騰
櫂

（燿
牌
）
躍
櫂

（櫂
権
）
識
櫂

（櫂
牌
）
騰
撻

ё
Ｚ
図

Ｈ
ト
ト

Ｎ
ト
ト

∞
ト
ト

ヾ
ト
ト

い
ト
ト

Φ
ト
ト

ト
ト
ト

∞
ト
ト

０
ト
ト

〇
∞
ト

Ｈ
∞
ト

Ｎ
∞
ト

∞
∞
ト

守
∞
ト

Ю
∞
ト

Φ
∞
ト

卜
∞
ト

∞
∞
ト

〓
い
ト

Ｎ
Ｏ
ト

∞
０
ト

ヾ
０
ト

い
０
ト

Φ
Ｏ
ト

』
０
ト

∞
０
ト

Ｏ
Ｏ
ト

一
〇
∞

Ｎ
Ｏ
∞

∞
〇
∞

ヾ
〇
∞

い
Φ
∞

-111-



ぐ
゛
）
誦
熙
職
Ｓ
躙
＝
罐
　
誦
Ｎ

紙

撃

０
２

２
ヾ
【
　
熙
≧
　
Ｋ
雑
蝶
翌
　
曖確
準
撻
侭

丼
巡

ｏ
ロ
　
メ
翼
扁
　
論
曖
□
目
拇
謬

緊
日
　
メ
伏
側
蝦
　
雛
閾
埼

ｏ
い
Ｈ
２
ヾ
Ｈ
　
Ｋ
銀
蝶
翌
　
螢
バ
緊
≧
　
雛
樋
Ｓ

策
悩
嬰
畑

丼
巡

ｏ
い
Ｈ　
黒
ｍ
日
「
　
メ
休
槻
輝
緊
　
論
礎
日
尽

ｏ
∞
［
　
燎
□
　
畿確
縣
□
侭

昧
導
燻
眠
　
」枷
悩
目

Ｋ
塔
煙
眠
　
崚撫
閾
自
難

脈
邸
選
眠
　
崚距
曖
日
侭

Ｋ
郡
煙
眠
　
目

係
盤
薫
灘

　

「練
」
里
で
殺
眠
　
崚鮨
幽
侭

ｏ
Ｏ
【
　
Ｋ
蝋
薫
量
　
尽
市
側
　
鐘枷
墨
爆

ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｉ
∞
［
　
メ
掛
鞭
　
Ｋ
寝
霙
　
乖
悩

ё
Ｚ
Ъ
＝
麟

理
―

マ
ト
一
Ｈ

贈
―

出
―

ヾ
０
一
【

理
―

〇
∞
［

理
―

華
―

理
―

理

―
螺
―

＝

　

纏

| | | | | | | | | | | | | |

硼

陣

　
　
Ｋ

| | | | | | | | | | | | | |

輝

　

　

ま

| | | | | | | | | | | | | |

悧

蘊

障

　

　

超

| | | | | | | | | | | | | |

障

　

　

く

| | | | | | | | | | | | | |

嘲

迅

饉
　
　
器

| | | | | | | | | |

Ю
卜
．一

| | |

即

　

　

閾

| | | |

∞
．∞ |

Ｏ
．ヾ

ヾ
．い |

（滲
長
）
滲
□

| | | | |

Ｏ
．卜
Ｈ

ヾ
．一
Ｈ

| |

Φ
∞

ヾ
．Ｎ
月

| | |

興

響
≧ 日 > ≧ ≧ ≧ > > ≧ ≧ ≧ ≧ ≧

繕
興
）
区
即

０
０
ｍ

Ｏ
Ｏ
く

“
Ｏ
ｍ

Ｏ
く

ｏ
Ｏ
く く

耐
Ｈ
ｍ

出
Ｈ
ｍ

ヾ
く

「飛
　

騨

（燿
牌

（燿
瓶

（撻
拒

（Ｓ
牌

（櫂
権

（撻
権

（選

颯 む
態

こ
ま

こ
態

マ
愁

蒙

態
こ
熙

と
思

鵠

撻

鍛

櫂
識
撻

諸
櫂

躊
櫂

鶉

選
業
選

６
Ｚ
図

〇
〇
∞

卜
〇
∞

∞
〇
∞

０
０
∞

い
出
∞

∞
【
∞

-112-



ト

株式会社 古環境研究所

1.は じめ に

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯

れたあとも微化石 (プ ラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール

分析は、この微化石を遺跡上壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネの消長を検討すること

で埋蔵水田跡の検証や探査が可能である (杉山,2000)。

2. 言式米斗

試料は、70Tおよび80Tの 2地点から採取された計28点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図

に示す。

3.分 析 法

プラント・オパール分析は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行つた。

1)試料を105℃で2期寺間乾燥 (絶乾)

2)試料約lgに対し直径約40μ mのガラスビーズを約0。02g添加 (電子分析天秤により0。 lm gの 精

度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42kHz・ 10分間)による分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中 に分散してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールを対象

として行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分

の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビー

ズ個数の比率をかけて、試料 lg中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたり

の植物体乾重、単位 :10g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ

(赤米)の換算係数は2.94(種実量は1.03)、 ヒエ属 (ヒ エ)は 8。40、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属

(ス スキ)は 1.24、 タケ亜科 (ネザサ節)は 0.48で ある。

4口 分 析結 果

水田跡 (稲作跡)の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ

属型、タケ亜科の主要な 5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行い、その結果を表 1およ

び図 1に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。
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5.理撃甕茎

(1)水田跡の検討

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lgあたり5,000

個以上と高い密度で検出された場合に、そ こで稲作が行われていた可能性が高いと判断している (杉

山,2000)。 ただし、密度が3,000個/g程度でも水田遺構が検出される事例があることから、ここでは判

断の基準を3,000個/gと して検討を行った。

1)70丁

桜島文明軽石直下の黒褐色土層 (試料 1)か ら灰褐色土層 (試料16)までの層準について検討を行っ

た。その結果、黒褐色土層 (試料 1)および弥生時代とされる暗褐色土層 (試料 2、 3)か らイネが検出

された。このうち、黒褐色上層 (試料 1)では密度が800～ 1,500個/gと比較的低い値である。イネの密

度が低い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かったこと、洪水

などによって耕作土が流出したこと、採取地点が畷畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所か

らの混入などが考えられる。

2)80T
桜島文明軽石置下の暗褐色土層 (試料 1)か ら霧島御池軽石直下の灰褐色土層 (試料12)までの層準

について分析を行つた。その結果、暗褐色土層 (試料 1)か らイネが検出された。密度は5,300イ国/gと

高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

(2)イネ科栽培植物の推定

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもムギ類やヒエ属

型 (ヒ エが含まれる)などがあるが、これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

(3)堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している。このこ

とから、これらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境 (乾燥・湿潤)を推定するこ

とができる。

おもな分類群の推定生産量によると、おおむねヨシ属が優勢であり、部分的にタケ亜科も多くなってい

ることが分かる。また、定量は行わなかったが、弥生時代以前の層準ではブナ科 (シイ属)、 クスノキ科、

マンサク科 (イ スノキ属)などの樹木 (照葉樹)も多く検出された。

以上のことから、稲作が開始される以前の調査区周辺は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であった

と考えられ、弥生時代とされる暗褐色土層の時期に水田稲作が開始されたと推定される。また、当時の遺

跡周辺にはタケ亜科やススキ属などのイネ科植生が分布していたと考えられ、弥生時代以前にはシイ属、

クスノキ科、イスノキ属などの照葉樹林も分布していたと推定される。

6.まとめ

プラント・オパール分析の結果、桜島文明軽石 (1471年 )直下層からはイネが多量に検出され、稲作

が行われていた可能性が高いと判断された。また、弥生時代とされる暗褐色土層でも、稲作が行われてい

た可能性が認められた。

本遺跡周辺は、稲作が開始される以前はヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ、弥生

時代とされる暗褐色土層の時期に水田稲作が開始されたと推定される。当時の遺跡周辺にはタケ亜科やス

-114-



スキ属などのイネ科植生が分布していたと考えられ、弥生時代以前にはシイ属、クスノキ科、イスノキ

属などの照葉樹林も分布していたと推定される。

【文献】

杉山真二 (2000)植 物珪酸体 (プ ラント・オパール)。 考古学と植物学.同成社,p.189-213.

藤原宏志 (1976)プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の壕酸体標本と定

量分析法―.考古学と自然科学,9,p。 15-29.

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)一 プラント・オパール分析に

よる水田址の探査―.考古学と自然科学,17,p。73-85。
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離

株式会社 吉田生物研究所

1.試料

試料は都城市高田遺跡から出土した木製品15点である。

2.観察方法

剃刀で木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板目 (接線断面)の各切片を採取し、永久プレパラー トを作

製した。このプレパラー トを顕微鏡で観察して同定した。

3.結 果

樹種同定結果 (広葉樹 8種)の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)ブナ科コナラ属アカガシ亜属 (Quercus subgen.CydobalanopSs sp.)

(遺物No.4,6,7, 10, 11, 13(小 ), 14(小 ), 17, 19)

(写真No.4,6,7, 10, 11, 13(小 ), 14(小 ), 17, 19)

放射孔材である。木口では年輪に関係なくまちまちな大きさの道管 (～200μ m)が放射方向に配列す

る。軸方向柔細胞は接線方向に 1～ 3細胞幅の独立帯状柔細胞をつくっている。放射組織は単列放射組織

と非常に列数の広い放射組織がある。柾目では道管は単穿孔と多数の壁孔を有する。放射組織はおおむね

平伏細胞からなり、時々上下縁辺に方形細胞が見 られる。道管放射組織間壁孔は大型でlll伏 の壁孔が存在

する。板目では多数の単列放射組織と放射柔細胞の塊の間に道管以外の軸方向要素が挟まれている集合型

と複合型の中間となる型の広放射組織が見 られる。アカガシ亜属はイテイガシ、アカガシ、シラカシ等が

あり、本州 (宮城、新潟以南)、 四国、九州、琉球に分布する。

2)ブナ科クリ属クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc.)

(遺物No。8,9,12,14(大))

(写真No.8,9, 12, 14(大 ))

環孔材である。木回は円形ないし楕円形で大体単独の大道管 (～ 500μ m)が年輪にそって幅のかなり

広い孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張つた小道管が単独あるいは2～ 3個集

まって火炎状に配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組織は大体におい

て平伏細胞からなり同性である。板目では多数の単列放射組織が見られ、軸方向要素として道管、それを

取 り囲む短冊型柔細胞の連なり (ス トランド)、 軸方向要素の大部分を占める木繊維が見 られる。クリは

北海道 (西南部)、 本州、四国、九州に分布する。

3)ク ワ科クワ属 (M orus sp.)

(遺物No。3)

(写真No。3)

環孔材である。本国では大道管 (～ 280μ m)が年輪界にそって1～ 5列並んで孔圏部を形成している。

孔圏外では小道管が 2～ 6個、斜線状ないし接線状、集合状に不規則に複合して散在している。柾目では

道管は単穿子Lと対列壁孔を有する。小道管には螺旋肥厚もある。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性

である。道管内には充填物 (チ ロース)が見 られる。板目では放射組織は 1～ 6列細胞列、高さ～1.lcm
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からなる。単列放射組織はあまり見 られない。クワ属はヤマグワ、ケグワ、マグワなどがあり、北海道、

本州、四国、九州に分布する。

4)クスノキ科タブノキ属 (Machbs sp.)

(遺物No.14(棒 ),19)

(写真No。 14(棒),19)

散孔材である。本国では中庸で厚壁の道管 (～ 130μ m)が単独または 2な いし数個が放射方向あるい

は斜方向に連続して年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞は道管の周囲を厚く鞘状に囲んでいる。柾目

では道管は単穿孔とまれに階段穿孔、側壁に交互壁孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏と直立細胞か

らなり異性である。道管と放射組織間壁孔は円形、レンズ状、箭状の壁孔が並んでいる。板目では放射組

織は 1～ 3細胞列、高さ～600μ mか らなる。放射組織の直立細胞や軸方向柔細胞が油細胞 (樟脳油貯蔵

細胞)と なったものが見 られる。タブノキ属はタブノキ、ホソバタブがあり、本州(日 本海側は青森、太

平洋側は岩手中部以南)、 四国、九州、琉球に分布する。

5)マ ンサク科イスノキ属イスノキ (Dttty‖ um racemosum Sieb.et Zucc.)

(遺物No。 13(大))

(写真No.13(大 ))

散子L材である。本国ではやや小さい道管 (～ 50μ m)がおおむね単独で、大きさ数とも年輪全体を通

じて変化なく平等に分布する。軸方向柔細胞は黒く接線方向に並び、ほぼ一定の間隔で規則的に配列して

いる。放射組織は 1～ 2列のものが多数走っているのが見 られる。柾日では道管は階段穿孔と内部に充填

物 (チ ロース)がある。軸方向には黒いすじの柔細胞ス トランドが多数走っており、一部は提灯状の細胞

になっている。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。板日では放射組織は 1～ 2細胞列、高さ

～ lmmで多数分布している。イスノキは本州 (関東以西)、 四国、九州、琉球に分布する。

6)セ ンダン科センダン属センダン (Mdia azedarach L.var.subtrわ hnata Mbud)

(遺物No.5)

(写真No.5)

環子L材である。本国ではきわめて大きい道管 (～ 350μ m)が幅の広い孔圏部を形成している。孔圏外

小道管は多数が剛塊状に複合して散在している。柾日では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔及び螺旋肥厚を

有する。道管内には充填物 (チ ロース)が見 られる。放射組織は直立と平伏細胞からなり異性である。板

目では放射組織は 1～ 6細胞列、高さ～400μ mか らなる。センダンは四国、九州に分布する。

7)ツバキ科ツバキ属 (Camd‖ a sp.)

(遺物No。 1,16)

(写真No.1,16)

散孔材である。木口では極めて小さい道管 (～ 40μ m)が、単独ないし2～ 3個接合して均等に分布

する。放射組織は 1～ 3細胞列で黒い筋としてみられる。木繊維の壁はきわめて厚い。柾日では道管は階

段穿孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔 (と く

に直立細胞)は大型のレンズ状の壁孔が階段状に並んでいる。放射柔細胞の直立細胞と軸方向柔細胞には

ダルマ状にふくれているものがある。板目では放射組織は 1～ 4細胞列、高さ～ lmm以下からなり、平

伏細胞の多列部の上下または間に直立細胞の単列部がくる構造をしている。木繊維の壁には有縁壁孔が一

列に多数並んでいるのが全体で見られる。ツバキ属はツバキ、サザンカ、チャがあり、本州、四国、九州

に分布する。
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8)ツバキ科ヒサカキ属 (Eurya sp.)

(遺物No。2,15)

(写真No。2,15)

散子L材である。木口では極めて小さい道管 (～ 50μ m)が単独ないし2～ 4個複合して平等に分布す

る。柾目では道管は階段穿孔と側壁に対列ないし階段壁孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏、方形、

直立細胞からなり異性である。道管放射組織問壁孔は対列状ないし階段状壁孔が存在する。板目では放射

組織は 1～ 4細胞列で、高さ～ 5mmか らなる。木繊維の壁には有縁壁孔が一列に多数並んでいるのが金

体で見 られる。ヒサカキ属はヒサカキ、ハマヒサカキがあり、本州 (岩手、秋田以南)、 四国、九州、琉

球に分布する。
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金使用顕微鏡◇

Nikon

MICROFLEX UFX―DX Type l15

都城市高田遺跡出土木製品同定表

No. 資料No, 品  名 樹 種

1 6102 木製品 ツバキ科ツバキ属

6259 木製品 ツバキ科 ヒサカキ属

5821 木製品 クワ科クワ属

4 5817 木製品 ブナ科ヨナラ属アカガシ亜属

6178 木製品 センダン科センダン属センダン

6228 木製品 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

6459 本製品 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

8 5789 本製品 ブナ科クリ属クリ

6407 本製品 ブナ科クリ属クリ

10 6430 本製品 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

5794 木製品 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

5790 木製品 ブナ科クリ属クリ

2574
木製品 (大 )

(/1ヽ )

マンサク科イスノキ属イスノキ

ブナ科コナラ属アカガシ亜属

14 6113

木製品 (大 )

(/1ヽ )

(棒 )

ブナ科クリ属クリ

ブナ科コナラ属アカガシ亜属

クスノキ科タブノキ属タブノキ

5850 木製品 ツバキ科 ヒサカキ属

2705 木製品 ツバキ科ツバキ属

6239 木製品 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

18 6411 木製品 クスノキ科タブノキ属

2573 木製品 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
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木口×40
No.1

柾目×40    板目×40

ツバキ科ツバキ属

木口×40
No.2

柾目×40

ツバキ科 ヒサカ

板 目×40

キ属

柾目×40   板目×40

No.3 クワ科クワ属

木口×40    柾目×40    板 目×40

No.5 センダン科センダン属センダン

木口×40
No.9

木口×40  柾目×100

No.4 ブナ科コナラ属アカ
板目×40

ガシ亜属

木口×40
No.8

ブナ科ブナ属アカガシ亜属

柾目×100    板目×40

ブナ科クリ属クリブナ科ブナ属アカガシ亜属

柾目×100   板目×40    本国×4
ブナ科クリ属クリ           No.`

写真 2 木製品顕微鏡写真 (1)

木口×40

木口×40
No.6

柾目×100 板 目×40

木口×40
No.7

柾目×100 板 目×40

木口×40
No.10

II目 × 100 板 目×40
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木口×40 柾 目× 100 板 目×40
No.11 ブナ科ブナ属アカガシ亜属

木口×40
No.

柾 目×100    板 目×40
12 ブナ科クリ属クリ

木口×40

No.13大  マ

柾 目×40

ンサク科イスノ

板 目×40

キ属イスノキ

木口×40  柾目×100   板目×40

No.13小  ブナ科コナラ属アカガシ亜属

木口×40
No.1 4大 ブナ科クリ属クリ

木 口 ×40
No.14棒

木口×100  柾目×40   '
No.16 ツバキ科ツバキ属

木口×40  柾目×100

No.14小  ブナ科ブナ属ア
板目×40

カガシ亜属

板目×40

属タブノキク

木口×40
No.1

柾 目×40

ツバキ科 ヒサ

板目×40

カキ属

反目×100     木口×40
No.17

写真 3 木製品顕微鏡写真 (2)

柾目×100

ブナ科コナラ属アカ

板目×40

ガシ亜属

柾目×100 板 目×40

板 目×100
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柾 目×40 板 目×40木口×40
No.18 クスノキ科タブノキ属

木口×40
No.19 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

柾目×40 板 目×40

写真 4 木製品顕微鏡写真 (3)
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写真は左が処理前、右が処理後である。
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写真は左が処理前、右が処理後である。
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写真は左が処理前、右が処理後である。
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写真は左が処理前、右が処理後である。
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写真は左が処理前、右が処理後である。



都城盆地のほぼ中央域に立地する本遺跡では、弥生 。中世の遺構・遺物を確認することができた。当市

での弥生・中世遺跡の調査は比較的事例が多いが、弥生に関しては土器の構成に特徴がみられ、また中世

水田は15世紀段階の広範な分布状況を考古学的に示す好例となった。ここでは、各々について若千の整

理をしておきたい。

1 弥生時代 口古代の遺構 口遺物について

本遺跡に特徴的な遺構について触れ、遺物との関わりを整理しておきたい。

竪穴住居跡の傾向としては、 10～ 17ゴ ほどの比較的小型なものが目に付く (SA04 0 060 07 0 08・

14015016)。 また、形態としては、方形やそれに近似する楕円状のものが主流 (SA02 0 06 0 07・

08009・ 11012014?015?)と いえるが、なかには間仕切 り的要素を取 り込むなど、地域的特徴を

含んだ住居もみられる。

SD08は、a・ bの 2条が存在 し、b→aの時期差がある。 この08は、第 1ト レンチでの検出において、

SD01との関連をうかがうことができる。また、東側では第 3ト レンチで溝状遺構を検出していることか

ら、08a O bの いずれかがこれに相当すると考えられる。なお、このS D08は、住居群をほぼ取 り囲むよ

うに立地しており、その走向からS D01や第 103ト レンチとのつながりも考えられる。

プラントオパール分析結果は弥生期に水田が存在していた可能性を示唆している。これは該地が盆地底

域に相当しており、元来湿地的環境にあった可能性も高いことから十分に想定できることであり、鍬など

の本製農具が出土していることからも、集落の周囲に生産域としての水田がひろがつていたと考えられる。

Ⅶにおいて加覧氏は、本遺跡の土器群は入来Ⅱ～山ノロ I式に該当するものが相当数を占めており、か

つ中溝式の混在がみられないことから、中溝式が登場する以前の時期 (中期中葉)に相当し、それほどの

時期的な差異がみられないと指摘している。こうした土器の様相から大隅半島の影響を多分に受けている

ことが垣間見える。

2棟検出した掘立柱建物については、その埋土が第Ⅳ層であること、住居との層位関係でいけば明らか

に掘立柱建物が後続すること、試掘調査時のデータによれば第Ⅳ層相当位から、砕片ながら古代の遺物が

出土しており、包含層から須恵片が確認されていることなどから、古代の所産と考えたい。

2 中世 水 田跡 につ いて

まず、本遺跡で確認した水田跡について整理しておきたい。今回検出した水国は全部で36面である。

全ての水田面は15世紀後半に桜島から噴出した火山灰、いわゆる自ボラが覆つており、C区のみではあつ

たが、自ボラを除去した田面の様態は凹凸の激しいものであった。各水田の径や田積を、これまで市内で

確認されている文明パック水田を含めて第26表に示した。大略的には、南北方向に長く、これまで確認

されている水田に比して田積が大きいものが多い。また、西側より東側のほうが田積が大きくなっている

傾向がみられる。凹凸は人と牛馬の足跡や農耕具痕が考えられるが、明確には分けられない。水口につい

ても明確な痕跡を見出すことはできなかったが、SW26と 27の間にある畦畔は南側部分が開いており、そ

の可能性を示唆するものとして想定できるかもしれない。

次に、市内における近年の水田調査を確認しておきたい。

鶴喰遺跡には、14世紀代と想定される集落が所在した遺跡中央の島状になった台地部分をめく
゛
るよう

に水田が展開していたと考えられ、そしてその後集落は消滅し水田化された。計17面確認した水田面の

凹凸痕は激しかつたが、 1面だけ凹凸痕がない田もあった。科学分析結果でイネ苗も確認され、軽石降

下 e堆積の時期を想定させる結果を導出した。

鶴喰遺跡の西方に位置する畑田遺跡・母智丘谷遺跡は、自然地形を利用して形成された、一連の水田帯
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であったと考えられている。畑田遺跡は中世城郭である新官城に西接する、台地際に深く入り組んだ谷間

部分に展開した水田である。計13面が確認されてお り、各国面は凹凸痕が激 しい様子がみられた。母智

丘谷遺跡は谷間をわずかに出た中河川である横 lF川 にほど近い氾濫原に立地する。プラントオパールの分

析結果からは、水田稲作が古墳期に行われていたことをうかがわせる結果が得られ、またイネ苗が確認さ

れている。

嫁坂遺跡は、盆地南部金御岳からのびる丘陵に東西を挟まれた、比較的開けた谷間部分に立地する。谷

間を蛇行する小河川 (1日 河道)際に水国が展開しており、 9面確認されている。ここでもイネ苗がみられ

る。

鴇尾遺跡は、西側を除く二方を台地裾部に囲まれた湾入地形である。中河川 (梅北川)沿いの奥まった

部分に位置する水田遺跡であるが、その湾入地形は、この中河川の蛇行の所産であり、それによって形成

された湿地 (低地面)を利用して水田が営まれたのであろう。ここでは5面 を検出しており、凹凸痕のあ

るものとないもの双方が確認されている。

このように、これまでの水田は台地裾部の湾入地形や河川沿いの沖積段丘における事例が主体となって

きた。本遺跡の水田は、大淀川の支流である中小河川に挟まれた地点とはいえ、広大な都城盆地の基底部

に相当しており、中世後期段階における水田域の実態が看取できる。また応永32年 (1425)に作成され

た 「中郷西方内検取帳」には姫木 (都城市役所南側一帯か)、 坂元 (上長飯町)な ど本遺跡に近接する地

名がみられ、該期水田域の広範な展開を裏づけている。

以上、水田に関して若干の総括を試みたが、水田面に残る凹凸痕の性格や初夏とも秋とも想定される復

1日 時期など、検討すべき課題は依然として山積しており、事例の増加が待たれる。また、火山災害への対

応もさることながら、開発史的側面や農業史的側面からのアプローチや、地名の検証などといった文献的

な検討も含めて、中世水田の様態を考えていく必要もあろう。
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第26表 中世水田跡 (桜島軽石直下)一覧表

高田遺跡

水田番号
径 (111)

面積 (ボ )

N一 S E一 Vヽ

SlV0 1

SヽV02 7

SヽV03 7

SWV04 15

SWV05

SヽV06

SヽV07

SWV08 7.5 31.5

SWV09 95.94

SヽV10

SヽVll 33.5 345.05

SヤV12 41.6

SやV13 53.3 1,012.70

SヽV14

SヽV15

SやV16

SlV1 7

SヽV18

SヽV19

SWV20

SヽV21 26.5 164.3

SW22

SlV23 25.5 247.35

SlV24 8785

SlV25 403.44

SヽV26 23.3 20737

SヽV27

SヽV28

SやV29

SWV30

SヽV31

SヽV32

SW33

SWV34

SW35 151.8

SヽV36

畑田遺跡

水田番号
径 (m)

面積 ２ｍ

長 径 短径

SヽV01

SヤV02 226

Sヽ /ヽ03 1

SやV04

SヽV05

SヽV06 14.2

SWV07

SW08 2 31.5

SヽV09 95.94

SヤV10

SやVll

SヽV12

SヽV13

母智丘谷遺跡

水田番号
径 (m)

面 積 ２ｍ

長径 短 径

SヽV01 8162

SヽV02 1593

SヽV03 26.18

SW04 66.49

SヽV05 91.8

SヽV06 283.01

SヽV07 11.07

SヽV08 5

鴇尾遺跡

水田番号
径 (m)

面積 Ｚｍ
N― S E一 Vヽ

SヽV01 110.32

SやV02 256.14

SヽV03 57.32

SヽV04 58.47

SヽV05 73.64

鶴喰遺跡

水田番号
径 (m)

面積 (ぷ )

長径 短 径

SヽV01

SヽV02

SヽV03 7.5 106.5

SヽV04

SヽV05 11 117.7

SWV06

SヽV07 123.22

SヽV08

SWV09

SWV1 0

SヽVll 179,76

SヽV12

SやV13

SヽV14 225

Sヽ /ヽ15 15.9 252.81

SヽV16 52.5

SやV17
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加 覧 淳 一

は じめ に

高田遺跡からは弥生時代に該当する土器資料が多数検出されている。これらは当地域の編年体系を構築

してゆく上での貴重な事例として認識することができる。また、土器以外にも石器、石製品、木製品も出

土しており、特に木製品については南部九州全体においても出土事例が乏しいだけにその資料的有用性は

注目されよう。

土器について見てみると、およその資料が中期に該当するものであるが、一部には前期に該当しうる資

料も極少量であるが見られ、宮崎平野部と大限半島地域、またえびの加久藤地域との結節地ともなってい

る都城盆地地域における弥生土器研究の基礎資料としても重要である。

本稿では本遺跡において相当量出上している中期土器群について考察し、編年的位置の検討を行なう。

その上で、同時期の宮崎平野部の資料とも比較しながら土器相の特徴を抽出してみたい 鮭D。 なお溝から

は弥生時代後期から古墳時代該当の土器も検出されているが、ここでは検討しない。

検討

まず、土器群の時間的位置についてである。遺構内出土資料に限つて見てみると、前期に該当しうる資

料が極少量見 られる。 SC57か らは肩部に明瞭な段を形成した中型壺 (421)が検出されている。日縁

部など欠落している部分もあるが前期段階の資料とみてよさそうである。ただし、胴部片のみの出土であ

り、前期のどの段階に位置づけけることができるかは不明である。 SD09か らは前期甕と捉えうる資料

(692)も検出されている。

次に本遺跡において最もlLPI土量の多い中期土器群について検討してみたい。甕について見れば、中園編

年の 「入来Ⅱ式」～ 「山ノロ I式」に該当するものが最も多く、本遺跡出土資料の主体をなしている。こ

れらはSA04、 SA08、 SA10な どでまとまって出上している。

また、壺形土器 (以下、壺)について見ても、入来式系と思われる下垂口縁や多条三角突帯をもつ壺が

出土しており、甕との時間的酬離は見当たらない。中園編年の入来Ⅱ式～山ノロ I式の良好なセットが保

たれているといえる。

中期後半段階から登場してくる中溝式の甕 (乗畑2000a)やそれに併行するとされる中園編年の山ノ

ロⅡ式と思われるような資料は本遺跡の住居・土坑内からは出土していない。

従つて、本遺跡の中期土器群は、中園氏の入来Ⅱ～山ノロ I式主体、併行とみなすことができる。具体

的な相対年代としては中期中葉の年代を与えておくことが現段階では無難であろう。

中期土器群の時間位置については上述のごとく提えることができる。しかし全体の上器相を把握するに

あたつて注意しておかなければならないのは下城式甕など、入来式系統以外の他系統が一定量見 られるこ

とである。遺構内での共伴資料を見てみても、中園編年で提示されたセット関係を維持しつつも、その中

に他系統土器が少量ながらも普遍性をもって存在している様子が看取される。

具体的にはまず、 SA03の 資料が挙げ られる。 SA03で は甕の中に下城式甕 (16。 17・ 21～ 24)

が見 られ、同遺構の甕組成の約 3割を占めている。 SA03出 土資料の内、確実に入来Ⅱ式と認められる

ものは (27)のみでかなり客体的なあり方でしかない。さらに注意すべきは入来式系統、下城式系統ど

ちらにも属さないと見 られるくの字口縁の無文甕 (34)も 出上していることである。他にも口縁部は入

来 Ⅱ式のような貼付のものであっても胴部に三角突帯を施さないもの (18、 20、 25な ど)や 日縁部を先

細 りにさせるもの (29030)も見 られ、バリエーションに富んでいる。

これ らのうち下城式甕は他の遺構 (S A04、  S A12な ど)においても入来Ⅱ式甕と共伴しており、ま

た胎土も在地系のものが多く、ある程度普遍性を持つて使用されていたことは間違いないようである。
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このような入来Ⅱ式甕、下城式甕、くの字口縁無文甕の二者が共存している事例としては宮崎平野部の

宮崎小学校遺跡 (宇 田川2002)、 市位遺跡 (東 0久木囲1998)な どが挙げ られ、これ らの遺跡では確実

に遺構内共伴と認められるものは少ないものの、三者がそれぞれ同程度の割合で出土しており、本遺跡の

資料と同時期と思われる にの。 SA03に おける甕の出土状況はこれら平野部の遺跡の組成と同様である

ことは注目すべきである。

宮崎小学校、市位の両遺跡においては、くの字口縁無文甕が相当量出上しており、主体的な使用があつ

たことは間違いないと思われる。ただし、本遺跡においては、 SA03で 検出された (34)以外 くの字

口縁無文甕と認めうる資料はなく、これは搬入された可能性もある。本遺跡においては入来Ⅱ式甕、下城

式甕の二者が主体的に用いられていたようである。

他に特徴的なものとして、大甕の口縁部下に刻目突帯を施すもの (61、 376な ど)が出土 している。

このタイプのものは先の宮崎小学校遺跡、市位遺跡でも検出されている。鹿児島県地方における大甕には

多条三角突帯やタガ状突帯が付されるものが多く、刻目を施すものは宮崎県地方にみられる特徴として理

解できる。

壺の中にも頚部や胴部に刻圏突帯を施すものが見 られ (119、 214、 270、 330な ど)、 これもやはり富

崎小学校、市位で出上している。尚且つ、管見では鹿児島県地域での出土事例を知らない。これも宮崎県

地方においてのみ見 られる特徴として理解してよいと思われる。

宮崎平野部の資料と本遺跡においては下城式甕が一定量出上していることは先に述べた。中期前半段階

の下城式甕に伴うとされる器種として重弧文壷が挙げ られる (坪根・服部2004)が、 このタイプは高田

遺跡からは出土していない。宮崎小学校、市位など宮崎平野部では下垂口縁壷主体の中、破片ではあるが

一定量ltl上 が見られる はЭ。

また重弧文壺同様、下城式系統と思われる鋤先日縁壷 (坪根・服部 前掲)も本遺跡からは出土してい

ない。このタイプも少数ではあるが宮崎小学校、市位の両遺跡で出土している。

高田遺跡からlrl上 している壺は入来式系統の下垂目縁をもつ壼が主体を占め、圧倒的である。宮崎平野

部における壺 とは異なった組成を示しているといえる。本遺跡資料に後続すると思われる池 ノ友遺跡

(来畑2000)、 や向原第 1遺跡 (乗畑1990)の資料も山ノロ式系の壼が卓越しており (来畑2000a)、 都

城盆地では中期に一貫して南部九州系の壺主体であったことも想定できる。

S C63か らは頸部直下に刻目突帯を施す甕 (430)が検出されている。一見すると中溝式甕 (来畑

2000a)の ように見ることもできるが、典型的な中溝式甕とは日縁部のつくりに違いが見 られ、貼付口

縁を施している。現在のところ、同じ都城盆地内の大浦遺跡 (米澤1997)に類例がみられ、同遺跡から

は山ノロⅡ式甕も出土している。業畑光博氏はこの大浦遺跡資料を中溝式と山ノロⅡ式との折衷資料とし

て捉えている (来畑2000b)。 SC63の 資料も同じ脈絡で考えることもできるが、共伴している資料が

他の遺構で検出されているものと大差ないことを考慮すると、時期差はあまり想定できない。

なお、 SC63か らは日縁部直下に刻目突帯をめく
゛
らす鉢(?)形土器も出上している。これについては

管見で類例を知らず、位置付けが困難である。

また、SA05か らは凹線文壺 (80)が検出されている。他の上器との共伴が乏しく確言はできないが、

SA05が花弁状を里する住居であることを考慮しておくと、これまで検討してきたものよりも時間的に後

出するものと考えている。

来畑氏の編年では、都城盆地における中溝式甕の成立は本池遺跡B区 (重山・東1996)資料に求めら

れるとしており、それに続くものとして池ノ友遺跡SA6、 中大五郎第 1遺跡 (重山 0東 1996)SLlの 資

料を挙げている (来畑2000a)。 少なくとも、本遺跡出土資料は大半が中溝式甕出現以前のものであるこ

とは間違いなく、これまで不明であつた該期の様相を補完するものである。そしてこれらは宮崎小学校、

市位などの資料と時間的に併行している可能性が濃厚である。

また、中園氏は編年の中で宮崎地方における入来式土器様式から中溝式上器様式への交代現象を指摘し
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ており、中期後半段階には入来式様式圏は縮小するとする (中 園1997)。 その背景には下城式土器群の動

きを考慮しており、筆者も念頭に置いている。ただし、本県から出土する下城式は前期段階からも見られ

るものであり、中期段階においても一貫して見 られる。これらは大分地方における実態との比較が必要な

ことなど課題も多い。

とにかく入来式に伴う下城式やその系統と思われる土器、またくの字口縁無文甕は宮崎県内において無     「

視できない量が出土しており、中期前葉の様相が曖昧ではあるが中溝式甕出現前のある時期に複数系統の

甕が共存していたことが想定できる。ただ、入来Ⅱ式自体は宮崎平野部において前原北遺跡 (北郷1988)     .
などのように他系統土器を伴わず、単純出土している遺跡もある。他系統土器と供出する段階と時間的に

分離できるかどうか、もしくは複数系統の入り具合に地域差があるのか、今後の検討課題といえる。

これまで検討してきたように、高国遺跡と宮崎平野部の資料との間には甕・壺の組成において若干違い

もみられた。都城盆地における宮崎平野部と鹿児島県地方 (大隅半島)との土器相を混交したような在 り

方は両地域のクロスデーティングにも寄与するものと考えられ、今後とも注意しておくべきであろう。

注釈

1.本稿では中園聡氏による南部九州地域の弥生土器編年 (中 園1997、 本文中では 「中園編年」 とする)

を基軸として論を進めており、氏の編年観に立脚した上での言及が多いことを予め断つておく。

2.来畑光博氏は中溝式の整理 0編年を行なう中で、中溝式以前の資料にも書及している。それによれば、

堂地東遺跡 (長津1985)SA2に 先行するものとして塚原遺跡F地点 (新名1997)や市位遺跡 S A7

の資料を挙げている (策畑2000 a p,97)。

3.完形に近い資料として宮崎市茶園遺跡採集例 (石川1985)が知られている。
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